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自己点検・評価について  

 

令和元年度の教育活動を振り返って 
 

 令和元年度の教育行政は、京丹後市教育振興計画の基本理念に基づき、京丹後市が

目指す教育「心豊かにたくましく 幸福な未来を切り拓く力を育む教育」「ふるさとへ

の愛着と誇りを持ち 新しい価値を創りだす力を育む教育」の実現に向け、さまざま

な教育施策を推進してきました。 

 令和２年３月には新型コロナウイルス感染症対策のため、学校の一斉臨時休業や行

事などの延期や中止を余儀なくされましたが、行事の規模縮小など感染対策に努めな

がら教育活動を進めました。 

平成２８年度より全市展開となりました京丹後市の最も大きな教育振興策である

「小中一貫教育」では、「京丹後市の学校教育改革構想」に基づき、６つの学園が共有

し、特色を生かしながら小中連携、小小連携、保幼小連携の取組みを実践し、子どもた

ちの育ちと指導の一貫性を目指す教育活動に取り組みました。今年度は、子ども園、保

育所と小学校のスムーズな接続に向けて、保幼小接続カリキュラムに基づく合同保育・

授業の研究の一端を公開し、京丹後市内外へ紹介することにより、本市小中一貫教育

の一層の取組み強化の機運醸成へと繋げることができました。令和２年度からは、「保

幼小中一貫教育」と名称を変更し、より明確に１０年間を意識した取組みにするとも

に、新学習指導要領の実施に向けた「保幼小中一貫教育モデルカリキュラム（第３版）」

を発行し、保幼小中の一貫した指導の推進を目指します。 

子育て支援関係では、第２次京丹後市保育所再編等推進計画に基づき、保育所等の

再編を実施し、幼保連携型認定こども園の運営を行っています。また、放課後児童クラ

ブは継続して１０か所開設し、子どもたちの安全・安心な放課後の健全な育成に取り

組むとともに、市内８か所に設置している子育て支援センターでは、子育て相談・交

流・ふれあいの場として、身近な地域で子育て支援を実施している一方、網野地域子育

て支援センターでは、旧保育所を活用し、登録者のクラス分けをすることなく自由に

利用できる環境整備を推進しています。  

学校教育関係では、学校再配置の取組みとして、平成３１年４月に「丹後小学校」

の開校により小・中学校の再配置がすべて完了しました。また、語学力の向上及び国

際的視野を持った人材の育成を目的に、平成２８年度から取り組んでいる「中学生海

外派遣事業」は、前年度に引き続き、派遣生徒１５人を選出して現地研修に向けて事



前研修に取り組みましたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、直前に事業中

止となりました。学習環境の整備では、生活・衛生・環境面の向上を図るためトイレ

の洋式化工事設計業務に着手し、計画的に改修を実施するとともに、小学３年生から

中学３年生教室へ順次導入してきた電子黒板・指導用タブレット型パソコンの運用を

開始しました。今後も文部科学省が進めるＧＩＧＡスクール構想の実現に向けたＩＣ

Ｔ環境の整備を着実に実施することとしています。 

社会教育関係では、３か年事業の２年目として「京都府アーティスト・イン・レジデ

ンス事業」に取り組み、市内の自然・歴史・文化の資源を活用して制作した現代アート

の作品展を開催し、文化芸術を活かしたまちづくりにつながっていくことを期待しま

す。また、丹後地域公民館施設の耐震工事に向けた設計業務に着手し、改修に向け事業

実施しました。社会体育関係では、新型コロナウイルス感染症の影響により、２０２０

年東京オリンピック・パラリンピックが延期になりましたが、ホストタウン事業や「ワ

ールドマスターズゲームズ２０２１関西」の関連事業を推進したほか、スポーツ競技

力の向上や大規模なスポーツ大会誘致によるさまざまな効果を目指すため、峰山途中

ヶ丘公園陸上競技場の日本陸連第３種公認に向けたリニューアル事業に着手しました。

今後も引き続き「第２次京丹後市スポーツ推進計画」の基本理念である「市民が楽しみ 

ともにつくる スポーツのまち」の実現に向け多面的なスポーツ施策の展開を図るこ

ととしています。 

文化財保護関係では、網野銚子山古墳の整備に向け、市史跡整備検討委員会及び文

化庁等の指導を受け、実施設計及び工事を実施しました。また普及啓発関係では、資

料館での企画展示の開催のほか、市ケーブルテレビの活用など多彩な方法で事業を展

開し、郷土の歴史や文化遺産に対する住民の関心を高める取組みを積極的に行うこと

ができました。 

このように、令和元年度は、保幼小中一貫教育の推進、子どもの放課後対策や子育て

支援、学校再配置の取組み、国際交流事業の推進、学習環境の整備、スポーツ振興の推

進、網野銚子山古墳の整備など本市の懸案となっている課題の解消に向けてさらなる

取組みを進めてきました。「平成」から新元号「令和」の時代となり、今年度中間見直

しをしました本市教育振興計画の「京丹後市が目指す教育」の達成に向け、さまざまな

教育活動を市民との協働の中で推進していきます。  

令和２年１１月 

                         京丹後市教育委員会  



教育に関する学識経験者の意見 

 

１ 外部評価者 職名 玉川大学教育学部 教授 

        氏名 寺本 潔 

        令和２年１０月１９日（評価を行った日） 

 

２ 序論 

 京丹後市『令和元年度 教育委員会活動の点検及び評価報告書』（183頁）を拝読し、委員会の

開催状況や７つの重点目標、学校評価自己評価などに関して点検した。教育委員会会議は毎月 1

回の定例会のほか臨時会を併せて合計 21 回開催され、丁寧な審議が行われている。施策の進捗

状況の評価では「〇」評価が多いが、重点目標 5の生涯学習に関する施策の中で、高齢者大学参

加者数の横ばいや図書館利用者の伸びの鈍化も見られ。「▲」の評価が付いている。また、重点

目標６の歴史文化や文化財保護と活用等の関しては、文化財事業への参加者数と資料館・文化館

入館者数が H25年度と比較していずれも減少しており、一般には高齢者増に比例してそれらの数

は増加しがちなのに反し減少している点が危惧される。高齢者も時代とともにニーズが変化して

おり、企画等に工夫が一層求められると共に若年層の利用者も増やす努力が欠かせない。保育所

の再編や認定こども園の運営、保幼小の一貫したカリキュラム策定なども進められており、子育

て環境の一層の整備が期待される。自立・協働・創造の理念に立った本市の教育振興計画は、文

科省の新学習指導要領にも素早く対応した内容であり、教育環境の整備や実際の授業づくりに一

層期待が持てると感じた。 

重点目標６にも関わるが、キャリア教育としての「丹後学」の積極的展開や社会科地域学習並

びにジオパーク学習は今後の観光振興と持続可能な社会の担い手づくりにも寄与するため、注目

できる。地方創生の時代にあって、着地型観光を地元で起こしていく上で、市民自身の歴史文化

への関心が高まることは極めて重要だからである。『京丹後市の教育』ｐ13に記されている教育

費予算（令和元年度）は、30年度に比べ若干減少しており、ICT機器の整備を進める上ではむし

ろ増額が必要ではないか。保育環境の充実や保幼小連携、「丹後小学校の開校」、豊かな人間性・

社会性の育み、文化・芸術活動、丹後学を介したふるさと意識の醸成、スポーツを軸にした健や

かな体づくり等は日本海に面した自治体としてよく取り組んでいる。今後とも、多様なニーズを

汲み取ったテーマを課題とし、目標値を定めて取り組まれることを期待したい。 

 

３ 本論 

① 教育委員会議の開催状況等 

前述したように毎月 1～2回程度開催され、臨時会も合わせ合計 21回の開催に至っている。11

月や 2 月、3 月がどうしても開催数が多いため、より審議の効率化を進めることが大事である。

各種イベントの後援の承認案件や規則・要綱の一部改正や委員・人事の委嘱、などが案件で目立

つが、今後とも報告事項の精選と共に、子育て支援施策や体力・学力向上、文化振興など、より

本質的な課題に審議の時間を割くよう努力されることを望みたい。 

② 事務事業評価 

序論で触れたように、概ね進捗状況は良好である。施策評価・進捗管理調書と附属資料を点検

したが、心配される点は見出せなかった。ただ、神奈川県川崎市登戸でのカリタス小学校通学バ

ス停で起きた殺傷事件も起きるなど、「安全な通学支援」はより重要視される必要があろう。 

事務事業に関しては、よく整理されており特に問題は見出せない。施策評価・進捗管理調書（内

部評価結果）に関しても、PLAN,DO,CHECK,ACT方式による書式が統一され、判別しやすい。 進

捗状況の評価や、各事業ごとの評価・課題欄の記載も○評定が多く、文章による記述も明確で、



把握しやすい。予算の執行率も峰山途中ヶ丘陸上競技場リニューアル事業の執行率がやや低いも

のの、ほとんどが 90％台後半を確保され着実に施策が進められている。なお、オリンピック・パ

ラリンピックホストタウン推進事業は執行率が極端に少ない値であるが、ほとんどが次年度への

繰越によるものである。各重点目標に関わる事業の決算額と最終予算額、不用額、執行率が整理

され客観的に事業の進捗を把握しようと努力する姿勢が感じられ高く評価できる。また、熊本県

では球磨川氾濫による人吉市の甚大な被害もあったことから、京丹後市においても自然災害の防

止の取組は重要度を増している。令和 2年度から使用の検定教科書では防災内容が充実している

ため、合同の避難訓練に加え、地域と連携し主体的・対話的で深い学びにつながる学校防災教育

のさらなる充実を求めたい。 

③ 学校評価 

「学校評価自己評価」を点検した。「小中一貫教育の具体的な内容と評価」と「今年度の成果

と課題 改善方策」が文章により明確に整理されている点は評価できる。小学校の合同授業や教

職員への授業づくりアンケートなど各校で改善に向けて努力されている様子が読み取れる。単に、

印象的記述に留まらず、課題や方針が明確に分かるように書かれている。少ない予算を切り詰め

ながらも教育の向上に向けて京丹後市の教職員全員で努力されている様子が伝わってくる。 

④ その他教育活動 

「第２次京丹後市スポーツ推進計画」（平成 30 年度から令和 9 年度）が策定され、「市民が楽

しみ、ともにつくるスポーツのまち」づくりが推進されている。ライフステージに応じたスポー

ツ施策は重要であり、高齢者のいきがい創出にもつながる。東京 2020 オリンピックが次年度に

延期されたが、「スポーツ振興によるまち起こし」は有望である。また、オンライン授業対応な

どが急務とされ、デジタル教材や電子黒板、タブレットの導入は、児童の学ぶ意欲を高める整備

として必要であり、小学校だけでなく中学にもさらなる ICT環境の整備を進めてほしい。 

「京丹後市中学生海外派遣事業」が注目される。昨年度は、派遣生徒が 15 人に上り、グロー

バル社会に対応できる人材育成として力を入れているのが伝わってきた。派遣された生徒たちが、

その体験知を経験知に昇華させ、帰国後 Zoom などのオンライン活用で現地校やホストファミリ

ーとつながり続けることが大事である。 

 

４ 総括 

 報告書類の書式が統一され、今年度も各種資料は見やすく整理されている。資料「平成 31 年

度学校教育指導の重点 推進上の留意点」には、平成 24 年に策定された学校教育改革構想が、

10年間を見通した小中一貫教育の推進」として着実に実行されつつあることが分かり、心強い。

国レベルでも新学習指導要領がコンピテンシー・ベースの能力育成に加え、「社会に開かれた教

育課程」とカリキュラム・マネイジメントを重要視しており、教職員の力量向上と一層の「開か

れた学校づくり」に邁進してほしい。 

 

５総合評価（意見等） 

総合評価として、教育委員会活動として適切な事業運営に努めていると高く評価できる。ただ、

子育て支援事業計画に関して子育てに不安を感じる親が 2割弱と高く、近隣の人とのつきあいも

意外に低い回答率である点は気になった。京丹後市は、「海の京都」の一角を占める自治体であ

り、インバウンドや他県からの来訪が期待される。隣の宮津市には国際的に有名なホテルやグラ

ンピング施設も建設されつつあることから、今後地域社会が変貌する可能性がある。教育施策は

そうした社会の変化にも敏感になることが大切であろう。 



教育に関する学識経験者の意見 

 

１ 外部評価者 職名 京都教育大学大学院連合教職実践研究科 教授 

        氏名 竺沙 知章 

        令和２年１０月２１日（評価を行った日） 

 

２ 序論 

 令和元年度では、京丹後市教育振興計画の基本理念に基づき、京丹後市が目指す教育「心

豊かにたくましく 幸福な未来を切り拓く力を育む教育」「ふるさとへの愛着と誇りを持ち 

新しい価値を創りだす力を育む教育」の実現に向け、さまざまな教育施策が推進されてきた。

京丹後市の将来を見据えた施策が展開されている。 

 本意見書では、「教育委員会活動の点検及び評価報告書」（以下、「報告書」）を主として分

析し、教育委員会会議や総合教育会議の議事録も参照しながら、中長期的な視点から策定さ

れている京丹後市の教育振興計画の基本理念がどのように実現されようとしているか、その

視点を中心にして意見を述べていきたい。 

 

３ 主な施策等の成果と課題 

（１）教育委員の活動について 

 教育委員会会議、管内視察、管外視察、研修会など教育委員として必要な活動が活発に適

切に展開されていると評価することができる。 

 教育委員会会議では、重要な議題に関して、活発な意見交換がなされていた。学校評議員

や学校運営協議会など地域や家庭と学校運営との関係に関すること、教職員の勤務時間の上

限に関する方針や時間外の電話の対応、長期休業中の学校業務の中止など教職員の働き方改

革に関わること、教科書採択、教育委員会関係予算など、重要な議題について、多くの委員

から質問、意見が出されていて、充実した協議がなされていたと推察できる。 

 また 11月に開催された総合教育会議では、教育振興計画の見直し、いじめの問題が議題と

なっており、令和元年度において重要な課題について、市長も交えた活発な協議がなされて

いた。また市長から、新学習指導要領に関する質問もなされ、令和 2 年度以降の学校教育の

課題、展望が議論されていたように思う。総合教育会議での議論の意義が感じられる内容で

あったと思う。 

 令和元年度の卒業式は、規模縮小で実施されたことが記録から理解できた。令和 2年度も、

入学式、卒業式の儀式や様々な行事について、その進め方などが検討されることと思う。教

育委員のそうした行事等へのかかわりのあり方について、あらためて考える機会になると思

う。 

（２）重点目標に関する活動について 

１）小中一貫教育の推進について 

 平成 28年度より、小中一貫教育が全市展開されることになり、しっかりと定着してきたと

評価することができる。子ども未来課が、児童福祉関係の事業を担当しており、保幼小の連

携が進めやすく、また小学校、中学校においても、家庭とのかかわりの中で、福祉関係の事

業も進める必要性が高まっていることを考えると、教育委員会事務局が児童福祉の一部を所

管することは意義が高いと言える。保幼小中一貫教育が一層進んでいくことが期待される。 

 「報告書」の巻末の各学園・学校園の自己評価書を見ると、小中一貫教育が学園としてし

っかりと取り組まれていることがよくわかる。各学園の小中一貫教育の報告書は、いずれも

詳細で、具体的であり、成果と課題が明確になっている。また各学校園の自己評価において

も、学園の小中一貫教育としての取り組みやその成果と課題が明確に示されており、しっか

りと定着していることが伝わってくる。そしてその中での各学校園の特色も表れており、施

設分離型の良さが表れているように思う。学園の体制の中で、新学習指導要領の実施に着実

に取り組んでいただきたい。 



２）国際交流事業について 

 児童生徒国際交流事業の中学生の海外派遣が、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止

のために、中止となったことが残念であった。準備をしていた生徒に対してどのようなフォ

ローをしていくか、また令和 2 年度も新型コロナウイルス感染症の終息が難しいことを考え

ると、これまで取り組んできたつながりを活かしながら、どのような交流事業を行うことが

できるか、よく検討していただきたいと思う。 

３）教育環境の整備について 

 令和元年度は、適切に取り組まれたと思うが、新型コロナウイルス感染症への対応を考え

ると、令和 2 年度では、学校安全対策事業や児童教職員健康管理事業、生徒教職員健康管理

事業の重要性が増すのではないだろうか。年度末に、さまざまな影響が出たことをしっかり

と総括し、それを活かしていただきたい。 

４）生徒指導体制、教育相談体制の充実について 

 令和元年度末の新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のための一斉休校が、令和 2 年

度も継続しており、それが、いじめや不登校など生徒指導に関わる事象にどのように影響し

ているのか、じっくりと観察し、分析することが必要である。児童生徒への精神的な影響は、

なかなか表に出てこないことであり、時間をかけて分析していくことが必要であろうと思う。 

 特に不登校に関しては、増加傾向に歯止めがかかっていない。小学校も中学校も平成 30年

度よりも出現率が増加しており、計画作成時から減少させるという目標の実現から遠ざかっ

ている。不登校は現象であり、そのことが問題の本質ではない。不登校の要因は、児童生徒

により多様であり、一律に捉えられないことから、児童生徒の実態をしっかりと分析し、何

が問題なのかを検討することが必要であろう。 

昨年度も指摘したことであるが、不登校に関わる記述が、各学園、各学校園の学校自己評

価の報告には、あまりなされていないことが気にかかる。軽視されているとは思わないが、

学園、学校園全体でしっかりと取り組み、評価書に示していくことが対応策になるように思

う。 

（３）今後の課題について 

 新型コロナウイルス感染症は、社会のあり方、学校教育のあり方を大きく変えるものと言

える。新学習指導要領の実施、そして教職員の働き方改革も、これまでの取り組みも継続さ

せながら、新たな課題として取り組むことも必要であると思う。コミュニティスクールの仕

組みも活かしながら、各学園で小中一貫教育として新たな課題に取り組んでいっていただき

たい。  

 

４ 総括 

 教育振興計画に基づき、課題も散見されるが、それらについても的確に捉え、その改善に

向けた取り組みがなされている。教育委員会のリーダーシップの下で、各学校の取り組みが

確実に推進され、成果が現れていると言える。点検及び評価が適切になされ、京丹後市全体

の活動の状況がきちんと整理されている。各学園、各学校園の自己評価も丁寧にできている。 

 

５ 総合評価 

 全体としては、適切な取り組み、そして点検評価がなされていると言えるが、不登校の問

題に対して、それをどのような問題として捉え、どのように取り組んでいくのか、点検評価

の中で、じっくりと検討していくべき課題であると思う。出現率でその実態は捉えられてい

るが、それはあくまで顕在化した現象である。どこに課題があるか、おそらく複雑な要因が

考えられることから、単純に原因を探索するのではなく、複眼的に、時間をかけて考えてい

くべき課題であるように思う。出現率の増加に歯止めがかからないことを重く受け止め、取

り組んでいただきたい。そしてそのことを点検評価において分析し、報告書に示していただ

きたい。そのことを課題として指摘しておきたい。 



　Ⅰ 教育委員会の活動状況 



Ⅰ 教育委員会の活動状況 

１．教育委員会の開催状況（平成３１年４月～令和２年３月）

　　教育委員会議は、毎月１回「定例会」を、また必要に応じて「臨時会」を開催し、令和元

　年度は合計２１回開催しました。

○令和元年度　教育委員会審議案件等一覧

年月日 会議名 議案番号 議　案　件　名

27 京丹後市社会教育指導員の解嘱について

28 京丹後市スポーツ推進審議会委員の解嘱及び委嘱について

29 京丹後市図書館協議会委員の解任について

30 京丹後市文化財保護審議会委員の解嘱及び委嘱について

31 ３on３バスケットボール交流体験会の開催に係る後援について

32
丹後から能楽師プロジェクト～イチから教わる仕舞・謡入門（初級編）～
の開催に係る後援について

33
「海をわたったコウノトリの大冒険　げんきくん物語」読書感想文コン
クールの開催に係る後援について

報告1号 京丹後市スクールガード・リーダーの委嘱について

報告2号 京丹後市立学校医・学校歯科医・学校薬剤師の委嘱について

報告3号 京丹後市立こども園・保育所内科医、歯科医及び薬剤師の委嘱について

34 京丹後市図書館協議会委員の任命について

35
一般社団法人京丹後青年会議所２０１９年度５月事業（アートＩＮ京丹
後）の開催に係る後援について

36 行政財産の用途廃止について

37 京丹後市スポーツ推進審議会委員の委嘱について

38 子育てサロン講演会（５月）の開催に係る後援について

39 子育てサロン講演会（７月）の開催に係る後援について

報告4号 京丹後市立学校評議員の委嘱について

報告5号 京丹後市社会教育委員の委嘱について

40 京丹後市図書館協議会委員の解任及び任命について

41 京丹後市立学校体育施設等の利用等に関する条例の一部改正について

42 京丹後市公民館条例の一部改正について

43 京丹後市いさなご工房条例の一部改正について

　　（１）　教育委員会定例会・・・　１２回

　　（２）　教育委員会臨時会・・・　　９回

H31.4.5 4月定例会

R1.5.7 5月定例会

R1.5.28 5月臨時会

1



年月日 会議名 議案番号 議　案　件　名

44 京丹後市マスターズビレッジ条例の一部改正について

45 京丹後市社会体育施設条例の一部改正について

46 京丹後市アグリセンター大宮条例の一部改正について

47 京丹後市峰山林業総合センター条例の一部改正について

48 京丹後市琴引浜鳴き砂文化館条例の一部改正について

49 京丹後市立資料館条例の一部改正について

50 京丹後市スポーツのまちづくり推進本部設置規程の一部改正について

報告6号 京丹後市スポーツ推進審議会委員の委嘱について

51 京丹後市史跡整備検討委員会委員の委嘱について

52
２０１９ワールドマスターズゲームズ２０２１関西プレ大会兼２０１９Ｊ
ＣＦスタンドアップパドルボード海外派遣選手選考会の開催に係る共催に
ついて

53 令和元年度京丹後市文化協会各地域文化祭の開催に係る共催について

54 地震火山こどもサマースクールの開催に係る共催について

報告7号 京丹後市教育支援委員会委員の委嘱について

報告8号 京丹後市学校給食献立作成委員会委員の委嘱について

55
京丹後市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部改正について

教育長職務代理者の指名について

56
京丹後市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業保育料徴収条例施行
規則の一部改正について

57 京丹後市立図書館条例施行規則の一部改正について

58
「事故のない・安全で楽しい登山をめざして」講演会の開催に係る後援に
ついて

59 第６２回京都府公民館大会の開催に係る後援について

報告9号 京丹後市小中一貫教育研究推進協議会委員の委嘱について

報告10号 京丹後市教育振興計画進捗管理について

60
京丹後市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例等の一部改正について

61 京丹後市公民館条例の一部改正について

報告11号 令和元年度峰山途中ヶ丘公園陸上競技場改修工事請負契約の締結について

62 音楽会「ありがとう♡つながりコンサート」の開催に係る後援について

報告12号 公益財団法人京都府丹後文化事業団の経営状況について

63
専決処分の承認について(令和元年度子育て講演会・人形劇おやこ劇場の
開催に係る後援について)

64
京丹後市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部改正について

8月定例会

7月臨時会

R1.5.28

R1.6.5 6月定例会

5月臨時会

R1.8.20 8月臨時会

R1.7.2

R1.7.24

R1.8.2

7月定例会
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年月日 会議名 議案番号 議　案　件　名

65
京丹後市子どものための保育給付を受ける資格等の基準を定める条例の一
部改正について

66 欠番

67 欠番

68
京丹後市子どものための保育給付を受ける資格等の基準を定める条例施行
規則の一部改正について

69 京丹後市私立保育所保育料徴収規則の一部改正について

70 京丹後市立幼保連携型認定こども園条例施行規則の一部改正について

71 欠番

72
京丹後市立保育所及び認定こども園延長保育事業実施要綱の一部改正につ
いて

73
京丹後市特定教育・保育における実費徴収に係る補足給付費支給要綱の一
部改正について

74 京丹後市私立幼稚園就園奨励費補助金交付要綱の廃止について

75
令和元年度京都府小学校教育研究会外国語教育研究大会の開催に係る後援
について

76 令和２年度使用京丹後市立小学校教科用図書の採択について

77 令和２年度使用京丹後市立中学校教科用図書の採択について

78 京丹後市公民館条例及び京丹後市立資料館条例の一部改正について

79
京丹後市子育てのための施設等利用給付の認定等及び施設等利用費の支給
に関する規則の制定について

80
京丹後市特定教育・保育施設、特定地域型保育事業者及び特定子ども・子
育て支援施設等の確認等に関する規則の制定について

81
京丹後市商工会青年部次世代育成事業「自然体験”竹で遊ぼう”～竹でご
はんをたけ（竹？）～」の開催に係る後援について

報告13号 市立学校の教育職員の勤務時間の上限に関する方針について

82 京丹後市子ども教室活動補助金交付要綱の一部改正について

83 京丹後市子育て支援センター事業実施要綱の一部改正について

84 京丹後市放課後子ども教室推進事業実施要綱の一部改正について

85
京丹後市立学校勤務府費負担教職員等ストレスチェック実施規程の一部改
正について

86
京丹後市特定教育・保育における実費徴収に係る補足給付費支給要綱の全
部改正について

87 第５４回全国学童保育研究集会in京都の開催に係る後援について

報告14号 京丹後市教育振興計画策定委員会委員の委嘱について

88 京丹後市教育振興計画の見直しについて

89 平成３０年度教育委員会活動の点検及び評価報告書について

90
手と手でつながる・広がる笑顔「みんなでつくる夢のステージ」の開催に
係る後援について

R1.11.14 11月臨時会 91 第２期京丹後市子ども・子育て支援事業計画の策定について

R1.9.3

R1.11.6 11月定例会

R1.10.2

8月臨時会

9月定例会

10月定例会

R1.8.20 8月臨時会

R1.8.27
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年月日 会議名 議案番号 議　案　件　名

R1.11.14 11月臨時会 92
京丹後市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業保育料徴収条例の一
部改正について

R1.12.2 12月定例会 93 京丹後市中学生海外派遣事業参加費補助金交付要綱の制定について

1 令和２年度全国学力・学習状況調査の実施について

報告1号 陳情に関わる事情説明の許可申請書

2 令和２年度「指導の重点」について

3
令和元年度京都府文化を未来に伝える次世代育み事業
和太鼓エンターテイメント『Tango"TAIKO Kids"』の開催に係る後援につ
いて

4 小林久美子＆松本晃コンサートの開催に係る後援について

5 教育委員会事務局職員の処分について

報告2号 教育委員会事務局職員の処分について

6 令和２年度教育委員会関係予算について

7 京丹後市放課後児童健全育成事業実施条例の一部改正について

8 令和２年度京丹後市立学校教職員の管理職人事異動内申について

9
京丹後市総合型地域スポーツクラブ活動補助金交付要綱の一部を改正する
告示の一部改正について

10 京丹後市社会教育関係団体補助金交付要綱の一部改正について

11 京丹後市児童合唱団補助金交付要綱の一部改正について

12 京丹後市小町ろまん短歌大会開催事業補助金交付要綱の一部改正について

13 京丹後市体育協会運営補助金交付要綱の一部改正について

14 京丹後市スポーツ少年団補助金交付要綱の一部改正について

15 京丹後市指定文化財の指定に係る諮問について

報告3号
財産の取得について《峰山途中ヶ丘公園陸上競技場競技備品購入（陸上競
技用機器・器具）》

16 令和２年度京丹後市立学校教職員の一般職人事異動内申について

17 京丹後市教育委員会事務委任規則の一部改正について

18 京丹後市社会教育指導員規則の一部改正について

19 京丹後市指導主事の任命等に関する規則の一部改正について

20 京丹後市教育委員会事務局組織規則の一部改正について

21 令和２年度京丹後市教育委員会事務局職員の人事異動について

22 京丹後市スポーツ推進委員の委嘱について

23 京丹後市社会教育委員の委嘱について

24 京丹後市子どもの読書活動推進計画第三次推進計画の策定について

R2.3.11 3月臨時会

R2.2.4 2月定例会

R2.3.2 3月定例会

R2.1.6

2月臨時会

2月臨時会

1月定例会

R2.3.23 3月臨時会

R2.2.13

R2.2.18
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年月日 会議名 議案番号 議　案　件　名

25 京丹後市学校運営協議会規則の制定について

26 京丹後市一時預かり事業実施要綱の一部改正について

27 京丹後市臨時休園等に伴う保育料等の特例に関する規則の制定について

R2.3.23 3月臨時会

5



２．教育委員会委員の主な活動

（1）管内視察実施状況　　５回（しんざん小学校、網野南小学校、旧三津・旧溝谷小学校、教育支援ｾﾝﾀｰ「麦わら」、

　　　　　　　　大宮第一小学校）

なっている事項等状況把握に努めました。

（2）管外視察実施状況　　１回

・茨木市教育委員会（学力向上の取組みと現状について）

・社会見学（京都国立博物館文化財保存修理所　㈱光影堂の修理所）

（3）教育委員協議会開催状況　　５回

京丹後市文化芸術振興条例の制定の経過について・公民館と地域コミュニティのあり方について

学校給食施設整備調査業務報告について

丹後地域公民館、丹後図書室の改修計画について

京丹後市教育振興計画の見直しについて

令和元年度全国学力・学習状況調査結果について

（4）総合教育会議　　１回

京丹後市教育振興計画の見直し及び京丹後市のいじめの現状について市長と協議・意見交換を行いました。

（5）各種研修会・視察の参加　　６回

　

月 件　　　　　　名

市内保育所入所・進級式

教育委員会４月定例会

第１回教育委員協議会

市内こども園入園・進級式

丹後小学校開校式

市内小学校入学式

市内中学校入学式

平成３０年度中学生海外派遣事業報告会

平成３１年度第１回丹後教科用図書採択地区協議会

第１回京丹後市立校（園）長・保育所長会議（紹介・あいさつ）

教育委員会５月定例会

第２回教育委員協議会

市内小学校運動会

丹後地方教育委員会連合会定期総会

教育委員会５月臨時会

第３回教育委員協議会

京丹後市チャレンジデー2019

京都府市町村教育委員会連合会定期総会・研修会
　　演題『新学習指導要領について』
　　講師 京都府教育庁　指導部長　山口隆範氏

教育委員会６月定例会

第１回管内視察研修

市内中学校合唱祭

京丹後市小学校陸上運動記録会

31.4.5 大宮庁舎

1.5.7 大宮庁舎

1.5.28 大宮庁舎

アグリセンター大宮

京都府宮津総合庁舎

　京都府教育委員会連合会等が主催する研修会等にも積極的に参加し、教育行政の諸課題について情報提

　 所管施設を訪問し、各施設の参観や職員と懇談の中で、教育委員会の施策が十分反映されているか、今課題と

京丹後市立丹後小学校

市内各小学校

市内各中学校

供を受けました。

31.4.9

場　　　所

市内各保育所

市内各認定こども園

1.6.5 しんざん小学校

市内各小学校

市内各中学校

峰山途中ヶ丘公園陸上競技場

4月

1.5.31

1.6.12

1.6.8

31.4.17

1.5.25ほか

1.5.20

1.5.29

月　日

31.4.5

31.4.8

31.4.8

31.4.9

31.4.16

31.4.17

31.4.5 大宮庁舎

5月

1.5.7 大宮庁舎

1.6.5 大宮庁舎

1.5.28 大宮庁舎

大宮庁舎

宮津市福祉・教育総合プラザ

市内全域

京都府総合教育センター

6月
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月 件　　　　　　名 場　　　所月　日

令和元年度京丹後市小中一貫教育授業研究会

丹後地方教育委員会連合会教育委員等研修会
　　演題『コミュニケーション能力の素地を養う英語活動の工夫』
　　　　～英語教育改革を見据えた教員の英語力・指導力の向上～
　　講師 京田辺市立田辺小学校　教諭　尾﨑　周平

教育委員会７月定例会

第２回管内視察研修

教育委員任命通知書交付式（野木　三司委員）

教育委員会７月臨時会

令和元年度第２回丹後教科用図書採択地区協議会

令和元年度第３回丹後教科用図書採択地区協議会

教育委員会８月定例会

第３回管内視察研修

第４回教育委員協議会

令和元年度第４回丹後教科用図書採択地区協議会

教育委員会８月臨時会

第５４回人権教育研究京丹後市大会
　　演題『つながることで　見えてきたもの』
　　講師 三重県松阪市立第二小学校　教諭　世古口　静香氏

教育委員会８月臨時会

第１５回京丹後市総合体育大会

教育委員会９月定例会

京丹後文化のまちづくり実行委員会
　　演題　感動すること・育つこと
　　講師　永野むつみさん

市内中学校体育祭

運動会（各保育所・こども園）

教育委員会１０月定例会

第４回管内視察研修

第５回教育委員協議会

第１回管外視察研修

近畿市町村教育委員会研修会
　　講演『新学習指導要領のめざすもの「資質・能力の育成」とは』
　　講師　教授　藤井 千春（早稲田大学教育・総合科学学術院教育学部）

京丹後市小学校駅伝競走大会

京丹後市青少年健全育成講演会
　　演題『本から伝える子どもたちの未来』
　　講師　小説家　瀬尾まいこ氏

京都府内市町（組合）教育委員会研修会
　　『これからの京都府の義務教育の在り方について』意見交換会

京丹後市市制１５周年記念式典

市内小学校学習発表会

教育委員会１１月定例会

第１回総合教育会議

教育委員会１１月臨時会

大阪府茨木市ほか

1.8.2 大宮庁舎

1.10.2 大宮庁舎

大宮南小学校

大宮庁舎

京都府宮津総合庁舎

1.10.11 滋賀県野洲市　野洲文化ホール

大宮庁舎

大宮庁舎

市内各小学校

ホテルルビノ京都堀川

1.11.3ほか

1.11.1

1.11.3

1.11.6 大宮庁舎

1.7.26

1.8.2

1.7.2 網野南小学校

1.8.2 旧三津・旧溝谷小学校

1.10.2 教育支援センター「麦わら」

アグリセンター大宮

1.11.14 大宮庁舎

大宮庁舎

市立保育所・こども園

大宮庁舎

市内各中学校

京都府宮津総合庁舎

大宮庁舎

アグリセンター大宮

1.10.19 丹後王国「食のみやこ」

京都府丹後文化会館

1.11.6

1.10.19

1.9.7

1.9.3

1.9.28ほか

大宮中学校グラウンドほか

1.8.21

1.8.27

1.8.6

1.8.20

1.9.1

京都府宮津総合庁舎

1.7.24

京丹後市役所

大宮庁舎

京都府丹後文化会館

大宮庁舎

京都府宮津総合庁舎

1.6.20

1.7.2

1.6.28

1.7.8

1.7.24

1.9.6

10月

11月

1.10.10

8月

9月

6月

7月

1.10.2
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月 件　　　　　　名 場　　　所月　日

令和元年度京丹後市教育フォーラム
　　テーマ『こども園・保育所・小中学校の連携による
　　　　　　小中一貫教育』

丹後地方教育委員会連合会視察研修
　　研修テーマ『コミュニケーション能力の素地を養う
　　　　　　　　英語活動の工夫』ほか

教育委員会１２月定例会

第５回管内視察研修

新年賀詞交換会

教育委員会１月定例会　

第３０回丹後町少年少女意見発表会

教育委員会２月定例会　

教育委員会２月臨時会　

教育委員会２月臨時会　

教育委員会３月定例会

新型コロナウイルス感染症対策に係る臨時休業（3/24まで）

教育委員会３月臨時会

京丹後市立中学校卒業式（規模縮小）

京丹後市成人式（延期）

京丹後市立小学校卒業式（規模縮小）

教育委員会３月臨時会

京丹後市立認定こども園卒園式（規模縮小）

京丹後市立保育所修了式（規模縮小）

2.3.23 市内各小学校

2.3.23 大宮庁舎

2.3.28 市立各保育所

大宮庁舎

大宮庁舎

大宮庁舎

市内各中学校

京都府丹後文化会館

市立各認定こども園

大宮庁舎

京丹後市立丹後小学校2.1.15

大宮庁舎

京丹後市立丹後小学校

2.2.4

1.11.26

1.12.2 大宮庁舎

1.12.2

2.3.2

2.3.11

2.2.13

2.2.18

2.1.4

2.1.6

峰山総合福祉センター

京田辺市立田辺小学校ほか

2.3.3 各小中学校

2.3.24

2.3.13

2.3.15

大宮庁舎

大宮第一小学校

3月

2月

1.11.20

1月

11月

12月
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Ⅱ 施策評価・進捗管理調書 
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＜様式２＞

１．施策の方向性

平成23年度～
平成27年度

# # # # # # # #

２．主な取組と構成事務事業一覧

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

③

1

2

3

4

5

保育業務委託事業 子ども未来課

528,526    

１．就学前教育の環境整備 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
H30決算額 R1決算額 R2予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

　民間保育所が行う事業に対して補助金を交付し、円滑な運営実施のための体制づくり等を推進
するとともに、保育所における新型コロナウイルス感染症の拡大防止を図る。

保育所保育事業等補助金 子ども未来課

32,805     21,861     29,042     現状維持

　 児童の健康管理や臨時職員の雇用を行うほか、給食調理業務、幼児送迎業務等を実施し、円
滑な保育所運営を行う。

保育所管理運営事業

522,635    533,438    現状維持　 保育ニーズに対応するため、民間保育所等に保育業務を委託することで、効率的に子育て支
援を推進する。

京丹後市保育所再編等推
進計画

将来にわたり子どもたちにとってより良い保育を保障するため、地
域の特性に配慮しながら、小規模保育所等の統廃合及び社会福
祉法人への運営委託等を具体的に進めるために策定

平成23年3月
第2次京丹後市保育所再編
等推進計画を策定（平成２９
年度～平成３３年度）

※各事業の成果・課題について
は、別紙決算附属資料参照

京丹後市教育振興計画

担当課 担当課長
子ども未来課 服部　智昭

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）

第2次京丹後市総合計画
市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想」と、
その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体系化
した「基本計画」

平成27年3月
平成27年度～
平成36年度

１．就学前教育の環境整備

①「京丹後市保育所再編等推進計画」に基づき、旧６町域すべてにおいて、保護者の就労状況等の家庭環
境に関わらず、就学前の教育・保育を総合的に提供できる環境整備を進めます。
②子育て家庭の子育ての不安に寄り添いサポートする体制の強化を図ります。
③職員自身の自主的な資質向上を促すため、保育所・幼稚園の全職員を対象とした研修の充実を図るととも
に、公開保育や職員の交流機会の充実を図ります。

２．保幼小の連携強化 ①保幼小の円滑な接続のためのカリキュラムを開発し、すべての保育所、幼稚園及び小学校で実施します。

「京丹後市保育所再編等推進計画」に基づき、旧６町域すべてにおいて、保護者の就労状況等の家庭環境に関わらず、就学前の教育・保育を総合
的に提供できる環境整備を進めます。

職員自身の自主的な資質向上を促すため、保育所・幼稚園の全職員を対象とした研修の充実を図るとともに、公開保育や職員の交流機会の充実を
図ります。

重点目標 1 就学前の子どもの教育・保育環境を充実します

基本的方針

　就学前の子どもの健やかな育ちを確保するため、保育ニーズに応じた保育環境の整備はもとより、保育士や教員の資質向上及び
専門性を高めるために研修機会を設けるとともに、幼稚園と保育所の連携を深め、教育・保育を総合的に提供できる環境づくりに取
り組みます。また、小学校への円滑な接続を目指し、保幼小の連携を強化します。
　地域や家庭で安心して子育てができるよう、地域の実情や保護者のニーズを的確に把握しサービス情報の周知徹底を図るととも
に、子育てや就学前教育についての情報交換や気軽に相談する場の確保に努めます。

 【参考】施策に関連するその他の計画
計画名称 計画概要 策定年月 計画期間 備考

② 子育て家庭の子育ての不安に寄り添いサポートする体制の強化を図ります。

京丹後市子ども・子育て支
援事業計画

市における子どもの健やかな育ちと保護者の子育てを社会全体
で支援する環境づくりを一層進めるため策定

平成27年3月
平成27年度～
平成３１年度

第2期京丹後市子ども・子育
て支援事業計画を策定（令和
２年度～令和６年度）

子ども未来課

211,907    139,778    162,573    縮小

子育て支援ｾﾝﾀｰ事業 子ども未来課

13,967     15,100     20,449     現状維持　 保育所入所前の子育て家庭のため、子育て相談や遊びの場の提供等の育児支援活動を通し
て、地域に密着した子育ての環境を整える。

子育て短期支援事業

       9,669 拡大

統合（整理）

保育支援事業 子ども未来課

3,123       2,812       

子ども未来課

　 地域の子育て支援の拠点として市内8か所に子育て支援センターを設置し、育児相談や子育
て情報の提供等、在宅で子育てをしている保護者とその子どもたちを支援する。

　 保護者の疾病等の理由により家庭での養育が一時的に困難となった児童や、病気の回復期に
ある児童を一時的に保育し、保護者の子育てと就労を支援する。

ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴＰＬＡＮ

ＰＬＡＮ
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↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

6

7

8

9

10

11

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

12

 事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

13

14

15

16

17

18

1

2

１．就学前教育の環境整備 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
H30決算額 R1決算額 R2予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

保育所整備事業【繰越】

病後児保育事業 子ども未来課

統合（整理）

　建物に基礎杭があることが判明し、杭の撤去に時間を要することから、平成30年度からの繰越
事業としていた旧田村保育所除却事業を実施する。

子ども未来課

- 32,832     -             

幼稚園ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ等設置事業

H30決算額 R1決算額 R2予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

終了・廃止

学校教育課

-             -             

終了・廃止

教育利用管理運営事業 子ども未来課

2,623       

　 幼稚園に介護職員及び預かり保育職員を配置することで、適正かつ円滑な幼稚園運営を行
う。

終了・廃止

-             現状維持

拡大

子ども未来課

子ども未来課

5,574       終了・廃止

２．保幼小の連携強化

R2予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

① 保幼小の円滑な接続のためのカリキュラムを開発し、すべての保育所、幼稚園及び小学校で実施します。

　 児童の健康管理や臨時職員の雇用により、円滑な認定こども園（2号・3号認定児）運営を行う。
また、私立認定こども園に対し施設給付を行う。

　 児童の健康管理や臨時職員の雇用により、円滑な認定こども園（1号認定児）運営を行う。ま
た、私立認定こども園に対し施設給付を行う。

保育利用管理運営事業

1,061       

　 病気の回復期にあり、集団保育が困難な児童を一時的に保育することにより、保護者の子育て
と就労の両立等を支援するとともに、児童の福祉の向上を図る。

　 幼稚園における円滑な教育活動を実施するため、専門医による検診や保健衛生管理を行い、
園児の健康保持と増進を図る。

統合（整理）　 保育所入所児童の健康管理、臨時職員の雇用、職員等の研修、児童の送迎バス運行、給食
調理業務等により保育所の円滑な運営を図る。

保育所一般経費 子ども未来課

計 1,432,231 1,430,219 

ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ事業 子ども未来課

67           56           

　すべての子どもが健康で幸せに暮らせるまちづくりの推進及び子ども・子育て支援事業計画、
保育所再編等推進計画、特定教育・保育施設の利用定員の設定等について審議する。

子ども未来まちづくり審議会事業 子ども未来課

1,584,724 

38           147          

小中一貫教育推進事業《再掲》

　「京丹後市の学校教育改革構想」に基づき、子どもたちの育ちと指導の一貫性を目指したより良
い教育の実現に向けて協議会及び専門部会で調査研究を行い、小中一貫教育を推進する。

上記の「主な取り組み」への位置付けが困難な事業 決算額 （単位：千円） 事務の改善

保育所施設管理事業 子ども未来課

8,951       6,492       17,899     拡大　適切な維持管理のもと、必要な点検・整備を実施し、施設を利用する児童、職員が安全かつ快
適に過ごすことができる環境を整える。

保育所整備事業 子ども未来課

143          現状維持

認定こども園施設管理事業 子ども未来課

　適切な維持管理のもと、必要な点検・整備を実施し、施設を利用する児童、職員が安全かつ快
適に過ごすことができる環境を整える。

　平成31年度開設予定の網野こども園への移行をスムーズに行うため、網野みなみ保育所の環
境整備工事を実施する。また、統廃合により空き施設となっている老朽化した旧保育所施設につ
いて2施設を解体する。

87,163     -             休止

7,877       41,864     7,435       現状維持

64           現状維持　子どもの預かり等の援助を受ける方、援助を行う方からなる会員同士の援助活動を調整し、概
ね生後2か月～小学校3年生までの子どもを持つ家庭の子育て支援を図る。

決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
H30決算額 R1決算額

園児等健康管理事業 子ども未来課

53           

484,751    587,361    724,566    

幼稚園施設管理事業 子ども未来課

幼稚園管理運営事業 子ども未来課

　 適正な幼稚園運営や教育環境の充実に取り組み、就学時前教育の充実を図る。

　 幼稚園施設の適切な維持管理により、良好な学習環境の確保を図る。

79,446     現状維持43,745     59,281     
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３．教育振興計画で掲げている主な目標指標

４．施策の進捗状況の評価と今後の課題［基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

５．今後の施策展開の考え方（令和2年～令和4年度までの主な取組）

　保育所の利用において、0～2歳の低年齢児の利用が増える傾向にあり、このニーズに応える
保育所の運営を続けるとともに、令和2年3月に策定した第2期京丹後市子ども・子育て支援事業
計画と整合性を図りつつ、今後も子育て支援の施策の充実を図る。

2
　「京丹後市小中一貫教育保幼小接続モデルプラン」を参考に、各学園で保幼小の情報共有や
教職員の交流と相互理解を深めるなど、小学校教育への円滑な接続を図るための取組みの充実
を図る。

病後児保育の実施事業所数 事業所 0 H25 1 R1

H25

×

進捗状況区分 評価

◎

○

○

▲

基本的方針

　就学前の子どもの健やかな育ちを確保するため、保育ニーズに応じた保育環境の整備はもとより、保育士や教員の資質向上及び専門性を高
めるために研修機会を設けるとともに、幼稚園と保育所の連携を深め、教育・保育を総合的に提供できる環境づくりに取り組みます。また、小学
校への円滑な接続を目指し、保幼小の連携を強化します。
　地域や家庭で安心して子育てができるよう、地域の実情や保護者のニーズを的確に把握しサービス情報の周知徹底を図るとともに、子育てや
就学前教育についての情報交換や気軽に相談する場の確保に努めます。

0 R1 0 R6

一時預かり実施事業所数 事業所 6 H25 10 R1 9

《幼稚園の数》
　第2次京丹後市保育所再編等推進計画を策定し、令和3年度（平成33年度）までの5か年を期間として、①保育所
の再編、②民営化の検討、③認定こども園への移行などを定めている。6町すべての町域において認定こども園に
移行することができた。

《病後児保育の実施事業所数》
　保護者の就労支援のため、子どもが病気の後であっても安心して預けられる環境が整えられている。課題として
は、特に子育て世代に、この制度の存在を伝える広報活動の推進がある。

《子育て支援センター数》
　市内8か所で開設しており、保健師、助産師など専門職が子育て相談に対応するとともに、子育て世代間の友達
づくり、情報共有など居場所を提供することができた。スペースの関係で児童の年齢に応じたクラス編成により、利
用の曜日を決めるという調整をせざるを得ない点が課題となっていることから、網野地域子育て支援センターを旧保
育所へ移転し、市内他地域からの受け入れも行っている。

《一時預かり実施事業所数》
　平成28年度から、大宮北保育所とこうりゅう保育所を公設民営に移行させたことに伴い、両施設とも一時預かりを
開始して、サービスの向上を図ることができている。

《保育所・幼稚園職員の全体研修数》
　計画どおり全体研修を実施することができた。職員の資質向上は、教育・保育を提供する上で課題でもあり、担任
会や園長・所長研修、園内研修など身近なところで研修の機会を設けて研鑽している状況である。
　

令和元年度成果と今後の課題

区分 No. 具　体　的　内　容

施策展開の考え方

1

R6

保育所・幼稚園職員の全体研修数 回 3 H25 3 R1 5 R6

主な目標指標

目標指標 単位
計画作成時 実績値（現状） 目標値

年度 年度 年度

1 R6

子育て支援センター数 か所 7 H25 8 R1 8 R6

幼稚園の数 園 4

ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ

ＡＣＴ
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17
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＜様式２＞

１．施策の方向性

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）
担当課 担当課長

学校教育課 小坂　貴寛

基本的方針

  小中一貫教育を柱とする学校教育改革の推進により子どもの成長に応じた指導の一貫性を確保する体制を充実することで「確かな
学力」を育み、あわせて、学校園、家庭及び地域が協働し、相互に連携しながら教育力の向上を図ります。
　一人ひとりの個性や能力、確かな学力を育むとともに、地域社会への理解と関心を高め、グローバル化等の社会の変化に対応する
など、将来への夢と希望を基盤として未来を切り拓くことのできる「生き抜く力」を育みます。

①小中一貫教育により校種間を円滑に接続し、就学前から中学校卒業までの１０年間の系統的な学習指導を
実現します。
②全国学力・学習状況調査の結果が、現在、全国・府平均を上回っている学力についても、診断結果をもとに
児童生徒の学力状況をきめ細かく把握するとともに、分析結果を活用した指導改善により、児童生徒一人ひと
りに応じたきめ細かな指導を継続的に行います。
③すべての教科や特別活動に「言語活動」や「コミュニケーション活動」の充実を位置付け、系統的・継続的な
指導を行います。
④「丹後学」において京丹後市の学習素材を活かした体験的な学習や問題解決的な学習を行うなど、児童生
徒が目的意識を持って主体的に取り組む学習を充実します。
⑤自ら学ぶ意欲や思考力、判断力、表現力等、習得した知識や技能を活用する力を育成するため、教育実践
モデル校等を指定し、その実践と成果をすべての学校園に普及します。
⑥家庭学習が定着するよう、学校と家庭が連携して児童生徒の主体的な学習習慣を育成します。
⑦学校支援ボランティアや大学のもつ専門性を活用したり、小中学校、高等学校が積極的に連携・交流したり
するなど、児童生徒の知的好奇心や学習意欲を育むための取り組みを充実します。

４．社会を生き抜く力の育成

①子どもたちが将来、社会的に自立し、社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現する
力を身に付けるため、就学前教育から義務教育修了時まで各学校段階を通じた体系的・系統的なキャリア教
育を推進します。
②「丹後学」において、郷土とそこに生きる人々を通した探究活動を充実し、自己の生き方・あり方について深く
考える力を育てるとともに、児童生徒の将来への夢や希望を育みます。
③児童生徒の学習に対する興味・関心や意欲を高めるため、情報通信ネットワークやコンピュータなどのICT
環境を整備します。
④小学校低学年から英語に親しむ活動を充実するなど、国際社会に生きる日本人としての基礎的な能力を系
統的に育成します。

重点目標 2 確かな学力・生き抜く力を育みます

１．小中一貫教育の推進

①「京丹後市の学校教育改革構想」に基づき、子どもたちの「確かな学力」と「社会を生き抜く力」を育む小中一
貫教育を着実に進めます。
②中学校区を単位とした共通の目指す子ども像を設定し、その実現に向けて系統的で一貫性のある学校園の
教育活動を進めます。
③小中一貫教育等について保護者や地域の理解を得るとともに連携を深めるため、教育フォーラムを開催す
るなど、学校教育改革に関する情報提供の機会を拡充します。
④学識経験者や市民、保護者及び学校園関係者等が、学校教育改革を適切に検証、評価し、取り組みの改
善を進めます。
⑤小中一貫教育等における目標の実現状況や教育活動の成果が明らかになるよう、学校評価を充実します。

２．学校園、家庭、地域の協働による
　　教育力の向上

①子どもの発達や学習の特性等に応じた保幼小中一貫の教育課程により、すべての学校園で就学前から中
学校修了までの系統的な指導を実施するとともに、小中学校の接続期の指導を充実します。
②教職員の授業実践力や生徒指導力を高める研修を充実します。
③加配教職員やスクールサポーターを効果的に配置し、児童生徒一人ひとりの学習状況に応じた指導体制を
整えます。
④京丹後市への理解を深め、郷土への愛着と誇り、地域生活への意欲を系統的に育む「丹後学」を、地域の
人々の協力と参画により、すべての小中学校で実施します。
⑤子どもたちの基本的な生活習慣や家庭学習習慣の確立等について、学校園と家庭が連携した取り組みを
充実します。
⑥中学校区を単位として学校園、家庭及び地域が育みたい子ども像や課題を共有し、連携・協力して進める
地域の教育環境づくりを推進します。
⑦市民が学校の教育活動を積極的に支援する学校支援ボランティアの取り組みを拡充します。
⑧放課後における学習や体験活動の充実に向け、学校、家庭及び地域が連携し、地域ぐるみの学習環境の
体制づくりを進めます。

３．確かな学力の育成

ＰＬＡＮ
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# # # # # # # #

２．主な取組と構成事務事業一覧

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

③

1

2

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

④

3

4

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

②

④

⑤

⑦

5 教科用図書採択事業

現状維持　「教育と学びのまち 京丹後」の実現に向け、「学校のニーズ」と「地域の人の持つ力」を結び付
け、学校・家庭及び地域が協力して子どもを育む環境の充実を図る。

主な取り組み
H30決算額 R1決算額 R2予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

３．確かな学力の育成 決算額 （単位：千円）

生涯学習課

全国学力・学習状況調査の結果が、現在、全国・府平均を上回っている学力についても、診断結果をもとに児童生徒の学力状況をきめ細かく把握すると
ともに、分析結果を活用した指導改善により、児童生徒一人ひとりに応じたきめ細かな指導を継続的に行います。

③ すべての教科や特別活動に「言語活動」や「コミュニケーション活動」の充実を位置付け、系統的・継続的な指導を行います。

「丹後学」において京丹後市の学習素材を活かした体験的な学習や問題解決的な学習を行うなど、児童生徒が目的意識を持って主体的に取り組む学習
を充実します。

自ら学ぶ意欲や思考力、判断力、表現力等、習得した知識や技能を活用する力を育成するため、教育実践モデル校等を指定し、その実践と成果をすべ
ての学校園に普及します。

⑥ 家庭学習が定着するよう、学校と家庭が連携して児童生徒の主体的な学習習慣を育成します。

学校支援ボランティアや大学のもつ専門性を活用したり、小中学校、高等学校が積極的に連携・交流したりするなど、児童生徒の知的好奇心や学習意欲
を育むための取り組みを充実します。

② 中学校区を単位とした共通の目指す子ども像を設定し、その実現に向けて系統的で一貫性のある学校園の教育活動を進めます。

第2次京丹後市総合計画
市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想」と、
その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体系化
した「基本計画」

 【参考】施策に関連するその他の計画
計画名称 計画概要 策定年月 計画期間 備考

事務の改善

授業実践力向上対策事業 学校教育課

統合（整理）　授業実践力開発講座、小中一貫検証講座及び教育実践力サポート講座を開設し、教員の資質
向上を図る。

　「京丹後市の学校教育改革構想」に基づき、子どもたちの育ちと指導の一貫性を目指したより良
い教育の実現に向けて協議会及び専門部会で調査研究を行い、小中一貫教育を推進する。

評価を踏まえた
今後の方向性

平成27年3月
平成27年度～
平成36年度

540          

① 「京丹後市の学校教育改革構想」に基づき、子どもたちの「確かな学力」と「社会を生き抜く力」を育む小中一貫教育を着実に進めます。

決算額 （単位：千円） 事務の改善

R1決算額 R2予算額

小中一貫教育等について保護者や地域の理解を得るとともに連携を深めるため、教育フォーラムを開催するなど、学校教育改革に関する情報提供の機
会を拡充します。

主な取り組み
H30決算額 R1決算額 R2予算額

※各事業の成果・課題について
は、別紙決算附属資料参照

252          現状維持

④ 学識経験者や市民、保護者及び学校園関係者等が、学校教育改革を適切に検証、評価し、取り組みの改善を進めます。

⑤ 小中一貫教育等における目標の実現状況や教育活動の成果が明らかになるよう、学校評価を充実します。

１．小中一貫教育の推進

平成24年11月

決算額 （単位：千円）

小中一貫教育推進事業 学校教育課

309          

２．学校園、家庭、地域の協働による教育力の向上

小中一貫教育実践事業 学校教育課

　「京丹後市の学校教育改革構想」に基づき、子どもたちの育ちと指導の一貫性を目指したより良
い教育の推進に向け、市内全域で小中一貫教育を実践する。

主な取り組み
H30決算額

子どもの発達や学習の特性等に応じた保幼小中一貫の教育課程により、すべての学校園で就学前から中学校修了までの系統的な指導を実施するととも
に、小中学校の接続期の指導を充実します。

② 教職員の授業実践力や生徒指導力を高める研修を充実します。

③ 加配教職員やスクールサポーターを効果的に配置し、児童生徒一人ひとりの学習状況に応じた指導体制を整えます。

⑤ 子どもたちの基本的な生活習慣や家庭学習習慣の確立等について、学校園と家庭が連携した取り組みを充実します。

⑥ 中学校区を単位として学校園、家庭及び地域が育みたい子ども像や課題を共有し、連携・協力して進める地域の教育環境づくりを推進します。

⑦ 市民が学校の教育活動を積極的に支援する学校支援ボランティアの取り組みを拡充します。

⑧ 放課後における学習や体験活動の充実に向け、学校、家庭及び地域が連携し、地域ぐるみの学習環境の体制作りを進めます。

学校支援地域本部事業《再掲》

計画期間の定
めなし

評価を踏まえた
今後の方向性

5,777       5,640       5,705       現状維持

① 小中一貫教育により校種間を円滑に接続し、就学前から中学校卒業までの１０年間の系統的な学習指導を実現します。

京丹後市への理解を深め、郷土への愛着と誇り、地域生活への意欲を系統的に育む「丹後学」を、地域の人々の協力と参画により、すべての小中学校で
実施します。

985          1,574       現状維持

-             -             -             

京丹後市学校教育改革構
想

中学校卒業時に期待される学力をすべての生徒が確実に身に付
けることができるようにしていくため、保育所・幼稚園、小学校、中
学校の１０年間を見据え、より系統的で一貫性のある教育を実践
するための構想を策定

事務の改善

学習支援体制整備事業 学校教育課

1,242       

　丹後教科用図書採択地区協議会において教科用図書の調査・研究を行い、市立小中学校で使
用する教科用図書の公正かつ適正な採択を行う。

25            

　「教育と学びのまち　京丹後」の実現に向け、放課後を活用した教育活動を実施することにより、
子どもたちの学びを支援する仕組みづくりを進める。

150          71            現状維持

学校教育課

ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴＰＬＡＮ
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↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

6

7

8

9

10

11

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

12

13

14

15

16

 事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

17

18

19

1

2

３．教育振興計画で掲げている主な目標指標

決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
H30決算額 R1決算額 R2予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

現状維持

奨学基金 教育総務課

10,607      

210,031    

奨学金事業 教育総務課

11,492      8,029       12,564      

762          

5,553       現状維持

現状維持

「丹後学」において、郷土とそこに生きる人々を通した探究活動を充実し、自己の生き方・あり方について深く考える力を育てるとともに、児童生徒の将来
への夢や希望を育みます。

③ 児童生徒の学習に対する興味・関心や意欲を高めるため、情報通信ネットワークやコンピュータなどのICT環境を整備します。

④ 小学校低学年から英語に親しむ活動を充実するなど、国際社会に生きる日本人としての基礎的な能力を系統的に育成します。

児童生徒国際交流事業 学校教育課

2,977       1,224       

　授業に必要な教材備品や学校図書を計画的に整備することで、生徒の主体的、意欲的な学習
活動を充実させ、学力の向上を図るとともに豊かな心を育む。

計 190,788    252,969    

谷口謙・未来応援基金 教育総務課

727          

　経済的理由により大学等への進学及び修学が困難な者に対し、奨学金を貸し付けることを目的と
した谷口謙・未来応援基金への積立金

21            208          

　授業に必要な教材備品や学校図書を計画的に整備することで、児童の主体的、意欲的な学習
活動を充実させ、学力の向上を図るとともに豊かな心を育む。

52,116      26,047      

25,853      

統合（整理）

外国語指導助手招致事業 教育総務課

26,626      27,212      

基本的方針

　小中一貫教育を柱とする学校教育改革の推進により子どもの成長に応じた指導の一貫性を確保する体制を充実することで「確かな学力」を育
み、あわせて、学校園、家庭及び地域が協働し、相互に連携しながら教育力の向上を図ります。
　一人ひとりの個性や能力、確かな学力を育むとともに、地域社会への理解と関心を高め、グローバル化等の社会の変化に対応するなど、将来へ
の夢と希望を基盤として未来を切り拓くことのできる「生き抜く力」を育みます。

４．社会を生き抜く力の育成

学校教育課

-             

　副読本や学習教材を有効に活用するとともに、地域の特性を取り入れた学習指導の実践や部活
動、体育大会等への参加を支援し、学力等の向上を図る。

中学校教育振興備品整備事業 学校教育課

　一般財団法人自治体国際化協会の「語学指導等を行う外国青年招致事業（JETプログラム）」を
活用して国際交流員を任用し、現代社会のグローバル化に対応する。

H30決算額

小学校教育振興事業 学校教育課

22,438      

現状維持

29,511      26,247      

　自治体国際化協会（JETプログラム）の斡旋を受け、6人の外国語指導助手（ALT）を招致・任用
し、小中学校で授業等の補助を行うことで、外国語教育及び国際理解教育の促進を図る。

小・中学校情報教育環境整備事業【再編交付金活用事業】《再掲》

7,953       7,741       8,538       

中学校教育振興事業 学校教育課

学校教育課

18,161      71,121      

決算額 （単位：千円）

37,416      現状維持

学校教育課

　小中学校の情報通信ネットワークの整備・維持管理を行うとともに、情報管理の徹底と学校情報
化を行う。また、ICTを活用した学習環境を推進する。

学校情報化推進事業

主な取り組み
H30決算額 R1決算額 R2予算額

３．確かな学力の育成

　要保護者、準要保護者及び特別支援学級に入級する児童の保護者等の経済的負担を軽減す
る。

現状維持

小学校就学援助事業

　副読本や学習教材を有効に活用するとともに、地域の特性を取り入れた学習指導を実践し、学
力等の向上を図る。

学校教育課

18,452      17,937      20,578      現状維持

小学校教育振興備品整備事業 学校教育課

11,347      10,850      10,085      現状維持

改善・効率化

上記の「主な取り組み」への位置付けが困難な事業 決算額 （単位：千円） 事務の改善

23            改善・効率化

　要保護者、準要保護者及び特別支援学級に入級する生徒の保護者等の経済的負担を軽減す
る。

子どもたちが将来、社会的に自立し、社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現する力を身に付けるため、就学前教育から義務教
育修了時まで各学校段階を通じた体系的・系統的なキャリア教育を推進します。

5,570       現状維持　国際交流事業を推進することにより、語学力の向上はもとより、国際感覚をもちグローバル社会で
活躍できる人材を育成する。

20,771      19,403      

中学校就学援助事業

17,443      現状維持

評価を踏まえた
今後の方向性

-             -             　平成26年度に整備した市内の全小中学校27校（小学校20校、中学校7校）の情報教室パソコン
等について、平成30年度分のリース料を支出する。

事務の改善

30,638      

改善・効率化　経済的に困窮している世帯で勉学意欲のある生徒や学生に対し、奨学金の給付及び貸付を行
い、就学を支援する。

　経済的理由により大学等への修学が困難な者に対し、奨学金を給付することを目的とした奨学基
金への積立金

R2予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

国際交流員招致事業 学校教育課

3,079       4,198       

R1決算額
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４．施策の進捗状況の評価と今後の課題［基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

５．今後の施策展開の考え方（令和2年～令和4年度までの主な取組）

2

3
　保幼小中一貫教育モデルカリキュラム及び保幼小接続モデルプラン等を活用した各学園での系
統的で一貫性のある指導を充実させるため、授業改善・授業研究を更に推進するとともに、全国学
力・学習状況調査の学園分析結果を活用し個に応じたきめ細かな指導の充実を図る。

　学園コーディネーター等の配置を継続するとともに、各学園に設置された学校・地域連携協議会
の学園運営協議会（コミュニティ・スクール）への移行を令和２年度に実施し、学校、家庭、地域が
連携した学習環境の体制作り、目指す子ども像に基づく学校・地域が連携した取組みを推進す
る。

施策展開の考え方

1
　28年度からの小中一貫教育の全市展開を踏まえ、学園単位によるPDCAサイクルの確立とその
検証・評価に基づく小中一貫教育推進基本計画等の適切な改訂を行う。また、各学園を会場とし
た市教育フォーラム等の啓発活動により、教職員・保護者・地域住民への成果の明確化を図る。

4
　総合的な学習の時間を活用した「丹後学モデルカリキュラム」の自校園化に向けた取組みと興
味・関心・意欲を高めるICT機器の整備推進を図るとともに、中学生の海外派遣や児童生徒の国際
交流等を推進することにより、国際社会を生きる日本人としての基礎的な能力の育成を図る。

区分 No. 具　体　的　内　容

50.6
「全国学力・学習

状況調査」生徒
質問紙（中３）

H25 62.3

小中学校
各教科の
全国平均
正答率

％

学校の授業時間以外の勉強時間が１時間以上の児童の割合＜小学生＞ ％

73.2
「全国学力・学習

状況調査」児童
質問紙（小６）

H25 77.6

単位

一貫性・系統性のある指導による確かな学力の定着

R1 90％以上 R6

８０％以上 R6

R1 ７０％以上 R6

R1

R1

R1

学校の授業時間以外の勉強時間が１時間以上の生徒の割合＜中学生＞

×

主な目標指標

6学園

小学校算数
を除く全教科
全国平均以
上

目標指標

進捗状況区分 評価 令和元年度成果と今後の課題

◎

○

《学校園関係者による中学校区（学園）ごとの検証・評価・取り組みの改善のサイクルの確立（実施中学校
区）》
　 各学校の関係者評価は、小中一貫教育の諸計画及び各学園の重点等を基盤に作成している。また、各学
園の学校関係者評価の必須項目に「小中一貫教育の推進」を設定することで、学園の取組み等の検証・評価
を各校園単位でＰＤＣＡサイクルにより進めることができた。令和２年度よりいよいよ学校運営協議会をす
べての学園に設置し、学校の関係者評価とともに、学園全体の方針の承認や評価・検証を確実に進めていく
ことを目指していく。

《学校の授業時間以外の勉強時間が１時間以上の児童生徒の割合》
　 学校の授業時間以外の勉強時間が1時間以上の児童生徒の割合は、前年度と比べて小学生では2.0％減少した
が中学生は4.5％増加した。各学園で「家庭学習の手引き」を作成・配布するなど、学習習慣の定着に向けた取組や
指導の効果は表れてきているものの、小中学生とも目標値にはあと一歩届いていない状況である。引き続き、家庭学
習の充実に向けた家庭との連携を日常的に進め、家庭学習習慣の定着をより図っていく必要がある。

《一貫性・系統性のある指導による確かな学力の定着》
 　全国学力・学習状況調査結果は、小学校において一部の教科で全国平均を下回ったものの、おおむね全国平均
以上の学力を付けている。各校園が学力調査の結果を分析し、授業改善や個に応じた支援を丁寧に行っていること
や、一貫性のある系統的な指導が確実に進んでいる成果ととらえている。引き続き、児童生徒の学力向上を図るた
め、各校園の授業改善や授業研究等を推進していく必要がある。

《将来の夢や目標を持っている生徒の割合》
　 将来の夢や目標を持っていると回答した生徒の割合は、ほぼ前年度同様で、おおむね全国平均と同じ状況となっ
ている。引き続き、キャリア教育の視点も入った「丹後学」のモデルカリキュラムを積極的に活用するとともに、生徒の
自己肯定感を高める取組や小中一貫教育によるキャリア教育のより一層の推進・充実を図っていく必要がある。

○

▲

将来の夢や目標を持っている生徒の割合＜中学生＞ ％

70.0
「全国学力・学習

状況調査」生徒
質問紙（中３）

H25 71.9

市平均の全教科
全国平均以上

R6

目標値

年度 年度 年度

6　（全中学校区
で実施）

R6

計画作成時 実績値（現状）

％

学校園関係者による中学校区（学園）ごとの検証・評価・取り組みの改善
のサイクルの確立（実施中学校区）

中学校区 0 H25

ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ

ＡＣＴ
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＜様式２＞

１．施策の方向性

平成22年度～
平成26年度

平成23年度～
令和2年度

# # # # # # # #

２．主な取組と構成事務事業一覧

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

③

1

2

 【参考】施策に関連するその他の計画

生涯学習課

３．個に応じた支援体制の充実

①発達障害等を含む障害のある子ども一人ひとりのニーズに対応したきめ細かな支援を行うため、学校園と
保護者、行政、医療及び関係機関等が広く連携し、乳幼児期から青年期までを見通した特別支援教育を進
めます。
②外国語を母語とするなど日本語の習得が十分ではない児童生徒に対し、スクールサポーターを配置する
など個別に日本語支援を行う体制を整備します。

４．ボランティアによる学習支援の推進
①市民のボランティア意識を高め、自らの知識や学習で培った技術などを学校で、児童に紹介する機会づく
りを進めます。
②市民ボランティアが、地域の中で、子どもたちの活動を支える環境づくりを進めます。

基本的方針

  災害や事件・事故等に備えた安全確保のため、学校施設の老朽化対策や耐震化等を計画的に進めるとともに、児童生徒が自らの
安全をまもるための能力を身に付けさせる安全教育や、また、ボランティアの協力を得る等、地域が一体となって支える教育環境づく
りを進めます。
　また、年齢や性別、国籍、障害の有無等に関わらず、すべての子どもの健やかな育ちを保障する教育環境を整備します。

１．子どもの安全・安心の確保

①児童生徒を事件や事故から守るため、スクールガード・リーダーによる巡回指導や子ども安心パトロール車
の運行等、保護者や地域ボランティアの協力を得ながら、学校内外における安全確保に努めます。
②学校再配置による校区の拡充に伴い、遠距離通学用スクールバスの安全な運行管理及び車両管理を実
施します。
③児童生徒自身の危機対応能力を育むため、各学校の危機管理マニュアルに基づく防災教育や安全教育
を計画的・継続的に実施します。

２．学校施設環境等の整備充実
①学校再配置に伴う拠点校の施設整備を進めます。
②学校施設耐震化計画に基づき、学校施設の耐震化及び非構造部材の耐震対策を計画的に進めます。
③学校施設機能の維持・改善のため、老朽化が著しい学校施設の改修・修繕等を計画的に進めます。

3 子どもを健やかに育む教育環境を充実します

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）
担当課 担当課長

教育総務課 溝口　容子

※各事業の成果・課題について
は、別紙決算附属資料参照

引野　雅文

重点目標

計画名称

　学校保健安全法に基づき、各学校に学校医、学校歯科医、学校薬剤師を置き、児童生徒の健
康の保持増進及び教育現場の環境衛生の維持向上を図る。

計画概要 策定年月 計画期間 備考

第2次京丹後市総合計画
市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想」と、
その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体系化
した「基本計画」

平成27年3月
平成27年度～
令和6年度

京丹後市学校施設耐震化
計画

耐震化に対する国の動向や財政措置の状況を的確にとらえつ
つ、本市における学校施設の耐震化を可能な限り早く、計画的に
進めていくことを目的に、本計画を定めるもの

平成22年11月

R2予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

京丹後市学校再配置基本
計画

急速に少子化が進むなか、本市の次代を担っていく子どもたち
に、より良い教育環境や教育条件を整えるため、学校力を高める
ための学校規模などを考えた学校再配置の取組みを進めていく
ために策定

平成22年12月
前期（H23～27年度）と後期
（H28～R2年度）に区分し、段
階的に再配置を進める

主な取り組み
H30決算額 R1決算額

１．子どもの安全・安心の確保 決算額 （単位：千円） 事務の改善

児童生徒を事件や事故から守るため、スクールガード・リーダーによる巡回指導や子ども安心パトロール車の運行等、保護者や地域ボランティアの協
力を得ながら、学校内外における安全確保に努めます。

学校再配置による校区の拡充に伴い、遠距離通学用スクールバスの安全な運行管理及び車両管理を実施します。

20,073     19,968     現状維持

学務経費 学校教育課

5,336       4,963       5,553       現状維持　学齢簿の管理、就学時健診、小中学校の枠を超えた取組及び特別支援学級の交流活動の実
施など、教育活動の充実のための環境づくりに取り組む。

学校医委嘱事業 学校教育課

21,368     

児童生徒自身の危機対応能力を育むため、各学校の危機管理マニュアルに基づく防災教育や安全教育を計画的・継続的に実施します。

学校教育課 小坂　貴寛

ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴＰＬＡＮ

ＰＬＡＮ
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↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

3

4

5

6

7

8

9

10

11

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

１．子どもの安全・安心の確保 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
H30決算額 R1決算額 R2予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

中学校施設改修事業【繰越】 教育総務課

　学校施設における改修工事等を行い、生徒が安全に安心して学校生活を送ることができる教育
環境を整備する。

- 8,555       -             

２．学校施設環境等の整備充実 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
H30決算額 R1決算額 R2予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

小学校ｽｸｰﾙﾊﾞｽ購入事業 学校教育課

16,268     - -

現状維持

休止

中学校施設改修事業

統合（整理）

小学校再配置施設整備事業【繰越】 教育総務課

- - -             　学校再配置に伴い拠点校となる学校施設の改修を行い、児童が安全に安心して学校生活を送
ることができる教育環境を整備する。

現状維持
　学校施設の適切な維持管理により、良好な学習環境の確保を図る。

教育総務課

27,852     

18,043     現状維持

小・中学校情報教育環境整備事業【再編交付金活用事業】

9,724       26,884     

4,130       -             

学校教育課

86,389     - -

教育総務課

学校安全対策事業 学校教育課

6,013       5,075       6,662       

28,372     27,461     

教育総務課

- -

44,580     - -             

小学校施設管理事業

小学校再配置施設整備事業

-             

-

　学校再配置計画に基づく平成30年4月の丹波小学校と新山小学校の再配置に伴い、児童数が
増加する新山小学校校舎の増改築工事を行う。(29年度実施）

現状維持　保護者や地域の協力を得ながら安全で安心できる学校づくりを推進し、児童生徒を事件や事故
から守る。

児童教職員健康管理事業 学校教育課

8,609       7,012       8,938       現状維持　児童及び教職員の健康管理を行うとともに、設備の安全対策を講じることにより、児童及び教職
員の健康の保持増進と小学校の教育活動における安全・安心な環境を整える。

　生徒及び教職員の健康管理を行うとともに、設備の安全対策を講じることにより、生徒及び教職
員の健康の保持増進と中学校の教育活動における安全・安心な環境を整える。

96,312     93,997     現状維持
　小学校に通学する遠距離及び特に必要と認めた児童の安全な通学手段を確保する。

生徒教職員健康管理事業 学校教育課

5,263       5,175       6,042       

　小学校に通学する遠距離及び特に必要と認めた児童の安全な通学手段を確保する。

小学校ｽｸｰﾙﾊﾞｽ運行管理事業 学校教育課

　平成26年度に整備した市内の全小中学校27校（小学校20校、中学校7校）の情報教室パソコン
等について、平成30年度分のリース料を支払うもの。

- - 19,169     改善・効率化
　スクールバスで通学する生徒の安全を確保するため、老朽化した車両の更新を行う。

中学校通学支援事業

学校教育課

3,348       856          -             

学校教育課

302          199          207          現状維持　自転車通学をする生徒を対象に、通学の状況に応じてヘルメット購入補助金を支給し、通学の
安全確保と保護者の負担軽減を図る。

① 学校再配置に伴う拠点校の施設整備を進めます。
② 学校施設耐震化計画に基づき、学校施設の耐震化及び非構造部材の耐震対策を計画的に進めます。
③ 学校施設機能の維持・改善のため、老朽化が著しい学校施設の改修・修繕等を計画的に進めます。

小・中学校情報教育環境整備事業（基金事業）【再編交付金活用事業】 学校教育課

終了・廃止

学校再配置推進事業

縮小　京丹後市学校再配置基本計画に基づく「学校づくり準備協議会」を設置し、学校再配置による
新しい学校づくりに向けた取組を推進する。

小学校通学支援事業 学校教育課

292          270          270          現状維持　遠距離通学をする児童を対象に、通学の状況に応じて遠距離通学補助金を支給し、通学の安
全確保と保護者の負担軽減を図る。

中学校ｽｸｰﾙﾊﾞｽ運行管理事業 学校教育課

75,815     71,569     72,714     現状維持
　中学校に通学する遠距離及び特に必要と認めた生徒の安全な通学手段を確保する。

中学校ｽｸｰﾙﾊﾞｽ購入事業 学校教育課

94,857     

小学校施設改修事業【繰越】 教育総務課

　学校施設における改修工事等を行い、児童が安全に安心して学校生活を送ることができる教育
環境を整備する。

終了・廃止　児童生徒の情報教育環境を充実させ一層の教育振興を図るため、全小中学校にICT機器（電
子黒板、指導用タブレット等）を整備する。

小学校施設改修事業 教育総務課

181,402    179,624    105,200    現状維持　老朽化している学校施設が多い中、小学校施設における改修工事等を行い、児童が安全に、
安心して学校生活を送ることができる教育環境を整備する。

　老朽化している学校施設が多い中、中学校施設における改修工事等を行い、生徒が安全に、
安心して学校生活を送ることができる教育環境を整備する。

33



22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

② 

33

34

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

35

 事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

36

37

38

59,613     

　栄養バランスの取れた給食を提供し、児童の心身の健全な発達に寄与する。

小学校給食管理運営事業 学校教育課

　学校事務職員の複数配置を要する中学校に事務職員を配置し学校事務をサポートすることに
より、円滑な教育活動の実施と適正な学校運営を行う。

学校教育課中学校事務補助経費

　栄養バランスの取れた給食を提供し、生徒の心身の健全な発達に寄与する。

中学校給食管理運営事業

9,953       10,330     10,232     

学校給食一般経費 学校教育課

1,155       1,139       988          現状維持　学校給食における衛生管理の徹底を図るとともに、献立研究会の活発な活動を促し、衛生管理
や栄養面での充実を図る。

中学校管理運営事業 学校教育課

小学校ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ等設置事業《再掲》

子ども未来課

8,090       2,990       977          

教育委員会一般経費 教育総務課

3,897       3,984       4,022       

中学校ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ等設置事業《再掲》 学校教育課

　学校施設の適切な維持管理により、良好な学習環境の確保を図る。
現状維持

学校教育課

1,251       932          -             縮小　学校事務職員の複数配置を要する小学校に事務職員を配置し、学校事務をサポートすること
により、円滑な教育活動の実施と適正な学校運営を行う。

小学校管理運営事業 学校教育課

中学校施設管理事業 教育総務課

141,719    136,900    141,297    現状維持

-             -             現状維持 スクールサポーターを配置し、児童一人ひとりの課題・特性を的確に把握し、よりきめ細やかな指
導に努めるとともに、円滑な授業を実施する。

学校教育課

-             

-             -             -             現状維持

発達障害等を含む障害のある子ども一人ひとりのニーズに対応したきめ細かな支援を行うため、学校園と保護者、行政、医療及び関係機関等が広く連
携し、乳幼児期から青年期までを見通した特別支援教育を進めます。

外国語を母語とするなど日本語の習得が十分ではない児童生徒に対し、スクールサポーターを配置するなど個別に日本語支援を行う体制を整備しま
す。

H30決算額 R1決算額 R2予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

市民のボランティア意識を高め、自らの知識や学習で培った技術などを学校で、児童に紹介する機会づくりを進めます。

市民ボランティアが、地域の中で、子どもたちの活動を支える環境づくりを進めます。

網野給食ｾﾝﾀｰ管理運営事業 学校教育課

36,989     34,755     38,714     現状維持

　適正な学校運営や教育環境の充実に取り組み、小学校における円滑な教育活動を実施する。

小学校事務補助経費

 スクールサポーターを配置し、生徒一人ひとりの課題・特性を的確に把握し、よりきめ細やかな指
導に努めるとともに、円滑な授業を実施する。

　低所得世帯を対象に日用品、文房具等の購入に要する費用、食事に要する費用、行事への参
加に要する費用等の実費徴収額について、費用の一部を助成する。

児童福祉総務一般経費

日用品費等援助事業 子ども未来課

47 26 45           

　児童福祉業務を円滑に遂行するために必要な一般経費
改善・効率化

現状維持

現状維持
　「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、教育委員会を運営する。

主な取り組み
H30決算額 R1決算額 R2予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

３．個に応じた支援体制の充実

公立学校施設災害復旧事業 教育総務課

788          211          -             縮小
　令和元年10月台風19号の暴風により被災した学校施設の復旧を図る。

決算額 （単位：千円） 事務の改善

H30決算額 R1決算額 R2予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

４．ボランティアによる学習支援の推進 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み

上記の「主な取り組み」への位置付けが困難な事業 決算額 （単位：千円） 事務の改善

生涯学習課

4,325       3,837       3,543       現状維持　「教育と学びのまち 京丹後」の実現に向け、「学校のニーズ」と「地域の人の持つ力」を結び付
け、学校・家庭及び地域が協力して子どもを育む環境の充実を図る。

地域学校協働本部事業

4,831       3,382       -             縮小

59,585     62,390     現状維持

131,013    

39,231     

-

132,384    159,919    現状維持

1,498       -

40,302     46,877     現状維持

　小学校4校（網野北・網野南・島津・橘）、網野中学校に栄養バランスの取れた給食を提供し、児
童生徒の心身の健全な発達に寄与する。

網野給食ｾﾝﾀｰ施設改修事業 教育総務課

学校教育課

　適正な学校運営や教育環境の充実に取り組み、中学校における円滑な教育活動を実施する。

　安全・安心な給食を提供できるよう、網野学校給食センターの改修工事等を行い、適切な施設
管理を行う。

休止
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 事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

39

40

41

1

2

３．教育振興計画で掲げている主な目標指標

４．施策の進捗状況の評価と今後の課題［基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

５．今後の施策展開の考え方（令和2年～令和4年度までの主な取組）

H30決算額 R1決算額 R2予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

学校教育施設整備基金 教育総務課

-             -             1,583       拡大　旧大宮第三小学校及び旧三津小学校の建物貸付料をもとに、学校教育施設の整備等を進め
るため、学校教育施設整備基金に積み立てるもの。

現状維持6,556       
　教育委員会事務局の円滑な運営を行う。

決算額 （単位：千円） 事務の改善

○

▲

学校支援ボランティア登録者数

基本的方針
　災害や事件・事故等に備えた安全確保のため、学校施設の老朽化対策や耐震化等を計画的に進めるとともに、児童生徒が自らの安全をまも
るための能力を身に付けさせる安全教育や、また、ボランティアの協力を得る等、地域が一体となって支える教育環境づくりを進めます。
　また、年齢や性別、国籍、障害の有無等に関わらず、すべての子どもの健やかな育ちを保障する教育環境を整備します。

主な目標指標

目標指標 単位

市立小学校の耐震化

◎

◎

計画作成時 実績値（現状） 目標値

年度

区分 No. 具　体　的　内　容

施策展開の考え方

1
　児童生徒を事件や事故から守るため、スクールガード・リーダーによる巡回指導及び子ども安心
パトロール車の運行を継続して実施するとともに、除雪活動や子どもたちを見守る地域ボランティ
ア等の拡充を図る。

2
　老朽化が進む学校施設を適切に維持管理を行うとともに教育環境の改善を図るため、計画的
にトイレの洋式化事業を進める。また学校施設の長寿命化計画を定め、中長期的な視点で改修
等を行う。

3
　特別な支援が必要な子どものニーズに対応するため、学校園へのスクールサポーター（介護支
援員）を継続配置するとともに、学校園及び保護者、関係機関が連携し、特別支援教育体制整
備の推進を図る。

4
 ボランティア人材の発掘・育成・確保に重点を置きながら、より効果的、効率的なコーディネー
ターの配置等、多様化する学校ニーズに対応できる推進体制整備を図る。

年度

873,453    

事務局一般経費 教育総務課

計 1,061,178 883,357    

学校跡施設管理事業 教育総務課

6,627       4,752       3,245       改善・効率化
　学校再配置により閉校となった学校施設の維持管理を行う。

13,343     7,010       

評価 令和元年度成果と今後の課題

％ 88.5 H25 100 R1 100 R6

500 R6

R6

R6

年度

×

《市立小学校の耐震化》
 　学校施設耐震化計画による小学校の耐震化は平成27年度をもって完了した。

《市立中学校の耐震化》
　 学校施設耐震化計画による中学校の耐震化は平成26年度をもって完了した。

《非構造部材の耐震対策》
 　国が指導する大規模空間（体育館やランチルームなど200㎡以上の空間を有する箇所等）の非構造部材耐震対
策は、平成28年度をもって完了した。

《学校支援ボランティア登録者数》
　 ボランティア登録者数は名簿の整理を行ったことから減少した。高齢化が進んでいるため、学校のニーズに応じ
たボランティアの確保が課題である。

人 427 H25 557 R1

100

非構造部材の耐震対策 ％ 0（調査中） H26 100 R1 100

市立中学校の耐震化 ％ 93.5 H25 100 R1

進捗状況区分

ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ
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＜様式２＞

１．施策の方向性

子ども未来課 服部　智昭

重点目標 4 豊かな人間性・社会性を育みます

第2次京丹後市総合計画
市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想」と、
その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体系化
した「基本計画」

計画期間 備考

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）
担当課 担当課長

学校教育課 小坂　貴寛
生涯学習課 引野　雅文

基本的方針
　学校園、家庭、地域及び行政の協働により、子どもたちが周囲からの愛情や信頼、期待などに「包み込まれているという感覚」を育
むとともに、人や社会との絆、思いやりを大切にする豊かな人間性・社会性を育みます。
　また、不登校等の課題がある児童生徒一人ひとりに応じたきめ細かな指導を行います。

１．人を思いやり、尊重する社会性の
　　育成

①小中一貫教育による学校園や校種を超えた交流授業や合同行事など、多様な集団での活動を充実し、子
どもたちの自尊感情を高めるとともに、豊かな人間関係や社会性を育みます。
②生命を大切にする心や他人を尊重する心などを育むとともに、すべての教育活動において、就学前から中
学校までの系統性・一貫性のある道徳教育や人権教育を推進します。
③地域の人々との幅広い交流の機会を拡充することで、ルールやマナー、社会常識、社会性を育みます。
④各中学校区において、学校園、家庭及び地域が子どもたちの生活実態や課題を共有し、規範意識や社会
性を高める取り組みを協働して進めます。
⑤情報機器の適切な使用やＳＮＳに代表される情報通信ネットワークのルール・モラル等について、児童生
徒の実態に応じて具体的に指導するとともに、専門家や学校支援ボランティア等と連携し、系統的かつ一貫
性のある指導体制を整備します。

３．家庭・地域の教育力の向上

①各中学校区の学校園、家庭及び地域が、育みたい子ども像や児童生徒の実態及び課題を共有し、緊密
に連携して指導を行うしくみづくりを進めます。
②家庭は自己肯定感や豊かな心、他者に対する思いやりや命を大切にする気持ちなどを養う最も重要な役
割を担うため、就学前から青年期までの子どもの成長段階に応じた家庭教育支援を進めます。
③子どもの豊かな人間性・社会性を育むとともに、孤立しがちな親や子育てに悩みを抱えている親への支援
等のため、すべての町域における家庭教育支援チームの活動を進めるとともに、関係団体の活動を支援しま
す。
④子どもたちが身近な地域で体験や交流ができる活動を充実します。
⑤地域における子どもたちの活動拠点を確保し、地域ボランティアの協力を得て様々な体験活動、地域住民
との交流活動を行う地域子ども教室の拡充を進めます。
⑥青少年の健全育成と安全・安心な地域づくりのため、青少年健全育成会をはじめ、関係団体と連携した効
果的な活動を進めます。

２．生徒指導体制、教育相談体制の
　　充実

①子どもたちが集団生活を通して課題を解決する意欲と実践力を身に付けることができるよう、一人ひとりの
生活実態の把握や内面理解の充実を図ります。
②学校園の状況に応じてスクールサポーターを配置するなど、子ども一人ひとりの課題やニーズに対応する
きめ細かな支援体制を整備します。
③いじめの防止等に関する基本的な方針を基に、組織体制の整備を行うとともに、関係機関と連携し対策の
総合的な実施を一層推進します。
④不登校等の児童生徒の多様な実態と課題に対応し、学校復帰を目指すため、教育支援センター「麦わら」
の相談支援機能を高めます。

平成27年3月
平成27年度～
令和6年度

京丹後市いじめ防止等基
本方針

国、府、学校、地域社会、家庭及びその他の関係者が連携のも
と、社会総がかりでいじめの問題の克服に向けて取り組むととも
に、いじめ防止対策推進法第１２条の規定に基づき、いじめの防
止、いじめの早期発見及びいじめへの対処のための対策を総合
的かつ効果的に推進するために策定

平成26年6月
計画期間の定
めなし

策定から３年経過を目途に見
直し（平成30年度見直し）

４．芸術文化を通じた豊かな感性、情
　　緒の育成

①子どもが生涯にわたって芸術や自然を愛する心や豊かな感性を育むための体験活動や、学校支援ボラン
ティア等の専門的な知見や技能を活用するなど、我が国や京丹後市の伝統文化や自然環境、文化・芸術等
に親しみ、学ぶ機会を充実します。
②学校園や家庭での読書活動により子どもの豊かな情緒を育むため、関係機関・団体等との連携・協力関係
をさらに強化し、学校園、家庭及び地域が一体となった取り組みを進めるとともに、学校図書館の機能強化を
図ります。

 【参考】施策に関連するその他の計画
計画名称 計画概要 策定年月

ＰＬＡＮ
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# # # # # # # #

２．主な取組と構成事務事業一覧

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

③

④

⑤

1

2

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

3

4

5

6

7

8

9

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

②

③

⑤

計画名称 計画概要 策定年月 計画期間

小中一貫教育による学校園や校種を超えた交流授業や合同行事など、多様な集団での活動を充実し、子どもたちの自尊感情を高めるとともに、豊かな
人間関係や社会性を育みます。

生命を大切にする心や他人を尊重する心などを育むとともに、すべての教育活動において、就学前から中学校までの系統性・一貫性のある道徳教育
や人権教育を推進します。

地域の人々との幅広い交流の機会を拡充することで、ルールやマナー、社会常識、社会性を育みます。

各中学校区において、学校園、家庭及び地域が子どもたちの生活実態や課題を共有し、規範意識や社会性を高める取り組みを協働して進めます。

情報機器の適切な使用やＳＮＳに代表される情報通信ネットワークのルール・モラル等について、児童生徒の実態に応じて具体的に指導するとともに、
専門家や学校支援ボランティア等と連携し、系統的かつ一貫性のある指導体制を整備します。

子どもたちが集団生活を通して課題を解決する意欲と実践力を身に付けることができるよう、一人ひとりの生活実態の把握や、内面理解の充実を図り
ます。

② 学校園の状況に応じてスクールサポーターを配置するなど、子ども一人ひとりの課題やニーズに対応するきめ細かな支援体制を整備します。

③ いじめの防止等に関する基本的な方針を基に、組織体制の整備を行うとともに、関係機関と連携し対策の総合的な実施を一層推進します。

④ 不登校等の児童生徒の多様な実態と課題に対応し、学校復帰を目指すため、教育支援センター「麦わら」の相談支援機能を高めます。

評価を踏まえた
今後の方向性

227          285          384          現状維持

現状維持32,243     

R2予算額

1,667       1,777       

199          189          

いじめ防止対策等運営事業 学校教育課

評価を踏まえた
今後の方向性

※各事業の成果・課題について
は、別紙決算附属資料参照

1．人を思いやり、尊重する社会性の育成 決算額 （単位：千円） 事務の改善

京丹後市学校教育改革構
想

中学校卒業時に期待される学力をすべての生徒が確実に身に
付けることができるようにしていくため、保育所・幼稚園、小学校、
中学校の１０年間を見据え、より系統的で一貫性のある教育を実
践するための構想を策定

平成24年11月
計画期間の定
めなし

主な取り組み
H30決算額 R1決算額

現状維持　地域社会における仕事や文化の体験活動、総合的な学習活動等を実践し、豊かな人間性の育
成を図る。

中学校教育推進活動実践事業 学校教育課

1,082       1,230       1,357       現状維持　国府等の研究指定校を受けて教育活動に取り組むとともに、体験活動や総合的な学習活動の
充実、特色ある教育等を実践し、基礎学力の向上や豊かな人間性の育成を図る。

小学校教育推進活動実践事業 学校教育課

2,063       

２．生徒指導体制、教育相談体制の充実 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
H30決算額 R1決算額 R2予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

指導主事設置事業

教育支援ｾﾝﾀｰ管理運営事業

いじめ防止啓発推進事業

　いじめ問題対策連絡会議及びいじめ防止対策等専門委員会を設置し、関係機関が一体となっ
て、いじめの防止等のための対策を総合的かつ効果的に推進する。

就学支援･教育相談事業

小学校ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ等設置事業

主な取り組み

中学校ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ等設置事業

　スクールサポーターを配置し、生徒一人ひとりの課題・特性を的確に把握し、よりきめ細やかな
指導に努めるとともに、円滑な授業を実施する。

⑥ 青少年の健全育成と安全・安心な地域づくりのため、青少年健全育成会をはじめ、関係団体と連携した効果的な活動を進めます。

H30決算額 R1決算額

学校教育課

41,902     

学校教育課

8,005       

9,934       10,031     12,299     現状維持　非常勤指導主事を配置し、学校教育及び就学前教育の充実を図るとともに、円滑な学校経営
を推進する。

510          247          237          現状維持

R2予算額

３．家庭・地域の教育力の向上 決算額 （単位：千円） 事務の改善

28,007     38,982     

現状維持　「京丹後市いじめ防止等基本方針」に基づくいじめ防止等の啓発活動を実施し、市と市民が一
体となっていじめの防止等のための対策を総合的かつ効果的に推進する。

学校教育課

158          

学校教育課

36,966     58,390     現状維持　スクールサポーターを配置し、児童一人ひとりの課題・特性を的確に把握し、よりきめ細やかな
指導に努めるとともに、円滑な授業を実施する。

備考

　児童生徒の不登校など学校不適応の状況を、発達検査などにより把握・分析し、相談・支援体
制を整え、児童生徒が安定した学校生活を送ることができるように支援する。

学校教育課

学校教育課

地域における子どもたちの活動拠点を確保し、地域ボランティアの協力を得て様々な体験活動、地域住民との交流活動を行う地域子ども教室の拡充を
進めます。

① 各中学校区の学校園、家庭及び地域が、育みたい子ども像や児童生徒の実態及び課題を共有し、緊密に連携して指導を行うしくみづくりを進めます。

家庭は自己肯定感や豊かな心、他者に対する思いやりや命を大切にする気持ちなどを養う最も重要な役割を担うため、就学前から青年期までの子ども
の成長段階に応じた家庭教育支援を進めます。

子どもの豊かな人間性・社会性を育むとともに、孤立しがちな親や子育てに悩みを抱えている親への支援等のため、すべての町域ににおける家庭教育
支援チームの活動を進めるとともに、関係団体の活動を支援します。

④ 子どもたちが身近な地域で体験や交流ができる活動を充実します。

7,794       10,580     現状維持
　不登校、又はその傾向にある児童生徒の学校生活への復帰等の社会的自立を支援する。

ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴＰＬＡＮ
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10

11

12

13

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

 事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

14

1

2

３．教育振興計画で掲げている主な目標指標

98.9

97.9

94.9

上記の「主な取り組み」への位置付けが困難な事業

R1決算額

0 -             統合（整理）

決算額 （単位：千円） 事務の改善

H30決算額 R1決算額 R2予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

R2予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

　家庭児童の適正な養育及び福祉の向上を図る。

子どもが生涯にわたって芸術や自然を愛する心や豊かな感性を育むための体験活動や、学校支援ボランティア等の専門的な知見や技能を活用するな
ど、我が国や京丹後市の伝統文化や自然環境、文化・芸術等に親しみ、学ぶ機会を充実します。

学校園や家庭での読書活動により子どもの豊かな情緒を育むため、関係機関・団体等との連携・協力関係をさらに強化し、学校園、家庭及び地域が一
体となった取り組みを進めるとともに、学校図書館の機能強化を図ります。

289          

1,574       

子ども未来課

　放課後に小学校の余裕教室を子どもたちの安全・安心な居場所として活用し、地域住民の参画
により、子どもたちが心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進する。

家庭こども相談室事業

294          現状維持

放課後児童健全育成事業 子ども未来課

　保護者の就労等により放課後や長期休業期の昼間に家庭保育を受けることができない児童に
対し、安全で充実した生活の場を与えることにより、その健全な育成を図る。

163,785    

家庭教育事業 生涯学習課

1,841       1,860       現状維持

基本的方針
　学校園、家庭、地域及び行政の協働により、子どもたちが周囲からの愛情や信頼、期待などに「包み込まれているという感覚」を育むとともに、
人や社会との絆、思いやりを大切にする豊かな人間性・社会性を育みます。
　また、不登校等の課題がある児童生徒一人ひとりに応じたきめ細かな指導を行います。

　発達段階に応じた学習及び交流機会を提供するとともに、PTA活動を支援することによって、全
ての教育の出発点であり、子どもの成長の基礎となる家庭教育を推進する。

４．芸術文化を通じた豊かな感性、情緒の育成 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
H30決算額

計 263,959    267,140    

減少させる R6

不登校生徒の発生率＜中学校＞ ― ４７人/2.49％ H25 3.87 R1 減少させる R6

不登校児童の発生率＜小学校＞ ― 5人/0.16％ H25 0.32 R1

780          現状維持

1,318       

減少させる R6

いじめの認知件数/発生率＜中学校＞ ― 189件/10.2％ H25
40件
2.8％

R1 減少させる R6

いじめの認知件数/発生率＜小学校＞ ― 386件/12.7％ H25
420件
17.0％

R1

R1

R6

認知されたいじめの年度内解消率＜中学校＞ ― 181件/95.8％ H25 R1 100% R6

認知されたいじめの年度内解消率＜小学校＞ ― 357件/92.5％ H25 R1 100%

 
72.0
（いじめの解消要
件が定義された
ため、令和元年
度第2回調査の
追跡調査結果を
記載）

 
98.0
（いじめの解消要
件が定義された
ため、令和元年
度第2回調査の
追跡調査結果を
記載）

いじめはいけないことだという意識がある生徒の割合＜中学校＞ R1

主な目標指標

H25 R6

H25 R1 増加させる R6

93.8
「全国学力・学習
状況調査」児童
生徒質問用紙
小６

97.0
「全国学力・学習
状況調査」児童
生徒質問用紙
小６

90.9
「全国学力・学習
状況調査」児童
生徒質問用紙
中３

H25 R6

増加させる

177,977    317,477    拡大

計画作成時 実績値（現状） 目標値

年度 年度 年度

444,606    

　国の「放課後子ども総合プラン」に基づき実施する、放課後子ども教室の運営方法を検討する
ため運営委員会は、任期満了に伴い、必要な審議等を子ども未来まちづくり審議会にて行うこと
とした。

子ども放課後対策推進事業 子ども未来課

891          874          

％

目標指標 単位

学校のきまりや規則を守る意識がある児童の割合＜小学校＞ ％

いじめはいけないことだという意識がある児童の割合＜小学校＞ ％

放課後子ども総合プラン事業 子ども未来課

0

増加させる
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97.2

96.1

96.5

４．施策の進捗状況の評価と今後の課題［基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

目標値

年度 年度 年度

主な目標指標

進捗状況区分 評価 令和元年度成果と今後の課題

◎

○

《不登校児童生徒の出現率》
　不登校児童生徒の出現率は、小中一貫教育の推進による各校園での未然防止を重点とした取組みや確
実な情報の共有等によって、不登校解消に一定の成果は上がっているものの、不登校の出現率が増加傾
向にある。特に中学校では、前年度比0.75％の増加となっており、出現率を減少させるための効果的な
未然防止の取組強化が更に必要である。

《いじめの認知件数/認知率》
　いじめの認知率は、小学生で2.1％減少し、中学校はほぼ横ばいであった。いじめを積極的に認知し指
導しているものと捉え、引き続き、些細な兆候も見逃さない組織的な対応を行うとともに、認知件数・
認知率のみにとらわれず、より丁寧な指導を継続していく必要がある。

《認知されたいじめの年度内解消率》
　令和元年度第2回いじめ調査の認知事象に基づく追跡調査結果では、小学校は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影
響により聞き取り調査が実施できなかった未解消数値であり、中学校で2％が未解消であり、解消要件を
踏まえ児童生徒に寄り添った指導を継続している。今後も、各校のいじめ防止基本方針に基づき、実態
把握や情報共有、組織的な対応を徹底し丁寧な指導を行うとともに、関係機関と連携した体制強化を
図っていく必要がある。

《いじめはいけないことだという意識がある児童生徒の割合》
　 いじめはいけないことだという意識がある児童生徒の割合は、年間３回のいじめ調査や追跡調査、児
童生徒への丁寧な指導により、小学校ではほぼ横ばい、中学校では増加し小中学校ともに高い水準を維
持している。今後も児童生徒の豊かな心を育成するため、道徳科をはじめ、学校の教育活動全体を通じ
た取組みの充実を図る必要がある。

《学校のきまりや規則を守る意識がある児童生徒の割合》
　学校のきまりや規則を守る意識がある児童生徒の割合は、小中学校ともに増加した。各校園の丁寧な
指導及び小中一貫教育による一貫性のある指導等によって、規範意識は確実に高まっている。引き続
き、小学校低学年からの規範意識の醸成等による系統的な指導を進めていく必要がある。

《人の気持ちが分かる人間になりたいと思う児童生徒の割合》
　人の気持ちが分かる人間になりたいと思う児童生徒の割合は、小学生では増加し、中学生ではほぼ横
ばいで、小中学生ともに高い水準で推移している。教育活動全体を通した丁寧な指導により、人の気持
ちを理解して行動したり、発言したりすることの重要性が確実に身に付いてきている。今後も個別の配
慮児童生徒への丁寧な指導が必要である。

《人の役に立つ人間になりたいと思う児童生徒の割合》
 　人の役に立つ人間になりたいと思う児童生徒の割合は、小中学校ともにほぼ横ばいであるが高い水準
で推移している。教育活動全体を通した丁寧な指導により、社会貢献等への意識が確実に身に付いてき
ている。今後更に高めていくため、ボランティア活動など体験学習等の充実を図る必要がある。

○

▲

×

増加させる

94.4
「全国学力・学習
状況調査」児童
生徒質問用紙
小6

H25 R1

 
94.6
(全国学力・学習状況
調査の児童生徒質
問項目から外れたた
め京都府学力テスト
質問項目による)　小
4

 
98.2
(全国学力・学習状況
調査の児童生徒質
問項目から外れたた
め京都府学力テスト
質問項目による)　中
2

学校のきまりや規則を守る意識がある生徒の割合＜中学校＞ ％

人の気持ちが分かる人間になりたいと思う生徒の割合＜中学校＞ ％

95.2
「全国学力・学習
状況調査」児童
生徒質問用紙
中３

H25 R1

目標指標 単位
計画作成時 実績値（現状）

R6

人の役に立つ人間になりたいと思う生徒の割合＜中学校＞ ％

93.2
「全国学力・学習
状況調査」児童
生徒質問用紙
中３

H25 R1 増加させる R6

人の役に立つ人間になりたいと思う児童の割合＜小学校＞ ％

94.0
「全国学力・学習
状況調査」児童
生徒質問用紙
小6

H25 R1 増加させる

R6

人の気持ちが分かる人間になりたいと思う児童の割合＜小学校＞ ％

H25 R1 増加させる R6

R6増加させる

90.8
「全国学力・学習
状況調査」児童
生徒質問用紙
中３

ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ
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５．今後の施策展開の考え方（令和2年～令和4年度での主な取組）

3

　地域の子ども教室では、体験活動だけでなく、教室間での情報交流についても支援しながら教
室活動の維持、拡充に努める。青少年健全育成会では、各地域ごとに子どもの体験活動を実施
するほか、あいさつ運動や夏休みパトロールなどで地域の子どもの見守り活動を継続する。また
平成28年度からスタートした「放課後子ども教室」事業は、安定的運営を目指す。

4
 子どもたちの芸術や自然を愛する心豊かな感性を育むため、教育活動等における文化体験や
芸術鑑賞など、国や府の様々な事業や学校支援ボランティア等を活用し、伝統文化や芸術等に
親しむ機会を充実させるとともに、学校図書の充足率向上を図る。

施策展開の考え方

1
　子どもたちの自尊感情を高め、豊かな人間性・社会性を育むため、保幼小中一貫教育による交
流学習や児童会・生徒会活動などの集団活動を充実させるとともに、道徳科をはじめキャリア教
育等学校の教育活動全体を通じた系統的で一貫性のある指導の更なる充実を図る。

2
　いじめや不登校など、児童生徒の多様な課題に対応するため、臨床心理士による教育相談体
制を拡充するとともに、教育支援センターの相談支援機能を更に高めるなど、個の課題やニーズ
に応じたきめ細かな相談支援体制の整備・強化を図る。

区分 No. 具　体　的　内　容

ＡＣＴ
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＜様式２＞

１．施策の方向性

# # # # # # # #

２．主な取組と構成事務事業一覧

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

②

③

1

2

3

4

5

評価を踏まえた
今後の方向性

現状維持

社会教育指導員設置事業 生涯学習課

21,319      19,001      -             

① 市民の多様な学習ニーズや地域課題に対応するため、学習内容の評価・検証や情報提供等を進めます。

市民の身近な学習及び交流の拠点である中央公民館及び地域公民館の活動の充実を図るとともに、地区公民館との連携を強化することによって、地域
での公民館活動を支援します。

市民の自主的かつ自発的な学習の場である図書館の機能の充実と利用の促進を図ります。

555          528          

成人式開催事業 生涯学習課

1,179       481          1,232       

　高齢者大学の講座を市内全域で実施することによって、高齢者の社会参加と生きがいづくりに貢
献するとともに、その知識や経験を活かした地域活動を推進する。

第2次京丹後市総合計画
市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想」と、
その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体系化
した「基本計画」

平成27年3月
平成27年度～
令和6年度

京丹後市子どもの読書活動
第二次推進計画

本市の将来を担う子どもたちが、今後も更に本に親しみ、生涯に
わたる読書習慣を身に付けることができるように、子どもの読書活
動を総合的かつ計画的に推進するために策定

平成26年6月

重点目標

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）
担当課

5 生涯にわたる豊かな学びを支援します

京丹後市子どもの読書活動
第三次推進計画を策定（令和
２年度～令和6年度）

平成26年度～
平成30年度

担当課長
生涯学習課 引野　雅文

事務の改善

基本的方針
　まちづくりや福祉等多様な分野の関係部局、また学校園、保護者、地域住民、企業、大学等の多様な主体との協働により、住民相互
のネットワークづくりを進め、子どもから大人まで、だれもが生涯にわたり学び続けることができ、その成果を地域社会に還元することの
できる環境づくりを進めます。

※各事業の成果・課題について
は、別紙決算附属資料参照

1．生涯学習の体制づくり 決算額 （単位：千円）

R2予算額
主な取り組み

H30決算額 R1決算額

社会教育委員設置事業 生涯学習課

410          　社会教育委員を設置し、社会教育行政全般について調査・研究及び審議し、答申及び建議を行
うことによって、市民の声を反映した社会教育事業を推進する。

改善・効率化　生涯学習課及び各地域公民館に社会教育指導員を配置し、社会教育の推進体制を整備すると
ともに、事業を積極的に展開することにより社会教育活動の充実を図る。

改善・効率化

青少年教育事業 生涯学習課

1,900       1,570       1,570       現状維持

　人生の節目としての式典を開催することによって、大人になったことの自覚を促すとともに、今後
自らの人生を生き抜こうとする青年（新成人）を祝い激励する。

高齢者教育事業 生涯学習課

2,489       2,448       2,850       現状維持

　地域の青少年を守り育てる活動を支援し、将来を担う青少年の心豊かな人間の基礎づくりと健や
かな成長を促す。

計画名称 計画概要 策定年月 計画期間 備考

２．人権教育の推進

①人権啓発推進協議会の活動の充実を図るとともに、関係機関と連携しながら、人権に関する正しい理解と認
識を高める活動を推進します。
②さまざまな人権問題について正しい理解と認識を深めるため、学校園、家庭及び地域など、身近な場での学
習機会の充実と促進を図るとともに、関係機関・団体と連携し、職員及び指導者の資質向上を図るための学習
機会の提供に努めます。

３．文化芸術活動の推進

①市民の豊かな心を育むため、丹後文化会館を拠点として、市民が優れた文化芸術に親しむ機会を充実しま
す。
②関係機関及び団体と連携し、地域の特色を活かした文化事業を行うとともに、市民の自発的かつ日常的な
文化芸術活動を支援します。

 【参考】施策に関連するその他の計画

１．生涯学習の体制づくり

①市民の多様な学習ニーズや地域課題に対応するため、学習内容の評価・検証や情報提供等を進めます。
②市民の身近な学習及び交流の拠点である中央公民館及び地域公民館の活動の充実を図るとともに、地区
公民館との連携を強化することによって、地域での公民館活動を支援します。
③市民の自主的かつ自発的な学習の場である図書館の機能の充実と利用の促進を図ります。

４．社会教育施設の整備充実

①公民館や図書館等をはじめとする社会教育施設の設備・機能の充実を図り、社会教育の実践活動を行う環
境整備を進めます。
②老朽化が進んでいる社会教育施設は、利用者の安全・安心に資するため、計画的な整備改修を検討しま
す。

ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴＰＬＡＮ

ＰＬＡＮ
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↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

②

17

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

18

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

19

20

21

３．文化芸術活動の推進 決算額 （単位：千円）

主な取り組み
H30決算額 R1決算額

1．生涯学習の体制づくり 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
H30決算額 R1決算額 R2予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

丹後地域公民館管理運営事業【繰越】

R2予算額

358,813    縮小

さまざまな人権問題について正しい理解と認識を深めるため、学校園、家庭及び地域など、身近な場での学習機会の充実と促進を図るとともに、関係機
関・団体と連携し、職員及び指導者の資質向上を図るための学習機会の提供に努めます。

生涯学習課

　丹後地域の生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として設置している地域公民館の管理運営を
行い、地域住民の身近な学習・交流機会の確保と充実を図る。

-             15,832      -             終了・廃止

① 市民の豊かな心を育むため、丹後文化会館を拠点として、市民が優れた文化芸術に親しむ機会を充実します。

② 関係機関及び団体と連携し、地域の特色を活かした文化事業を行うとともに、市民の自発的かつ日常的な文化芸術活動を支援します。

４．社会教育施設の整備充実 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み

33,475      33,975      現状維持

　林業の振興のほか、スポーツ及びレクリエーション活動による市民の健康づくり、生きがいづくりを
推進し、市民福祉の向上を図る。

15,466      

　地域公民館長の配置に係る経費及び公用車の維持管理等、公民館運営に係る経費。

社会教育総務一般経費 生涯学習課

2,718       406          3,303       現状維持　社会教育事業を円滑に実施するための事務経費のほか、女性教育活動団体に対しその活動を
支援するための補助金を交付し生涯学習の振興を図る。

図書館管理運営事業 生涯学習課

48,650      65,237      137,311    縮小　資料や情報を収集、整理、保存し、提供することで、市民の読書、調査研究等の要求に応え、生
涯学習活動を推進する。

15,110      34,059      現状維持

久美浜地域公民館管理運営事業 生涯学習課

1,336       545          156          現状維持　久美浜地域の生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として設置している地域公民館の管理運営
を行い、地域住民の身近な学習・交流機会の確保と充実を図る。

弥栄地域公民館管理運営事業 生涯学習課

　弥栄地域の生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として設置している地域公民館の管理運営を
行い、地域住民の身近な学習・交流機会の確保と充実を図る。

9,022       7,164       7,254       現状維持

　丹後地域の生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として設置している地域公民館の管理運営を
行い、地域住民の身近な学習・交流機会の確保と充実を図る。

網野地域公民館管理運営事業 生涯学習課

471          322          376          現状維持

現状維持　大宮ふれあい工房（陶芸・染色体験施設等）、ふれあいスポーツ広場等を管理運営することで、
市民の交流及び健康づくりの場を提供し、生涯学習の推進を図る。

生涯学習課

182          242          

① 人権啓発推進協議会の活動の充実を図るとともに、関係機関と連携しながら、人権に関する正しい理解と認識を高める活動を推進します。

大宮地域公民館管理運営事業 生涯学習課

260          164          174          現状維持　大宮地域の生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として設置している地域公民館の管理運営を
行い、地域住民の身近な学習・交流機会の確保と充実を図る。

　峰山地域の生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として設置している地域公民館の管理運営を
行い、地域住民の身近な学習・交流機会の確保と充実を図る。

中央公民館管理運営事業 生涯学習課

39,930      38,504      37,879      現状維持

公民館一般経費 生涯学習課

15,341      

２．人権教育の推進 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
H30決算額 R1決算額 R2予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

人権教育事業 生涯学習課

211          

文化芸術事業 生涯学習課

32,590      

4,333       4,534       現状維持

H30決算額 R1決算額 R2予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

①公民館や図書館等をはじめとする社会教育施設の設備・機能の充実を図り、社会教育の実践活動を行う環境整備を進めます。

②老朽化が進んでいる社会教育施設は、利用者の安全・安心に資するため、計画的な整備改修を検討します。

　地域住民の身近な生涯学習・地域活動の拠点である、網野地域の地区公民館を維持・管理す
る。

地区公民館管理運営事業 生涯学習課

4,414       

7,456       7,756       9,579       現状維持

峰山いさなご施設管理運営事業 生涯学習課

15,340      15,751      

ﾏｽﾀｰｽﾞﾋﾞﾚｯｼﾞ管理運営事業

　市民の豊かな心を育み、生きがいのある生活を送ることができるよう文化芸術活動を支援し、ゆと
りと潤いのある社会づくりを推進する。

事務の改善

　あらゆる人権問題について正しく理解し、認識を深めるための学習機会を提供するなど、人権教
育を推進することにより、人権が尊重され、誰もが自分らしく生きることができる社会の実現を目指
す。

現状維持

評価を踏まえた
今後の方向性

峰山地域公民館管理運営事業

　地域住民の学習及び交流活動の拠点として設置されている地区（自治）公民館活動を支援し、
地域の活性化を推進する。

生涯学習課

9,472       8,460       9,299       現状維持

　網野地域の生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として設置している地域公民館の管理運営を
行い、地域住民の身近な学習・交流機会の確保と充実を図る。

丹後地域公民館管理運営事業 生涯学習課

6,308       15,832      
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23

24

25

26

1

2

３．教育振興計画で掲げている主な目標指標

４．施策の進捗状況の評価と今後の課題［基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

▲

丹後地域公民館耐震診断事業【再編交付金活用事業】 生涯学習課

3,514       -             -             終了・廃止　生涯学習及びコミュニティ活動の拠点施設としての耐震性能を確認するため、耐震診断業務を
実施した。

◎ 《青少年の体験活動事業数》
　 地域公民館等の事業のほか、京都府や府内大学などの関係機関と連携し事業を実施している。効率的な事業運
営とするため複数の地域公民館が合同で実施する講座もあるため事業数としてはほぼ横ばいである。今後も社会教
育団体や学校、地域と連携・協力をしながら学習機会を提供する。

《趣味・教養講座数》
　市民の自発的な学習を支援し継続的な学習活動を促進することができた。講演会や講座などの学習機会と情報の
提供を行うことで、今後も市民生活の向上を図る。

《地域課題学習講座数》
　 各町の公民館連絡協議会を中心に地域の現状把握や課題共有に努め講座が行われているが、今後も社会の変
化に対応し学習していく必要がある。また、地域の社会教育や地域活動を推進する拠点である地区公民館の中には
担い手不足等の課題を抱えている公民館もあり、地区、公民館、行政が、ともに実態に応じた地域コミュニティのあり
方について考える必要がある。

《高齢者大学の参加者数》
　 高齢者大学の運営は定着しつつあるが、教養講座といえども自己完結型で終わるのではなく身につけた学びを地
域活動や若い世代に伝えるなど、学びの循環が必要。退職によるライフスタイルの変化や、情報化、加齢に伴う心身
の衰えや介護問題など、学習者によって抱える課題が多様化しており、より一層のニーズの把握と、対象者への周知
が必要である。

《人権学習会の参加者数》
　 インターネット社会における人権の尊重、外国人の人権問題など、身近な生活の場で直面する課題においても日
常生活の習慣として身につけ実践することができるよう学習機会の内容や方法の工夫改善に努める。

《図書の年間貸出冊数（市民１人当たり）》
　 住民一人当たりの貸出数は増加し、行事等の開催、企画展示の実施などにより、多様な学習機会の提供に寄与し
た。しかし、貸出点数は昨年度より増加しているものの、利用者数をみると増加しているとは言えず、今後更に図書館
に関心を持ち利用につながるよう、運営に工夫が必要。また、市民の求める居場所としての空間づくりも、図書館整備
の中で検討していく必要がある。

　
　

○

▲

820 H25 R1

計

計画作成時

現状維持　教育及び地域の文化活動・生涯学習の拠点として当該施設を管理運営し、地域住民に各種活
動の場を提供するとともに、施設の利用の促進を図る。

生涯学習課

　施設の維持管理及び運営を行い、農業・農村の活性化及び地域住民の福祉・健康増進に寄与
する。

6,996       6,880       18,214      現状維持

ｱｸﾞﾘｾﾝﾀｰ管理運営事業

H25 55 R1 60

52 R1

1,190       1,235       1,205       現状維持

ﾏｽﾀｰｽﾞﾋﾞﾚｯｼﾞ管理運営事業【繰越】 生涯学習課

4,805       -             -             終了・廃止　大宮ふれあい工房「あそびの広場」内に設置した遊具の修繕を実施し、利用者の安全を確保す
るとともに環境整備に努めた。

人権学習会の参加者数 人

×

網野教育会館管理運営事業 生涯学習課

1,224       1,239       

238,671    262,071    

基本的方針
　まちづくりや福祉等多様な分野の関係部局、また学校園、保護者、地域住民、企業、大学等の多様な主体との協働により、住民相互のネット
ワークづくりを進め、子どもから大人まで、だれもが生涯にわたり学び続けることができ、その成果を地域社会に還元することのできる環境づくりを
進めます。

主な目標指標

目標指標 単位

　橘地区における生涯学習及びコミュニティ活動の拠点として当該施設を管理運営し、地域住民に
各種活動の場を提供するとともに、施設の利用の促進を図る。

1,257       

たちばな会館管理運営事業 生涯学習課

進捗状況区分 評価 令和元年度成果と今後の課題

R6

35 R6

地域課題学習講座数 事業 2 H25 10 R1 10 R6

趣味・教養講座数 事業 29 H25

R6

実績値（現状） 目標値

年度 年度 年度

青少年の体験活動事業数

679,561    

事業 42

1,200 R6

高齢者大学の参加者数 人 789 H25 791 R1

1,154

1,000

R6

地域公民館施設の利用回数 回
4,308

（令和元年度）
※改正時追加指

標

R1 R1 7,000 R6

図書の年間貸出冊数（市民１人当たり） 冊 5.2 H25 R1 7.05.37

4,308

ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ
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５．今後の施策展開の考え方（令和2年～令和4年度までの主な取組）

《地域公民館施設の利用回数》
　 社会教育活動、生涯学習及びコミュニティ活動を行う拠点として管理、運営を行うことができた。また、地域の身近
な課題、生活課題等に即した学習機会の提供ができた。施設の老朽化に伴う維持管理が課題である。
（令和2年度丹後地域公民館耐震改修等工事実施）
※平成30年12月丹後地域公民館耐震強度不足のため貸館休止、平成30年12月から令和元年10月までは丹後庁舎
を、10月からは丹後庁舎と旧豊栄小学校を代替施設として使用した。
※平成30年度.令和元年度の数値は、休館前の数値と代替施設の数値を含めた数値。

進捗状況区分 評価 令和元年度成果と今後の課題

3
　関係団体等と連携し、優れた芸術・文化の鑑賞機会の提供、地域の特色を活かした芸術・文化
活動を実施並びに支援するとともに、文化活動を支える人材育成を地道に取り組む。

4
　必要な修繕の実施を行うなど、利用者が安心・安全に利用できる環境を整備し、併せて利便性の
向上を図るとともに、今後の施設の在り方を検討する必要がある。

施策展開の考え方

1
　中央公民館体制の再構築の下、公民館体制及び新たな地域コミュニティの在り方について、関
係機関等との協議等を進める必要がある。併せて生涯学習社会の中核的施設となる図書館整備
を検討するとともに、利用者が主役となる図書館活動を展開する。

2
　講演会の参加者が固定化傾向にあるため、講演の内容について、同和問題など継続的な課題
はあるものの、インターネットによる人権侵害や自己実現、幸福追求など新たな人権課題にも目を
向けながら、幅広く人権について考える機会を提供していく。

区分 No. 具　体　的　内　容

ＡＣＴ
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＜様式２＞

１．施策の方向性

# # # # # # # #

２．主な取組と構成事務事業一覧

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

③

1

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）
担当課

-             -             

計画名称 計画概要

平成23年3月
当面の計画と
して概ね6年
間

当面整備計画として概ね6年
の計画も策定

担当課長
文化財保護課 新谷　勝行

 【参考】施策に関連するその他の計画
策定年月 計画期間 備考

重点目標 6 歴史文化を活用し、郷土への愛着と誇りを育みます

-             

事務の改善

　市内に数多く残されている文化財や調査成果などを市民などに公開することで郷土の歴史や
文化財について学ぶことのできる機会を提供し、その認識を高める。

基本的方針
　学校・地域の連携により、京丹後市の歴史・文化等を学ぶ「丹後学」を進めるなど、子どもたちのふるさとへの愛着と誇りを育みま
す。また、市内の豊富な歴史文化資源の保護・活用に取り組み、資料館施設の整備充実と併せて、歴史文化について深い理解と関
心を持つ人材の育成・活用を進めます。

１．豊かな歴史文化等を学習する機
　　会の充実

①京丹後市の歴史・文化・自然等を活用した学習を充実するため、小中一貫教育の導入にあわせ、「丹後
学」を積極的に展開します。特に、ジオパークに認定された地質遺産を活用したフィールド学習を、小学生を
対象に実施します。
②子どもたちが地域の人々の仕事や生き方にふれることは、地域を再発見することにつながります。学校支
援ボランティアや丹後の歴史に精通した京丹後史博士等を活用し、地域の人々が学校園の教育活動を積極
的に支援する体制を拡充します。
③文化財セミナーや京丹後史博士育成講座等、市民を対象とした歴史・文化の学習機会を充実します。ま
た、京丹後史博士等の人材活用を図ります。

第2次京丹後市総合計画

１．豊かな歴史文化等を学習する機会の充実 決算額 （単位：千円）

R2予算額

※各事業の成果・課題について
は、別紙決算附属資料参照

京丹後市の歴史・文化・自然等を活用した学習を充実するため、小中一貫教育の導入にあわせ、「丹後学」を積極的に展開します。特に、ジオパークに
認定された地質遺産を活用したフィールド学習を、小学生を対象に実施します。

子どもたちが地域の人々の仕事や生き方にふれることは、地域を再発見することにつながります。学校支援ボランティアや丹後の歴史に精通した京丹
後史博士等を活用し、地域の人々が学校園の教育活動を積極的に支援する体制を拡充します。

文化財セミナーや京丹後史博士育成講座等、市民を対象とした歴史・文化の学習機会を充実します。また、京丹後史博士等の人材活用を図ります。

主な取り組み
H30決算額 R1決算額

評価を踏まえた
今後の方向性

２．文化財の保護と活用

①市内の貴重な歴史・文化等を保護し後世に伝えるため、文化財の管理や建造物等の修繕、郷土芸能の道
具の更新等を通して文化財の保全を図ります。
②京丹後市史編さん事業での調査成果や刊行物を基に、郷土の文化財を活用し市内外の人々の理解を深
める活動を進め、地域づくりに活かします。
③京丹後市デジタルミュージアム、文化財ライブラリーなどインターネット環境を活用して、丹後の優れた文
化財、調査成果について発信していきます。
④古代丹後を代表する網野銚子山古墳、赤坂今井墳墓等の史跡を整備し、活用することで郷土への誇りと
愛着を培い、併せて古代丹後の輝かしい資産を観光資源としても活用します。

３．資料館施設の整備充実

①市内の資料館施設で郷土の歴史や文化財の展示会を開催し、市民や市外の人々に、巨大古墳に象徴さ
れる古代丹後の輝かしい歴史や、それ以降の丹後の歴史、文化財や鳴き砂、ジオパーク等について理解し
てもらうための普及啓発を図ります。
②児童生徒を対象とした社会科学習、郷土学習を進めます。
③郷土の歴史や文化財の調査を進め、貴重な資料を保管し後世に伝えます。
④資料館施設の整備充実を図り、市内外の人々が歴史や地域の文化財への関心を高める活動を推進しま
す。

市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想」
と、その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体
系化した「基本計画」

平成27年3月
平成27年度～
令和6年度

国史跡網野銚子山古墳整
備基本計画

「丹後王国」を代表する国史跡網野銚子山古墳に関して、京丹
後市史跡整備検討委員会を組織して専門的な立場、地元の立
場からの検討を加えて基本計画を策定した

京丹後市文化財マスター
プラン

市内に所在する多岐にわたる文化財を適切に保護し、その中か
ら特に学術的に重要で、まちづくりの観点からも価値が高いと判
断される史跡等文化財に対して、保存及び活用整備をすすめる
ための方向性を示すもの

平成18年10月
計画期間の定
めなし

統合（整理）

文化財保護啓発事業 文化財保護課

ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴＰＬＡＮ

ＰＬＡＮ
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↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

④

2

3

4

5

6

7

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

8

9

10

 事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

11

12

1

2

遺跡整備事業【繰越】 文化財保護課

-             18,473     -             　丹後の特色と歴史を物語る重要な文化財の環境整備を推進し、教育・観光・地域づくりの資源
などへ有効に活用する。

-             　平成29年度より実施した途中ヶ丘公園陸上競技場整備計画に伴う途中ヶ丘遺跡の試掘調査を
行い、その成果をまとめた報告書を刊行することにより文化財保護を図るとともに活用につなげ
る。

拡大

8,488       8,488       現状維持

H30決算額 R1決算額 R2予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

③ 京丹後市デジタルミュージアム、文化財ライブラリーなどインターネット環境を活用して、丹後の優れた文化財、調査成果について発信していきます。

古代丹後を代表する網野銚子山古墳、赤坂今井墳墓等の史跡を整備し、活用することで郷土への誇りと愛着を培い、併せて古代丹後の輝かしい資産
を観光資源としても活用します。

市内の資料館施設で郷土の歴史や文化財の展示会を開催し、市民や市外の人々に、巨大古墳に象徴される古代丹後の輝かしい歴史や、それ以降の
丹後の歴史、文化財や鳴き砂、ジオパーク等について理解してもらうための普及啓発を図ります。

② 児童生徒を対象とした社会科学習、郷土学習を進めます。

③ 郷土の歴史や文化財の調査を進め、貴重な資料を保管し後世に伝えます。

④ 資料館施設の整備充実を図り、市内外の人々が歴史や地域の文化財への関心を高める活動を推進します。

1,133       

拡大

遺跡発掘調査等事業 文化財保護課

R2予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

主な取り組み

２．文化財の保護と活用 決算額 （単位：千円） 事務の改善

H30決算額 R1決算額

史跡等維持管理事業 文化財保護課

市指定文化財等補助金

市内の貴重な歴史・文化等を保護し後世に伝えるため、文化財の管理や建造物等の修繕、郷土芸能の道具の更新等を通して文化財の保全を図りま
す。

② 京丹後市史編さん事業での調査成果や刊行物を基に、郷土の文化財を活用し市内外の人々の理解を深める活動を進め、地域づくりに活かします。

指定管理施設運営事業

文化財保護課

2,317       -             

郷土資料館管理運営事業

古代の里資料館管理運営事業

6,865       

決算額 （単位：千円） 事務の改善

3,132       拡大

拡大

4,331       6,031       4,419       

３．資料館施設の整備充実

主な取り組み

遺跡発掘調査等事業【繰越】

H30決算額 R1決算額 R2予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

上記の「主な取り組み」への位置付けが困難な事業 決算額 （単位：千円）

2,000       2,000       

　発掘調査等により、市内の遺跡を効果的に保護するための資料を得るとともに、開発等により
現地保存の困難な遺跡の記録保存を図り、文化財の保護活用につなげる。

遺跡整備事業 文化財保護課

　丹後の特色と歴史を物語る重要な文化財の環境整備を推進し、教育・観光・地域づくりの資源
などへ有効に活用する。

13,301     27,659     

現状維持　文化財の修理などの保全事業に対して補助金を交付することにより、貴重な文化財を守り次世
代に引き継ぐ。

現状維持1,837       

31,174     

　指定文化財及びそれに関連する施設の草刈や補修等の維持管理を行い、指定文化財の適切
な管理活用を図る。

1,357       

文化財保護課

2,000       

文化財保護一般経費 文化財保護課

295         364         324         現状維持

47,807     84,528     110,505   

234         現状維持

文化財保護課

191         

計

9,529       12,656     

　民俗資料等の収蔵・調査・公開施設である郷土資料館の維持管理を行い、郷土の歴史や文化
遺産に対する住民の関心を高める。

文化財保護課

5,981       

59,601     

文化財保護課

　考古資料・美術工芸品等の収蔵・調査・公開施設である丹後古代の里資料館の維持管理を行
い、文化にふれあい、歴史を学ぶ機会を提供するとともに、郷土の文化遺産に関しての住民の
関心を高める。

　琴引浜鳴き砂文化館の維持管理を行い、琴引浜の鳴き砂の保全及び保護啓発活動、自然環
境学習の援助並びに促進を図る。

文化財保護課

8,505       

　文化財保管施設の維持管理及び各種文化財保護関係団体の活動を推進し、文化財の保護と
活用を図る。

文化財保護審議会委員設置事業

事務の改善

　文化財の指定解除等の諮問機関である文化財保護審議会で、文化財の保全及び活用につい
て調査・審議を行うことで、市の文化財の保全や活用に資する。

155         
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３．教育振興計画で掲げている主な目標指標

４．施策の進捗状況の評価と今後の課題［基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

５．今後の施策展開の考え方（令和2年～令和4年度までの主な取組）

施策展開の考え方

京都府丹後文化会館利用者数

団体 170 H25 151

人 - R1 28,896

3
　丹後古代の里資料館、郷土資料館、琴引浜鳴き砂文化館を適切に維持管理するとともに、そ
れぞれ収蔵資料の内容から機能分化し、市民や外からの観光客に、地域学習や観光スポットと
しての活用を図る。

▲

R1 200 R6

回 - R1 70 R1 100 R6

R1 42,000 R6

文化協会加盟サークル数

文化芸術事業の開催回数

主な目標指標

2
　網野銚子山古墳の整備事業では、墳丘の補修、園路整備、周濠整備のほか、進入道路、駐車
場等の整備を行う予定である。これにより、市民や外からの観光客に、日本海側最大の前方後円
墳の姿を示し、地域学習や観光スポットとしての活用をはかる。

区分 No. 具　体　的　内　容

1
　京丹後史博士育成講座、文化財セミナー等の講演会、資料館施設での様々な展示、体験事
業を開催するとともに、出前講座への積極的な対応も行い、学習する機会の充実を図る。

文化財セミナー、京丹後史博士講座等の文化財事業参加者数

基本的方針

年度

13,808
(3施設）

H25 13,163

×

　学校・地域の連携により、京丹後市の歴史・文化等を学ぶ「丹後学」を進めるなど、子どもたちのふるさとへの愛着と誇りを育みます。また、市
内の豊富な歴史文化資源の保護・活用に取り組み、資料館施設の整備充実と併せて、歴史文化について深い理解と関心を持つ人材の育成・
活用を進めます。

目標指標 単位
計画作成時 実績値（現状） 目標値

進捗状況区分 評価 令和元年度成果と今後の課題

7 R1 8

◎

▲

《文化財セミナー、京丹後史博士講座等の文化財事業参加者数》
 　文化財セミナー（1回、100名）、京丹後史博士育成講座（8回、165名）、網野銚子山古墳発掘調査現地説明会（1
回、166名）等の参加者のほか、高齢者大学・出前講座等の対応（31回、1,028名）があった。30年度末の実績値を
上回ることができた。
　今後、魅力ある講座や企画を打ち出し、目標値に近づけるようにしたい。

《資料館、文化館入館者数》
　 開館2年目の郷土資料館は、開館記念無料開放を5月上旬まで実施した昨年度と比べ入館者数が大きく減少し
た。また丹後古代の里資料館、琴引浜鳴き砂文化館は、10連休のあった5月は入館者が増加したが、新型コロナ
ウィルスの影響が出始めた3月の入館者数が減少したため、結果的に2館ともに入館者が減少した。
　各館ともに、外的要因に打ち勝つような魅力ある企画を打ち出し、今後の集客増につなげていきたい。

《史跡整備》
　 京丹後市史跡整備検討委員会の指導を得ながら平成29年度には環境整備基本設計を実施し、30年度より整備
事業を進めている。
　 令和元年度は、検討委員会の指導を得ながら墳丘樹木の整理伐採、周濠の整備を行った。令和2年度以降も引
き続き、環境整備事業を進め、令和5年度には完成予定である。

《文化協会加盟サークル数》
　 各加盟団体が実施の教室や大会、市協会が実施の総合文化祭を通じて、市民のかたへ芸術鑑賞機会を提供
することができた。今後も、市民が文化力を高め、加盟サークル数増加にもつながるよう協会を支援していく。

《文化芸術事業の開催回数》
　 各地区文化祭、各町文化祭、文化協会総合文化祭、サークル体験、小町ろまん短歌大会、アーティスト・イン・レ
ジデンス、文化芸術祭事業等例年どおりの文化芸術活動が実施できた。
　R2年度は新型コロナウイルス感染症の拡大防止の関係で多くの事業が中止となり目標数が減少する。

《京都府丹後文化会館利用者数》
　 令和元年度は、2月までは例年通りの事業を開催できたが、2月・3月は新型コロナウイルス感染症の関係で事業
中止となり利用者が減少した。
　R2年度も新型コロナウイルス感染症の影響を受けるため、目標を下方修正する。

○

年度 年度

R6

人

R6

R6

資料館、文化館入館者数 人

史跡整備 遺跡 6 H25

1,468
（5事業、17講

座）

R1 15,000

H25 1,459 R1 1,700

ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ

ＡＣＴ
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＜様式２＞

１．施策の方向性

# # # # # # # #

２．主な取組と構成事務事業一覧

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

③

⑤

基本的方針
　子どもたちのスポーツに親しむ習慣の確立や体力づくりに取り組み、たくましく健やかな身体を育みます。また、子どもから高齢者ま
で、だれもが豊かで充実した生活を送ることができるよう、市民が生涯にわたってスポーツに取り組むことのできる環境づくりを進めま
す。

生涯学習課 引野　雅文

重点目標 7 たくましく健やかな体づくりと生涯スポーツを推進します

評価を踏まえた
今後の方向性

①スポーツ推進委員をはじめ地区公民館、ＰＴＡ等と連携し、各種ニュースポーツ教室等の実施や各種スポーツ
行事等への協力等、スポーツの普及を図ります。
②市民の多様なスポーツニーズに対応した活動を充実するため、体育協会等の活動支援及び組織強化を支援し
ます。
③市民の健康づくりとして、年齢や体力、目的に応じた日常的なスポーツ活動を促進するために、効果的なスポー
ツ情報と機会の提供を進めます。

①学校体育団体と連携し、子どもたちの競技スポーツへの関心を高めるとともに競技力の向上を図るため、小中学
校の一貫した指導を進めます。
②体育協会と連携し、京丹後市総合体育大会の参加者の拡大及び競技力の向上に向けて大会の実施方法等に
ついて検討を進めます。
③市民の競技スポーツへの関心を高めるため、トップアスリートによる指導機会の拡充に努めるとともに、トップアス
リートの競技を観戦する機会の提供に努めます。
④青少年のスポーツ活動における指導者を育成するため、研修機会の充実を図るとともに、ジュニアアスリートの
育成・支援の方法について検討します。

①社会体育施設機能の維持・改善のため、老朽化が著しい社会体育施設の改修・修繕等を進めます。
②社会体育施設の利用実態を把握して利用率の向上を図るとともに、利用率の向上が見込めない施設や老朽化
した施設については、見直しや代替利用のあり方も含めて検討を進めます。

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）
担当課

京丹後市スポーツ推進計画
年齢や性別、障害等を問わず、広く市民がその適正やライフス
テージにに応じてスポーツに参画できるよう、中長期的な展望に
立った「京丹後市スポーツ推進計画」を策定するもの

平成26年3月
平成26年度～
平成29年度

第２次京丹後市スポーツ推進
計画（平成30年度～令和9年
度）

京丹後市学校教育改革構
想

中学校卒業時に期待される学力を全ての生徒が確実に身に付け
ることができるようにしていくため、保育所・幼稚園、小学校、中学
校の１０年間を見据え、より系統的で一貫性のある教育を実践する
ための構想を策定

平成24年11月
計画期間の定
めなし

担当課長
学校教育課 小坂　貴寛

子どもの基本的な生活習慣の確立のため、学校園が連携し、発達段階に応じた系統的な指導を行うとともに、その大切さについて家庭への啓発に努め
ます。

喫煙・薬物乱用などの防止、各種感染症や生活習慣病の予防等に関する指導、エイズを含む性に関する指導について、子どもの発達段階に応じた系統
的な指導を行います。

事務の改善

※各事業の成果・課題について
は、別紙決算附属資料参照

１．健康な体づくり 決算額 （単位：千円）

R2予算額
主な取り組み

H30決算額 R1決算額

食の知識や規則正しい生活習慣等を身につけさせるため、適切な給食指導を行うとともに、「丹後学」等を通して地場産物や郷土食に親しむ学習をするな
ど、家庭や地域と連携した食育の取り組みを進めます。

④ 児童生徒の体力・運動能力の実態や課題を的確に把握・分析し、小中学校の一貫した体育指導を進めます。

学校園、家庭及び地域が連携して子どもの運動・スポーツ環境の充実を図るため、学校体育施設の開放や学校支援ボランティア等を活用したスポーツ指
導を進めます。

第2次京丹後市総合計画
市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想」と、
その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体系化
した「基本計画」

平成27年3月
平成27年度～
令和6年度

 【参考】施策に関連するその他の計画
計画名称 計画概要 策定年月 計画期間 備考

１．健康な体づくり

２．地域スポーツ活動の推進

３．競技力の向上

４．社会体育施設の整備充実

①子どもの基本的な生活習慣の確立のため、学校園が連携し、発達段階に応じた系統的な指導を行うとともに、
その大切さについて家庭への啓発に努めます。
②喫煙・薬物乱用などの防止、各種感染症や生活習慣病の予防等に関する指導、エイズを含む性に関する指導
について、子どもの発達段階に応じた系統的な指導を行います。
③食の知識や規則正しい生活習慣等を身につけさせるため、適切な給食指導を行うとともに、「丹後学」等を通し
て地場産物や郷土食に親しむ学習をするなど、家庭や地域と連携した食育の取り組みを進めます。
④児童生徒の体力・運動能力の実態や課題を的確に把握・分析し、小中学校の一貫した体育指導を進めます。
⑤学校園、家庭及び地域が連携して子どもの運動・スポーツ環境の充実を図るため、学校体育施設の開放や学
校支援ボランティア等を活用したスポーツ指導を進めます。

ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴＰＬＡＮ

ＰＬＡＮ

88



↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

1

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

2

3

4

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

③

5

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

②

6

7

8

9

10

11

12

13

　峰山途中ケ丘公園陸上競技場を、日本陸連公認第３種陸上競技場として整備することにより、第
２次京丹後市スポーツ推進計画に掲げる「スポーツ・レクリエーション環境の整備・充実」を推進す
るとともに、スポーツを通じた交流人口の拡大、地域活性化を図る。

スポーツ推進委員をはじめ地区公民館、ＰＴＡ等と連携し、各種ニュースポーツ教室等の実施や各種スポーツ行事等への協力等、スポーツの普及を図り
ます。

② 市民の多様なスポーツニーズに対応した活動を充実するため、体育協会等の活動支援及び組織強化を支援します。

③ 市民の健康づくりとして、年齢や体力、目的に応じた日常的なスポーツ活動を促進するために、効果的なスポーツ情報と機会の提供を進めます。

① 学校体育団体と連携し、子どもたちの競技スポーツへの関心を高めるとともに競技力の向上を図るため、小中学校の一貫した指導を進めます。

② 体育協会と連携し、京丹後市総合体育大会の参加者の拡大及び競技力の向上に向けて大会の実施方法等について検討を進めます。

市民の競技スポーツへの関心を高めるため、トップアスリートによる指導機会の拡充に努めるとともに、トップアスリートの競技を観戦する機会の提供に努
めます。

④ 青少年のスポーツ活動における指導者を育成するため、研修機会の充実を図るとともに、ジュニアアスリートの育成・支援の方法について検討します。

① 社会体育施設機能の維持・改善のため、老朽化が著しい社会体育施設の改修・修繕等を進めます。

社会体育施設の利用実態を把握して利用率の向上を図るとともに、利用率の向上が見込めない施設や老朽化した施設については、見直しや代替利用
のあり方も含めて検討を進めます。

3,667       

保健体育総務一般経費 生涯学習課

5,987       6,312       

３．競技力の向上 決算額 （単位：千円）

現状維持

事務の改善

主な取り組み
H30決算額 R1決算額 R2予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

現状維持

　峰山途中ケ丘公園陸上競技場を、日本陸連公認第３種陸上競技場として整備することにより、第
2次京丹後市スポーツ推進計画に掲げる「スポーツ・レクリエーション環境の整備・充実」を推進する
とともに、スポーツを通じた交流人口の拡大、地域活性化を図る。

25,574      

-             697          -             

保健体育施設災害復旧事業 生涯学習課

　豪雨及び台風等の自然災害により被災した保健体育施設の災害復旧を行う。

峰山途中ヶ丘公園陸上競技場ﾘﾆｭｰｱﾙ事業 生涯学習課

12,940      192,969    

峰山途中ヶ丘公園陸上競技場ﾘﾆｭｰｱﾙ事業【繰越】 生涯学習課

-             4,910       -             

ｽﾎﾟｰﾂ施設整備基金 生涯学習課

560          9,152       　峰山途中ヶ丘公園陸上競技場のリニューアル事業の推進にあたり、京都府の補助金をスポーツ
施設整備基金に積み立てるもの。

決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
H30決算額 R1決算額 R2予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

-             -             

２．地域スポーツ活動の推進

現状維持「京丹後市の学校教育改革構想」に基づき、子どもたちの育ちと指導の一貫性を目指したより良い
教育の実現に向け、協議会及び専門部会で調査研究を行う。

小中一貫教育推進事業《再掲》 学校教育課

-             

１．健康な体づくり 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
H30決算額 R1決算額 R2予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

　市民にスポーツに関する指導を行うスポーツ推進委員を委嘱し、住民の求めに応じた身近な場
でのスポーツの機会を提供することにより、市民が気軽に親しめるスポーツ活動を推進し、本市の
スポーツの振興を図る。

生涯学習課

3,374       4,245       

ｽﾎﾟｰﾂ推進委員活動事業

444          253          現状維持　社会体育事業を円滑に実施するための事務経費のほか、スポーツ基本法に基づき設置したス
ポーツ推進審議会を運営し、市民の意見を反映したスポーツ環境の整備及びスポーツ活動の推
進を図る。

300          

19,364      19,811      現状維持　スポーツ団体による主体的な活動を支援し、市民へのスポーツの普及と振興を図るともに、ス
ポーツによる青少年の健全育成と体力の向上を図る。

地域ｽﾎﾟｰﾂ推進事業

6,163       

社会体育団体育成事業 生涯学習課

20,140      

　ライフステージに応じた各種スポーツ大会を実施することで、市民の生きがいの実感や健康づくり
を促進するとともに、スポーツを通した交流機会を確保しスポーツ人口の拡大を図る。

生涯学習課

改善・効率化　市民の身近なスポーツ活動の拠点施設として体育施設を管理することにより、地域スポーツの振
興とスポーツ競技力の向上を図る。

R2予算額

体育施設管理運営事業【繰越】 生涯学習課

9,126       -             -             　グラウンド内の部分的陥没が発生した豊栄山村広場グラウンドの原因調査を行い、復旧工事の
方策の検討を進める。

R1決算額
評価を踏まえた
今後の方向性

48,633      

主な取り組み

58,283      

生涯学習課

52,508      

体育施設管理運営事業

H30決算額

４．社会体育施設の整備充実 決算額 （単位：千円）

現状維持

終了・廃止

-             -             

終了・廃止

縮小

410,174    

　地域住民にとって身近で利用しやすい学校体育施設を開放及び維持管理することにより、ス
ポーツ及びレクリエーションの振興を図り、もって生活文化の向上に資する。

-             終了・廃止

事務の改善

1,928       3,296       2,836       

社会体育用学校開放施設管理運営事業 生涯学習課

　社会体育施設として活用している竹野体育館について、耐震診断の結果、耐震等の改修を行う
必要があると判断されたことにより、改修工事を行う。

竹野体育館改修事業【再編交付金活用事業】 生涯学習課
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 事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

14

15

16

17

18

1

2

３．教育振興計画で掲げている主な目標指標

％

％

％

％

％

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸﾎｽﾄﾀｳﾝ推進事業【繰越】 生涯学習課

-             15,229      -             　東京2020オリンピック・パラリンピックのホストタウン事業の実施により、スポーツツーリズムの推進、
インバウンドの増加及びスポーツによる地域活性化を図る。

ｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄ推進事業 生涯学習課

　東京2020オリンピック・パラリンピックのホストタウン事業の実施により、スポーツツーリズムの推進、
インバウンドの増加及びスポーツによる地域活性化を図る。

22,432      

決算額 （単位：千円）

H30決算額 R1決算額 R2予算額

上記の「主な取り組み」への位置付けが困難な事業

ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ関西推進事業 生涯学習課

723          

　観光分野と連携し、各種スポーツイベントの開催を支援することで、スポーツを通じた本市の魅力
を発信し、交流人口の増加を図る。

評価を踏まえた
今後の方向性

7,778       現状維持

事務の改善

11,669      10,160      7,672       現状維持

R6

朝食を毎日食べる児童の割合＜小学校＞ ％

97.8
「全国学力・学習
状況調査」児童
質問紙

H25 97.5 R1

朝食を毎日食べる生徒の割合＜中学校＞

91.1
「全国学力・学習
状況調査」生徒
質問紙

100 R6

R1 100

R6

平日、午前７時より前に起きる生徒の割合＜中学校＞

77.2
「全国学力・学習
状況調査」生徒
質問紙

H25

　
82.0
(全国学力・学習状況
調査の児童生徒質
問項目から外れたた
め京都府学力テスト
質問項目による)

R1 85％以上 R6

平日、午前７時より前に起きる児童の割合＜小学校＞

88.4
「全国学力・学習
状況調査」児童
質問紙

H25

　
87.9
(全国学力・学習状況
調査の児童生徒質
問項目から外れたた
め京都府学力テスト
質問項目による)

R1 100

成人の週１回以上のスポーツ実施率 ％
21.6
市民アンケート調
査結果

主な目標指標

年度

R1 全種目 R6

小学生(５年生）の体力テスト全国平均以上 種目
８種目中７
種目

東京２０２０ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ聖火ﾘﾚｰ事業 生涯学習課

-             955          4,155       現状維持

R6

平日、午後11時より前に寝る生徒の割合＜中学校＞

45.0
「全国学力・学習
状況調査」生徒
質問紙

H25

　
84.8
全国学力・学習状況
調査の児童生徒質
問項目から外れたた
め京都府学力テスト
質問項目による

R1 50％以上 R6

平日、午後11時より前に寝る児童の割合＜小学校＞

91.6
「全国学力・学習
状況調査」児童
質問紙

H25

　
97.2
全国学力・学習状況
調査の児童生徒質
問項目から外れたた
め京都府学力テスト
質問項目による

目標指標

H25
8種目中
5種目

R1

R1 95％以上

単位
計画作成時 実績値（現状） 目標値

年度 年度

65.0
(国の目標）

R6H24

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸﾎｽﾄﾀｳﾝ推進事業 生涯学習課

6,694       5,462       

基本的方針
　子どもたちのスポーツに親しむ習慣の確立や体力づくりに取り組み、たくましく健やかな身体を育みます。また、子どもから高齢者まで、だれもが
豊かで充実した生活を送ることができるよう、市民が生涯にわたってスポーツに取り組むことのできる環境づくりを進めます。

123,855    337,617    

7,161       

計

　ワールドマスターズゲームズ2021関西（WMG）の取組を通じて、本市の滞在型スポーツ観光の推
進、障害者スポーツの基盤づくり及び地域の活性化を図る。

562,264    

　東京2020ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ聖火ﾘﾚｰを実施することにより、大会の機運醸成、ﾎｽﾄﾀｳﾝ事業等の成功に資
するとともに、ｽﾎﾟｰﾂ振興、地域活性化などｽﾎﾟｰﾂによるまちづくりを推進する。

33.0 R1

全種目 R6

中学生(２年生）の体力テスト全国平均以上 種目

縮小

８種目中４
種目

H25
8種目中
4種目

H25 91.5
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４．施策の進捗状況の評価と今後の課題［基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

目標指標 単位
計画作成時 実績値（現状） 目標値

年度 年度 年度

R1 10 R6

R1

◎

○

《朝食を毎日食べる児童生徒の割合》
　朝食を毎日食べる児童生徒の割合は、小学生は増加し中学生はやや減少した。各校園における家庭向けの
啓発及び児童生徒への丁寧な指導により確実に定着してきているが、今後も保護者との連携を更に密にし、
児童生徒全員が朝食を毎日食べる取組を進めていく必要がある。

《平日、午前７時より前に起きる児童生徒の割合》
　平日午前7時より前に起きる児童生徒の割合は、小中学生ともに減少した。今後も継続して各校園で課題
を共有し、具体的な家庭への啓発等により改善を図っていく必要がある。

《平日、午後11時より前に寝る児童生徒の割合》
　平日午後11時より前に寝る児童生徒の割合は、中学生はやや減少したが小学生は増加し、小中学生ともに
高い水準である。今後も各校園で課題を共有し、具体的な家庭への啓発等により改善を図っていく必要があ
る。

《小学生(５年生）の体力テスト全国平均以上》
　小学校では、握力、上体起こし、長座体前屈が全国平均を下回ったが、前年度に比べて全国平均を上回る
種目が増加した。引き続き、体育科を含む各校の教育活動全体を通した体力づくりの取組等により、意識的
に課題のある運動能力について克服していく必要がある。

《中学生(２年生）の体力テスト全国平均以上》
　中学校では、握力、長座体前屈などが全国平均を下回ったが、前年度に比べて全国平均を上回る種目が増
加した。引き続き、体育科を含む各校の教育活動全体を通した体力づくりの取組等により、意識的に課題の
ある運動能力について克服していく必要がある。

《成人の週１回以上のスポーツ実施率》
　日常の中にスポーツを取り入れ、健康増進と体力の向上を図るため、スポーツ推進委員を中心に地域でのニュース
ポーツ教室等を開催するとともに、チャレンジデーイベントに初めて取り組み、気軽にスポーツに接する機会を提供し
た。
　ニュースポーツ教室は、年間1,000人を超える参加者があるが参加者が固定化されており、仕事や家事、育児、介
護等でスポーツをすることが難しい世代、また障害者、高齢者等に配慮した魅力ある行事の開催とスポーツ教室に関
する情報の提供が課題である。

《京都府民総合体育大会入賞競技数》
　入賞競技数も増加、市町村対抗の総合順位は8位となり、前年の9位から順位を上げた。今後は、来年度の2020年
東京オリンピック・パラリンピック、ワールドマスターズゲームズ2021関西を契機とし、競技力の向上を目指す。特に将
来性を有するジュニアアスリートを養成する支援体制を整えることが重要である。
　
《公共スポーツ施設の利用回数》
　スポーツの推進を図るため、積極的に体育施設の開放を行い、利用者の拡大に努めました。近年、公共施設の利
用者は減少傾向にあり、市内人口の減少によるものや市民のスポーツ種別が多様化したものと推測する。今後は、公
共施設の見直し計画による施設の集約化や指定管理者制度の導入等、より市民のニーズに則した施設環境づくりと
機会の提供が求められる。
　R2年度は新型コロナウイルス感染症の影響を受けるため、目標を下方修正する。

《スポーツイベント参加者数》
　スポーツ観光のまちづくりを推進するため、各種スポーツイベントの開催、ジオパークの魅力を活用したウルトラマラ
ソン等を開催することで市内外の参加者が気軽にスポーツができる環境を提供した。今後は各種イベントについて、
内外からの意見を聞き入れ、地域と一体となり地域資源等を取り入れ、工夫を行い、参加者が増える取り組みを行っ
ていく必要があります。
　R2年度は新型コロナウイルス感染症の影響を受けるため、目標を下方修正する。

○

▲

進捗状況区分 評価 令和元年度成果と今後の課題

R6公共スポーツ施設の利用回数

R1 13,661 R1 18,600 R6

主な目標指標

回
11,253
公共施設利用状
況調査結果

H24 10,543 13,000

京都府民総合体育大会入賞競技数 競技
6
京都府民総合体
育大会結果

H25 8

×

スポーツイベント参加者数 人 -

ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ
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５．今後の施策展開の考え方（令和2年～令和4年度までの主な取組）

5
　交流人口の増加等、地域活性化を図るため、事業効果の高いスポーツイベントを推進するととも
に、東京2020大会、WMG関西に向け、ホストタウンとしての取組、必要な施設整備を推進する。

施策展開の考え方

　子どもたちの基本的な生活習慣を確立させるため、学校園が連携し、発達段階に応じた指導を
継続するとともに、丹後学を通じた学習や、地産地消・給食指導など、家庭、地域と連携した食育
の取組みを更に推進する。

2
　市民のニーズに合ったスポーツの推進や、各地区の事業やＰＴＡ活動への協力を行うなど、多く
の人がスポーツに親しめる機会を設ける。また、競技性の高いスポーツについては体育協会と連
携し活動する機会を支援する。

3
　京丹後市体育協会の更なる組織強化等に向け法人化の検討を支援するとともに、引き続き財政
支援を行うことにより、各種スポーツ大会の実施や府民総合体育大会への出場選手の拡大を図
り、競技力の向上を目指す。

4
　市内には多くの社会体育施設が点在しているが、地域の大切なコミュニティの場としての役割も
大きいため、計画的な施設の修繕を実施する一方、利用が少ない施設の維持管理などについて
見直しを行う。

1

区分 No. 具　体　的　内　容

ＡＣＴ
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Ⅲ 学校評価自己評価
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１．学園小中一貫教育報告一覧

「目指す子ども像」、教 育 目 標

1 峰山学園

「教育目標」　　自己肯定感を持ち、自分の将来を展望し、共に学ぶ子の育成
「目指す子ども像」
　　　　　　　　意欲を持って自ら学ぶ子ども（知）
　　　　　　　　思いやりのある子ども（徳）
　　　　　　　　進んで心と体を鍛える子ども（体）

2 大宮学園

（１）教育目標　自他を尊重し、自ら学ぶ　子どもの育成
（２）目指す子ども像
　　　　　　　　○ 意欲的に学び、チャレンジする子ども（知）
　　　　　　　　○ 自他を大切にし、思いやりのある子ども（徳）
　　　　　　　　○ 心身を鍛え、活動的な子ども（体）

3 網野学園

「目指す子ども像」
　　　　　　　　あ：明るく元気に進んで学ぶ子　【知】意欲的に学習に取り組む子ども
　　　　　　　　み：みんななかよく支え合う子　【徳】規範意識をもち、仲間と支え合う子ども
　　　　　　　　の：のびのび生き生きやりぬく子【体】粘り強く心身を鍛え、やりぬく子ども
「学校教育目標」　将来に夢と希望をもち、郷土を愛し、知・徳・体の能力を伸ばす児童・生徒の
　　　　　　　　　育成を図る教育の推進

4 丹後学園

「目指す子ども像」
　　　　　　　　①ことばで伝え合い、主体的に学ぶ子　【知】
　　　　　　　　②自分を大切にし、人を思いやれる子　【徳】
　　　　　　　　③ねばり強く身体をきたえる子　　　　【体】
「教育目標」　　夢と希望と創造性あふれる豊かな心を持ち、未来に向けて主体的に生きる子どもの育成

5 弥栄学園 「教育目標」　　故郷を愛し、主体的に学び、心豊かで、たくましく生き抜く児童生徒の育成

6 久美浜学園

[教育目標]　　　ふるさとを愛し、意欲的に学び、やさしい心をもち、根気強く努力する子どもの育成
[目指す子ども像]
　　　　　　　（知）意欲的に質の高い学力を身につけようとする子ども
　　　　　　　（徳）自ら正しく判断、行動し、豊かな心をもつ子ども
　　　　　　　（体）心身を鍛え、粘り強く最後まで、協力して取り組む子ども

２．京丹後市立こども園、学校評価自己評価報告一覧

学　校　・　園　教　育　目　標

1 峰山こども園

“笑顔でつなごう。みんなの　てとて!!”
　―はなそう・つたえよう・みんなのおもい―
（１）生活に必要な習慣・態度を身に付け、健康な心と体で生きる力を育てる。
（２）主体的に活動し、言葉を介してコミュニケーション力を育てる。
（３）身近な人や地域とのかかわりを持つ力を育てる。

2 大宮こども園

「心豊かでたくましく、生き生きと遊ぶ子どもの育成」
〇健康で安全に活動する子どもの育成
〇身近な環境に自ら関わり、主体的に行動・活動する子どもの育成
〇人の話をしっかり聞き、自分の思いや考えを表現できる子どもの育成
〇素直で思いやりのある、積極的に関わり合う子どもの育成

3 網野こども園

（１）園児自らが環境に関わり、感動する体験を大切にし、豊かな感性を養う。
（２）自分の思いや考えを表現したり、行動したりする力を養う。
（３）園児を取り巻く生活環境や健康について実態を把握し、基本的生活習慣や態度を育てる。
（４）常に園内外の安全指導、安全対策に留意する。
（５）地域の自然や文化に触れ、生活体験や社会体験を豊かにする。

4 丹後こども園
　一人一人が生き生きと活動し、「楽しんで広がれ！つながれ！みんなえがお！」をテーマに、人とのかかわり
や様々な体験を通して心豊かでたくましく、やさしさがあふれ、「生きる力」をもつ幼児を育成する。

5 弥栄こども園

「ともだち　だいすき　つながるえがお」
～やってみたい！明日もやりたい！夢中になって遊ぶこどもをめざして～
〇さまざまなことに心を動かし、心豊かな子どもを育てる。
○生活に必要な習慣・態度を身につけ、健康な心と体を育てる。
○身近な人や地域とのかかわりを持つ力を育てる。

6 かぶと山こども園

こども園教育・保育目標「元気な体と豊かな心、生きる力を持ったたくましい子ども」
≪元気　勇気　笑顔　つながれ仲間≫「ぼくもわたしも　みんな大好き！」～包みこまれている安心感の中で、
のびのびと生きる子どもをめざして～
１ 園児自らが興味関心をもって環境に関わり、心豊かでたくましく、生きる力を育てる。
２ 人との関わりの中で、人に対する愛情と信頼感、人権を大切にする心を育てる。
３ 相手の思いを受け止めながら、自分の思いや考えを表現できる力を育てる。

学 園 名

学 校 名
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学　校　・　園　教　育　目　標

7 峰山小学校

社会の中で自立し、多様な人々と協働して、個性や能力を生かしながら創造的に生きることができる力を育て
る。
１　将来に生きて働く質の高い学力を育てる。
２　ものごとの価値、生き方・在り方を深く考え自律的に行動する力を育てる。
３　学んだことを生かして、社会に貢献しようとする態度を育てる。

8 いさなご小学校

教育目標「自己肯定感を持ち、自分の将来を展望し、共に学ぶ子の育成」
目指す子ども像
１　意欲を持って自ら学ぶ子ども
２　思いやりのある子ども
３　進んで心と体を鍛える子ども

9 しんざん小学校
１　一人一人が自己肯定感を持ち、いきいき活動する学校【児童・生徒】
２　「峰山学園卒業時の子どもの姿」に全教職員が責任を持つ学校【教職員】
３　保護者・地域に信頼される学校【保護者・地域】

10 長岡小学校

「峰山学園」の経営方針を踏まえ、教育活動全般を通して「自己肯定感を持ち自分の将来を展望し、共に学ぶ
子の育成」に努める。
　〈目指す子ども像〉
　　・意欲を持って自ら学ぶ子ども
　　・思いやりのある子ども
　　・進んで心と体を鍛える子ども

11 大宮第一小学校

◇　一人一人が輝き、生き生き活動する学校【児童】
◇　やりがいを持って自分の力を発揮する学校【教職員】
◇　安心して子どもを任せられる学校【保護者】
◇　他地域に誇れる地域とともにある学校【地域の方】

12 大宮南小学校

大宮学園　教育目標
「自他を尊重し、自ら学ぶ　子どもの育成」
・学級づくりを基盤にして、主体的・対話的で深い学びにつながる授業を研究し、確かな学力をつける。
・人権意識の育成を図る。
・体験活動の充実を図る。

13 網野北小学校

１　規範意識を醸成し、落ち着いた学校、落ち着いた授業により学力を付ける。
２　すべての子どもに、未来を展望し、自ら将来を切り拓く力を付ける。
３　思いやりをもち仲間と共に生きる、豊かな人間関係を築く力を育てる。
４　自然・人・社会とつながり、郷土を愛する心を育てる。

14 網野南小学校

網野学園小中一貫教育の目標から
「将来に夢と希望をもち、郷土を愛し、知・徳・体の能力を伸ばす児童・生徒の育成」
　　目指す子ども像
　　・ あかるく元気に進んで学ぶ子
　　・ みんななかよく支え合う子
　　・ のびのび生き生きやりぬく子

15 島津小学校

１　規範意識を醸成し、落ち着いた学校、落ち着いた授業により学力を付ける。
２　すべての子どもに、未来を展望し、自ら将来を切り拓く力を付ける。
３　思いやりをもち仲間と共に生きる、豊かな人間関係を築く力を育てる。
４　自然・人・社会とつながり、郷土を愛する心を育てる。

16 橘小学校

【教育目標】
　「将来に夢と希望をもち、郷土を愛し、知・徳・体の能力を伸ばす児童・生徒の育成を図る教育の推進」
【目指す子ども像】
　　あ：明るく元気に進んで学ぶ子　【知】意欲的に学習に取り組む子ども
　　み：みんななかよく支え合う子　【徳】規範意識を持ち、仲間と支え合う子ども
　　の：のびのび生き生きやりぬく子【体】粘り強く心身を鍛え、やりぬく子ども
【学園経営の基本方針】
　　自然・人・社会とのつながり、郷土を愛する心を育てる。（特に重視）

17 丹後小学校

教育目標（丹後学園共通）
『夢と希望と創造性あふれる豊かな心を持ち、未来に向けて主体的に生きる子どもの育成』
＜目指す学校像＞
１　よく考え学ぶ学校
２　友だちと仲良くする学校
３　最後まで粘り強く努力する学校
４　家庭・地域のつながりを生かした学校

18 宇川小学校

「夢と希望と創造性あふれる豊かな心をもち、未来に向けて主体的に生きる子どもの育成」
・将来を展望し、未来を拓くために充実した学校生活を送る学校【児童】
・目指す子ども像を基に、全教職員が連携を図り、責任を持つ学校【教職員】
・保護者・地域に信頼される学校【保護者・地域】

学 校 名
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学　校　・　園　教　育　目　標学 校 名

19 吉野小学校

１　生徒指導の３機能を生かした授業づくりと学級経営を推進し、基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得
　と思考力・判断力・表現力の育成、主体的に学びに向かう力の育成を図る。
２　確かな学びの力と豊かな人間性をはぐくみ、一人ひとりが大切にされる心の教育の推進に基づく、生きる
　力の育成を図る。
３　家庭・地域とつながり、信頼される学校・特色ある学校づくりを推進する。
４　学園の小中一貫教育を様々な取組を充実させながら、推進する。

20 弥栄小学校

「ふるさとを愛し、主体的に学び、心豊かで、
たくましく生き抜く児童生徒の育成」
・知識と技を磨き、活用する子
・自他の良さを知り、共に伸びる子
・心身をきたえ、何事もやりぬく子

21 久美浜小学校

学校教育目標の達成に向け、校訓「一生懸命」を意識した教育活動を推進する。
　１　質の高い学力をつけるための学習指導及び学習環境整備を進める。
　２　質の高い学力を培う基盤として、児童同士及び教職員と児童との好ましい人間関係の構築を一層進め
　　る。
　３　中学校卒業時の生徒像を常に意識し、学園教職員として互いに理解し合い、学園経営と学校経営の連携
　　を図りながら進める。

22 高龍小学校

意欲的に生活・学習に取り組む子どもの育成
―　子どもの実態や系統性を踏まえた指導　―
１　基礎基本の徹底
２　言語活動の充実（授業づくり）
３　家庭学習時間の確保

23 かぶと山小学校

久美浜学園教育目標
　ふるさとを愛し、意欲的に学び、やさしい心をもち、根気強く努力する子どもの育成
めざす児童像
　（知）意欲的に質の高い学力を身につけようとする子
　（徳）自ら正しく判断、行動し、豊かな心をもつ子
　（体）心身を鍛え、粘り強く最後まで協力して取り組む子

24 峰山中学校

【教育目標】
　　自己肯定感を持ち、自分の将来を展望し、共に学ぶ生徒の育成
【めざす生徒像】
・意欲を持って自ら学ぶ生徒
・思いやりのある生徒
・進んで心と体を鍛える生徒
【重点課題】
・小中一貫教育の手法を用いた授業改善と学力の向上
・豊かな人間性の育成と不登校の解消・未然防止

25 大宮中学校

１　夢や希望を持って未来を切り拓く能力と実行力の育成
２　学習意欲を高める授業改善と家庭学習の定着
３　健康な体と豊かな心の教育の充実
４　信頼され、開かれた学校づくり
５　教職員の資質能力の向上
６　大宮学園小中一貫教育の推進

26 網野中学校

将来に夢と希望をもち、郷土を愛し、知・徳・体の能力を伸ばす児童・生徒の育成を図る教育の推進
１　規範意識を醸成し、落ち着いた学校、落ち着いた授業により学力を身に付けさせる。
２　未来を展望し、将来を切り拓く力をすべての子どもに身に付けさせる。
３　思いやりをもち、仲間と共に生きる、豊かな人間関係を築く力を育成する。
４　自然・人・社会とつながり、郷土を愛する心を育成する。

27 丹後中学校
　開校６年目となる教育活動を充実させ、保護者・地域から信頼される学校経営を行う。
　生徒が「本気で本物に挑戦する」ための教育環境をつくり、自分の可能性に果敢に挑み力を伸ばすことに専
念させる。

28 弥栄中学校

困難な出来事であろうとも、問題解決に向けて習得した学びをもとに、考えをめぐらし適切な改善策を仲間と
共に力を合わせる人間性を涵養する。
・仲間と共に描いた夢や希望をあきらめることなく、実現しようとする生徒の育成

29 久美浜中学校

○規範意識の醸成を基盤とし、当たり前のことが当たり前にできる学校、「命」「今」「仲間」を大切にする
学校を目指す。
○久美浜学園小中一貫教育の利点を最大限に生かし、教職員間の共通理解を丁寧に図りながら系統的に実践を
積み上げる。
１　生徒の自尊感情を高め、好ましい人間関係を構築する。
２　学力の充実・向上方策を共有し、全教職員で実践を進める。
（１）学ぶ意欲の向上、基礎基本の徹底
（２）「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業改善、言語活動の充実
３　「久美浜学園学校地域連携推進協議会」や「地域学校協働本部」等と連携し、新たな仕組みを機能化させ
　地域とともにある学校づくりを目指す。

103



（別紙様式2） 

 

令和元年度 峰山学園小中一貫教育報告書 

 

１ 「目指す子ども像」、教育目標 

【目指す子ども像】 

「意欲を持って自ら学ぶ子ども（知）」「思いやりのある子ども（徳）」「進んで心と体を鍛える子ども（体）」 

【教育目標】 

 「自己肯定感を持ち、自分の将来を展望し、共に学ぶ子の育成」 

 

２ 小中一貫教育として解決を目指す重点課題、取組の柱とする内容 

 指導の重点「確かな学力の育成（授業研究）」「コミュニケーション能力の育成（生徒指導・特別活動」「評価を見
通した取組の充実」を各小・中学校の教育活動や校内研究・研修に位置付ける。 

（１）確かな学力の育成 
言葉の力の育成を土台として「わかる」「できる」授業を行い、自己肯定感を高めるため、学園で共通させる

指導の目標と視点を踏まえて、小学校から中学校まで一貫した実践を進める。（授業研究） 
    ※「確かな学力」を、峰山学園では、「生きて働く知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向か

う力・人間性等」を総合したものと捉える。 
ア 生徒指導の３機能を生かした授業を進める 

授業の中で目指す児童生徒の姿 （３目標） 
①自己決定をしている 

  ②自己存在感を感じている 
  ③共感的な人間関係をはぐくんでいる 
 
 
そのための指導方法 （３視点） 
  ①主体的に活動する場面が設定された授業 
  ②本時の目標が明確で「わかる」授業 
  ③学びを深める多様な学習形態を取り入れた授業 

イ 目標と指導と評価の一体化を進める 
   （ア）目標から単元総括テスト作成し、それを踏まえた指導計画と授業設計 
   （イ）単元総括テストの蓄積と検証 
（２）コミュニケーション能力の育成 
   確かな学力を育成する授業実践と連動し、言葉の力の育成を土台として生徒指導の３機能を踏まえた就学前

から中学校まで一貫する積極的な生徒指導を進める。（生徒指導・特別活動） 
  ア 生徒指導の３機能を生かした教育活動（積極的な生徒指導） 
  イ 自己肯定感を高める取組（特別活動） 
   （ア）学校や地域社会の一員として主体的に参加する取組 
   （イ）集団の中で豊かに人とかかわることができる取組 
（３）評価を見通した取組の充実 
  ア 学園評価・学校評価の結果に基づく学園経営の充実 
  イ 教育評価・指導評価の結果に基づく教育実践の改善 

 

３ 小中一貫教育の具体的な内容と評価 

項目 内容 評価（実践の過程・幼児児童生徒の姿・教職員の見方等） 

幼児児童生徒
の実態や課
題、目指す子
ども像や目
標、方針等の
共有方策 

（１）学園内の全ての学校が、年度当初か
ら目指す子ども像・教育目標を共通
化 

（２）学園内の全ての学校が、学園経営方
針を各学校の経営方針へ位置付け 

（３）学園内の全ての学校が、学園経営の
課題・重点について各学校の経営方
針へ位置付け 

（１）児童生徒の実態や課題などや目指す子ども像、
目標方針の共有について 

○年度当初の研修会で、峰山学園の児童・生徒実態か
ら明らかにした経営方針を全教職員で確認し、運営
ができた。 

○児童・生徒の状況については、各会・部会で共通理
解を図り、取組に生かしている。担任会でも、児童
の状況について交流を行ったり、指導方法等を学び
合ったりしている。 

（２）学校経営及び進行管理 
○経営会議を定期的に開催し、学園内の教育課題の把
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握・整理を行いながら、教育目標・目指す子ども像
の実現を目指して経営を行うことができた。 

〇経営会議で、運営部会、教育課程部会、生徒指導部
会、教育支援部会、学習指導部会の取組等を把握す
ることができた。 

○担任会の実践を進めるために、担当校長・教頭、教
務主任、指導教諭が担任会に入り、中学校数学科の
教員が５・６学年担任会に入り、学習指導部会と連
携できる組織となり、より充実した活動ができた。 

〇担任会で総括テストを交流することは、テストを作
成するために単元の指導構想をつくったり、５・６
年担任会では、中学校の先生方から意見をいただく
ことができたりして、自らの指導力の向上に役立っ
た。 

就学前から中
学校卒業まで
を見通して一
貫した指導、
教育課程 

（１）自己肯定感を育てる授業づくり・生
活づくり 

（２）汽水域を中心とした教育課程の編
成と一貫した指導 

（３）単元総括テストの作成と交流  
（４）京丹後市小中一貫教育モデルカリ

キュラムの積極的な活用 
（５）学力充実期間等の設定 
（６）中１ふりスタ 

（中学校１年生集中振り返り学習） 
（７）全ての学年でのふりスタ 
（８）中学校体験授業 
（９）「５年生・６年生の心得」 
（10）二分の一成人式（小学校４年生）、 

立志式（中学校２年生） 
（11）こども園、小学校の接続を中心とし

教育課程の編成と一貫した指導 
（12）小１アプローチプログラム・スター

トカリキュラムの実践と検証と改善 

就学前から中学卒業までを見通した一貫した指導
の充実と教育課程編成を行う。 
 本年度、０期、Ⅰ期～Ⅲ期をより意識した指導を行
うことを年度当初で確認した。教育課程部会、担任会
で峰山学園の児童生徒につける力の検討を行ってき
た。このことが、一貫性・系統性のある教育課程によ
る指導につながっていく。 
（１）児童生徒の実態や課題、目指す子ども像の共有 
○経営会議で決定したことを各校へ持ち帰り、目指す
子ども像の実現に向けて実践を積み上げることが
できた。 

（２）就学前から中学卒業までを見通して一貫した指
導、教育課程 

○年間４回校園長会を実施し、連携を深め、１０年間
を見通した指導について取組を進めることができ
た。また、教育支援部会へのこども園の参加、１年
担任会（こども園の参加）・教育課程会議の取組で、
園児・児童の連携した支援を行うことができるよう
にしてきた。 

●こども園等から小学校へ、小学校から中学校への子
どもに関わる情報については、個人情報であること
を踏まえた対応と内容については、毎年確認をして
より良いものにしていく必要がある。小１アプロー
チプログラム・スタートカリキュラムも改善し、実
践する。 

〇本年度、教育目標、目指す子ども像の実現を目指し
て、０期、Ⅰ期～Ⅲ期までの指導・支援の在り方に
ついて明確にしようと確認をして教職員が、協働し
て指導・支援を行ってきた。次年度以降もさらに０
期、Ⅰ期～Ⅲ期までの指導・支援の在り方について
明確にしていく。 

○指導の重点である確かな学力の育成では、生徒指導
の３機能を生かした授業づくりを各小・中学校で進
めることができた。また、秋季研修会と年度末研修
会では、学習指導部会が中心となって取り組み、授
業研究会等での実践交流を通して、授業改善を図る
ことができた。 

○１中学校４小学校だから実施する必要性があるこ
と「中学校体験授業」「小学校合同校外学習」等に取
り組むことができた。また、「乗り入れ授業（小中連
携加配）」（体育）にも取り組むことができた。中学
校の授業について児童は知ることができ、有用であ
る。 

○児童生徒に基礎基本の力を身に付けさせるため、小
４ふりスタ・６年生春季宿題の共通化・中１ふりス
タ等の取組を継続・充実させるとともに小１～小５
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までの各学年の学習の振り返りにも取組を広げる
ことができた。 

○各校で積極的な生徒指導の取組として児童会・生徒
会活動等だけでなく、授業にも生徒指導の３機能を
生かす取組ができ、おおむね落ち着いた状況で生活
できている。 

○ＳＮＳに係る指導を小・中学校で進めることができ
た。 

●ＳＮＳにかかる指導については、ＰＴＡとの連携が
必要であるので、運営会議とも連携して進める。 

〇「二分の一成人式」「立志式」に取り組み、自分の将
来を展望する子どもたちを育てることができてき
ている。今後学園としてねらいや趣旨を共通化し
て、育成すべき力の実現を目指す。 

〇今後も、「５・６年生の心得」などは、常に児童生徒
の実態を踏まえ、検討を行い、全員で確認をしなが
ら指導を進めていく。 

幼児児童生
徒、教職員の
交流と協働 

（１）目指す子ども像の実現・目指す教師  
  像の意識化に向けた教職員の協働及

び教職員の交流 
ア 教職員の合同研修会・実践交流

の実施 
イ 授業を通した研修会 
ウ 担任会を通した研修 

（２）「集団の中で豊かに人とかかわる
力」や「コミュニケーション能力」を
高めることを目的とした子どもの交
流を図る行事等の計画・実施 
ア 峰山中学校合唱祭 
イ 部活動体験 
ウ 合同授業・学びの交流等 
エ 体育祭等 
オ 生徒指導の３機能を生かした

「わかる・できる」授業実践 
カ 学校や地域の一員として主体的

に参加する取組 
 

○「『わかる』『できる』授業を推進するために小・中
学校で共通確認する指導の視点」「生徒指導の３機
能を生かした授業」について小中学校ともに授業研
究に取り組むことができ、授業改善を前進させるこ
とができた。 

○全教職員の研修会での実践研究及び各部会での実
践交流を通して、教職員の交流を図ることができ
た。 

○峰山中学校合唱祭・クリーンキャンペーン・部活動
体験・体育祭・ふれあい交流会等、児童生徒は交流
を通して中学校への不安を解消したり、自己肯定感
を高めたりすることができた。 

○小学校合同校外学習・合同授業等を通して小小の交
流を深め、豊かな学習を創り上げたりすることがで
きている。 

○交流会等への峰山高等学校教員の参加など、高等学
校との連携を今後も進めていく。 

家庭、地域社
会との連携、
情報発信 

（１）家庭・地域への情報発信 
（２）学校支援ボランティアの活用 
（３）家庭との連携 

○学園の課題（基本的な生活習慣や家庭学習習慣の確
立、ほめて育てる家庭教育等）と連携した峰山学園
ＰＴＡ統一目標を策定したり、具体的にＰＴＡ挨拶
運動（峰山学園ＰＴＡみんなでおはよう運動及び交
通安全指導）を実施したりすることができた。 

○小中一貫教育学園コーディネーターの役割を明確
にし、学園だより・ホームページ・リーフレットの
作成を運営会議と分担したことで、学園の教育活動
を保護者・地域に丁寧に広報することができた。 

○地域コーディネーターの配置を受け、学校支援ボラ
ンティア等を活用し、市民が、学校教育活動に積極
的に参加できる取組を進めることができた。 

○ＳＮＳについて、各小中学校で実態に合わせてＰＴ
Ａと連携して取り組むことができた。今後もＳＮＳ
に係る指導をＰＴＡと連携して進めていく。 
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４ 今年度の成果と課題 改善方策 

成果と課題 改善方策 

≪成果≫ 
１ 児童生徒、教職員アンケート結果より 
・峰山学園の小中一貫教育の成果は顕著に現れ、峰
山学園の児童生徒の課題解消や軽減等は着実に
進んでいる。 

２ 峰山学園の教職員のアンケートによって確実に
小中一貫教育で目指している指導が浸透しつつ
ある。授業について小・中学校の教員が協議でき
るようになってきた。 

３ 学園経営及び進行管理について 
 ・経営会議が運営会議、教育課程会議及び生徒指導

部、学習指導部などを統括する必要があり、組織
改編を行った。 

・担任会の実践を進めるためにより機能的な組織
体制にして、担任会がより授業づくりの実践推
進を担うよう学習指導部と連携できるようにし
た。 

・担任会の活動内容（総括テスト、学習の振り返り）
を明らかにし、授業改善や学力向上に繋がる実
践を取り組むことが出来た。 

・学園が標榜している授業改善の３つの柱（授業を
見る視点、生徒指導の３機能、目標と指導と評価
の一体化）に焦点化した実践を進めることが出
来た。 

３ １０年間を見通して一貫した取組について 
・「目標と指導と評価の一体化」を具体化するため
の実践を担任会に位置付け学習指導部と連携し
ながら（言葉の力の育成：思考する力・判断する
力・表現する力）に焦点を当てた評価テストの作
成等に取り組むことができた。 

・生徒指導の３機能を育む授業の推進に向けて、学
習指導部会と生徒指導部会が連携し、授業研究
会等での実践交流を通して、授業改善を図るこ
とができた 

・１０年間を見通した連携・一貫した指導となるよ
う分掌や分掌の任務の改善を進める。 

 特に、０期～Ⅲ期に目指す児童生徒像を具体化
してその指導を行う。学園内で各期に身に付け
させる力を協議して明らかにすることができ
た。 

・児童生徒に基礎基本の力を身に付けさせるため、
小４ふりスタ・６年生春季宿題の共通化・中１ふ
りスタ等の取組を継続・充実させるとともに小
１～小５までの各学年の学習の振り返りにも取
組を広げることができた。 

・「５年生・６年生の心得」の取組だけでなく、各
校で積極的な生徒指導の取組として児童会・生
徒会活動等だけでなく授業にも生徒指導の３機
能を生かそうとすることで、コミュニケーショ
ン能力を高めることができてきている。また、
「二分の一成人式」「立志式」にも取り組み、自
分の将来を展望する子どもたちを育てることが
できてきている。 

・「自己肯定感を高め、『わかる』『できる』授業を
推進するために小・中学校で共通確認する指導
の視点」「生徒指導の３機能を生かした授業」に
ついて小中学校ともに授業研究に取り組むこと
ができ、授業改善を大きく前進させることがで

改善方策 
○令和２年度は、現体制（１中学校４小学校２子ども園の組
織図及び組織体制）で運営していく。 

○担任会の取組の継続・発展 
 担任会…今年度の体制を維持し次の内容に取り組む。 

①学年の学習内容の復習のための課題づくり 
②目標と指導と評価の一体化を具体化する総括テスト
づくりをすることによる指導力の向上を図る。 

③０期～Ⅲ期の指導目標を踏まえた指導の充実を図
る。 

○小・中学校教員の研修会 
授業づくりを中心とした協議を行い、小中学校で指導
力の向上を図る。 

○令和２年度の目指す子ども像・教育目標・目指す教師像に
ついて、小中一貫教育推進の手引きをもとに検討を行う。 

【令和元年度】 
１ 目指す子ども像 
  意欲を持って自ら学ぶ子ども（知） 
  思いやりのある子ども（徳） 
  進んで心と体を鍛える子ども（体） 
２ 教育目標 
「自己肯定感を持ち、自分の将来を展望し、共に学ぶ子の
育成」 

３ 目指す教師像 
  教育的愛情と、使命感・情熱に満ちている教師 

人間的魅力にあふれている教師 
高い「専門性」と「授業力」を持ち、確かな学力をつ
けることができる教師 
児童生徒、保護者、同僚、地域の人から信頼される教 
師 
「京丹後」への理解と愛情と、国際的な視点に立った
教育を進めることができる教師 

４ 学園経営方針 
（１）一人一人が自己肯定感を持ち、いきいき活動する学園

【児童・生徒】 
  ア 自分の将来を展望し、意欲を持って学ぶことがで

きる取組を進める。 
  イ 自分の思いや考えが表現でき、共に学び、思いやる

ことができる取組を進める。 
  ウ 粘り強く挑戦し、自らの心や体を鍛えることがで

きる取組を進める。 
（２）「中学校卒業時の子どもの姿」に全教職員が責任を 

持つ学園【教職員】 
ア 児童生徒の願い・希望・悩みに正面から向き合い、

共感的理解と指導に努める。 
  イ 「わかる」「できる」授業・生活の創造に取り組み、

専門性の向上を図る。 
  ウ １０年間を見通して一貫性・系統性のある指導 

を行う。 
  エ 互いに学び合い、協働的な教育活動を展開する組

織を構築する。 
  オ  保護者や地域の人達と連携して児童生徒の社会的

自立を図る指導を進める。 
（３）保護者・地域に信頼される学園【保護者・地域】 
  ア ＰＴＡ・地域と連携した自己肯定感を高める取組

を進める。 
  イ 保護者・地域へ双方向の情報発信を行う。 
  ウ 市民が学校の教育活動を積極的に支援する取組を
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きた。 
・小中一貫教育コーディネーターの役割を明確に
し、学園だより・ホームページ・リーフレットの
作成を運営会議と分担したことで、学園の教育
活動を保護者・地域に丁寧に広報することがで
きた。 

 
≪課題≫ 
１ 令和２年度学園経営に向けて 
（１）組織体制及び運営上の改善 
・１０年間を見通した連携・一貫した指導となるよ
う分掌や分掌の任務の改善を進める。特に、０期
～Ⅲ期に目指す児童生徒像を目指した指導をさ
らに進める。 

（２）令和２年度に向けての重点的な課題・取組方 
   向 
【教育目標・目指す子ども像・学園経営方針】 
・令和２年度についても、学園として教育目標「自
己肯定感を持ち、自分の将来を展望し、共に学ぶ
子」の実現に向けて、ＰＤＣＡサイクルで、学園
経営を行っていく。 

【学園指導の重点】 
・特に「確かな学力の育成」に関する取組では、「目
標と指導と評価の一体化」を進めて行く。小小連
携で、単元末総括テストの作成・実施・評価・改
善に力を入れて取組を更に進める。 

・「目標と指導と評価の一体化」について、中学校
での実践の分かる化を進める。 

・夏季研修については、教職員の指導力量を高めて
いく取組の大きな節としていく。特に授業づく
りを重点として取組を行う。 

・授業研究については、学習指導部会が中心とな
って「自己肯定感を高め、『わかる』『できる』授
業を推進するために小・中学校で共通確認する
指導の視点」「目標と指導と評価の一体化」「生
徒指導の３機能を生かした授業」を基に行う。
小中全教職員が授業研究にかかわるためにも、
各校で視点を明確にした実践を積み上げる。 

・「確かな学力の育成」 「コミュニケーション能
力の育成」では、「言葉の力の育成」に焦点を当
てた実践を進める。 

・生徒指導部会では、各校で取り組まれている積極
的な生徒指導の取組を交流し、自己指導能力・人
間関係力を身に付ける指導方法・取組について
実践を積み上げていく。その中で、中学校卒業時
に付けるコミュニケーション能力を明らかにし
ていく。同時に、指導者として各学年・発達段階
に応じてそのためにどのような手立てが必要か
検討していく。 

・学園評価について、方針に基づいて早い段階か
ら、評価の計画・見通しを持ち、学園運営協議会
での評価により指導の改善を図る。 

・教育評価（総括テスト等）から、教育指導を実践
していく。ゴールや出口を明らかにすることで
より質の高い取組を行う。 

 保護者、地域の方々の評価については変更を加
える。 

【小中一貫教育の具体的な内容】 
・０期・Ⅰ期～Ⅲ期の実践を明確にし、小中一貫教
育の姿を確認する。 

進める。 
○学園指導の重点 

指導の重点「確かな学力の育成（授業研究）」「コミュニ
ケーション能力の育成（生徒指導・特別活動」「評価を
見通した取組の充実」を各小・中学校の教育活動や校内
研究・研修に位置付ける。 

  教育課程部会が担任会等で協議して作成した（０）Ⅰ～
Ⅲ期における「目指す姿一覧」を意識した指導を行う。 

（１）確かな学力の育成 
生徒指導の３機能を生かした「わかる」「できる」授
業を行い、自己肯定感を高めるため、学園で共通させ
る指導の目標と視点を踏まえて、小学校から中学校
まで一貫した実践を進める。（授業研究） 

   ※「確かな学力」を、峰山学園では、「生きて働く知
識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向
かう力・人間性等」を総合したものと捉える。 

ア 生徒指導の３機能を生かした授業を進める 
授業の中で目指す児童生徒の姿 （３目標） 
①自己決定をしている 

     ②自己存在感を感じている 
     ③共感的な人間関係をはぐくんでいる  

そのための指導方法 （３視点） 
     ①主体的に活動する場面が設定された授業 
     ②本時の目標が明確で「わかる」授業 
     ③学びを深める多様な学習形態を取り入れた 

授業 
イ 目標と指導と評価の一体化を進める 

   （ア）目標から単元総括テスト作成し、それを踏まえ
た指導計画と授業設計 

   （イ）単元総括テストの蓄積と検証 
（２）コミュニケーション能力の育成 
   確かな学力を育成する授業実践と連動し、言葉の力

の育成を土台として生徒指導の３機能を踏まえた就
学前から中学校まで一貫する積極的な生徒指導を進
める。（生徒指導・特別活動） 

  ア 生徒指導の３機能を生かした教育活動（積極的な
生徒指導） 

  イ 自己肯定感を高める取組（特別活動） 
   （ア）学校や地域社会の一員として主体的に参加する

取組 
   （イ）集団の中で豊かに人とかかわることができる取

組 
（３）評価を見通した取組の充実 
  ア 学園評価・学校評価の結果に基づく学園経営の充    
    実 
  イ 教育評価・指導評価の結果に基づく教育実践の改 
    善 
 
〇 小中一貫教育の具体的な内容 
１ 児童生徒の実態や課題、目指す子ども像や目標方針の

共有に向けて 
（１）学園内の全ての学校が、目指す子ども像・教育目標を

共通化 
（２）学園内の全ての学校が、学園経営方針を各学校の経営

方針へ位置付け 
（３）学園内の全ての学校が、学園経営の課題・重点につい

て各学校の経営方針へ位置付け 
２ 就学前から中学校卒業までを見通して一貫した指導、

教育課程 
（１）峰山学園の目指す子ども像を見通した指導と教育課
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（３）令和２年度に向けての年間計画・行事の見直し 
   
 

程の作成 
  ア 自己肯定感を育てる授業づくり・生活づくり 
  イ 汽水域を中心とした教育課程の編成と一貫した指    
    導 
   ・小６児童の不安感や中１生徒の困り感の再検証 

中１ギャップの捉え直し 
・単元総括テストの作成と交流と検証 
・京丹後市小中一貫教育モデルカリキュラムの積極

的な活用 
・学力充実期間等 
・乗り入れ授業 
・小学校高学年での一部教科担任制(音楽科) 
・中１生集中振り返り学習 
・全ての学年でのふりスタ 
・中学校体験授業（年２回） 
・二分の一成人式（小４生）、立志式（中２生） 

ウ ０期Ⅰ期～Ⅲ期の目指す姿を達成できる指導につ
いて協議、実践していく。 

エ こども園と小学校の接続を中心とし教育課程の編
成と一貫した指導 

・小１アプローチカリキュラム・スタートカリキュラ
ムの実践と検証 

３ 子ども、教職員の交流と協働 
（１）「目指す子ども像」の実現・「目指す教師像」の意識化

⇒教職員の協働及び教職員の交流 
ア 教職員の合同研修会・実践交流の実施 

  イ 授業を通した研修会 
ウ 担任会を通した研修 

（２）「集団の中で豊かに人とかかわる力」や「コミュニケ
ーション能力」を高めることを目的とした子どもの
交流を図る行事等の計画・実施 

ア 峰山中学校合唱祭 
イ 部活動体験・作品展 
ウ 合同授業・学びの交流等 
エ 峰山中学校体育祭（自由参加） 
オ 生徒指導の３機能を生かした授業実践 
カ 学校や地域の一員として主体的に参加する取組 
キ クリーンキャンペーン 

４ 家庭、地域社会への積極的な情報発信 
（１）峰山学園運営協議会による評価の実施と学園の目標、

教育活動の保護者・地域住民への積極的な情報発信 
（２）中学校区の家庭教育の課題（基本的な生活習慣や家庭

学習習慣の確立、ほめて育てる家庭教育等）を踏まえ
た「峰山学園」ＰＴＡ統一目標の設定 

（３）「峰山学園」ＰＴＡ統一目標に沿った校区全体及び各
学校での具体的取組の計画・実施 

（４）学園の教育活動に支援体制（学校支援ボランティア
等）の機能化と充実 
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（別紙様式2） 

 

令和元年度 大宮学園小中一貫教育報告書 

 

１ 「目指す子ども像」、教育目標 

（１）教育目標 

自他を尊重し、自ら学ぶ 子どもの育成 

（２）目指す子ども像 

○ 意欲的に学び、チャレンジする子ども（知） 

○ 自他を大切にし、思いやりのある子ども（徳） 

○ 心身を鍛え、活動的な子ども（体） 

 

２ 小中一貫教育として解決を目指す重点課題、取組の柱とする内容 

（１）確かな学力の育成：「言語活用カリキュラム」の継続 

  ①基礎学力の向上を目指した「主体的・対話的で深い学び」による授業づくり 

  ②小中接続を充実させるための授業づくり、授業計画の策定 

  ③「ことばの力」「思いやる心」「つながる力」の育成を目指した授業づくり 

  ④保幼小の接続のためのアプローチプログラム・小１スタートカリキュラム 

（２）人権意識の育成：「人権教育カリキュラム」の継続 

①人権教育の理念に基づく「自他を大切にする心」を育成するための教育活動の充実 

   全ての教育活動で「ことばの力」「思いやる心」「つながる力」の育成 

  ②人権意識を育成するための人権学習の充実 

（３）連携・体験活動の充実 

  ①５歳児１年生・汽水域を中心にした効率的・効果的な連携教育活動、体験活動の充実 

  ②体験活動を通して「ことばの力」「思いやる心」「つながる力」の育成 

  ③効率的・効果的な共通した学校のきまり（学習・生徒指導・家庭連携） 

  ④夢・未来式（４年生・中３年生） 

（４）目指す子ども像の実現を見通した教職員の交流と協働 

①教職員の授業研究（主体的・対話的で深い学び） 

②合同研修会・実践交流会の実施 

（５）家庭、地域社会への啓発、情報発信 

①中学校区の家庭教育の課題を踏まえた「大宮学園」ＰＴＡ統一目標の策定 

②大宮学園ＰＴＡによる「家庭のやくそく」の継続、親のための応援塾の継続 

③大宮学園ＰＴＡ統一目標に沿った校区全体及び各学校での具体的取組の計画・実施 

④大宮学園教育支援協議会による大宮学園教育環境づくりの推進 

⑤「大宮学園」学校評価の実施と保護者・地域住民への啓発 

 

３ 小中一貫教育の具体的な内容と評価 

項目 内容 
評価 

（実践の過程・幼児児童生徒の姿・教職員の見方等） 

幼児児童生徒の

実態や課題、目

指す子ども像や

目標、方針等の

共有方策 

(1)学園内の全ての学校が、教育目標、目 

指す子ども像を共通化する。 

(2)学園内の全ての学校が、学園経営計画 

を各校の経営計画へ位置づける。 

(3)学園内の全ての学校が、学園児童実態・ 

課題、学園重点方針等を各校の経営計 

画へ位置づける。 

(4)学園小中一貫教育推進部会による理 

(1)学園教育目標及び目指す子ども像に向けて、学園 

内の２園所、３校での共通化に取り組んだ。 

(2)学園経営計画を各園所、学校の経営計画に位置付 

  け、経営の充実に取り組んだ。 

(3)学園教育課題、各会議・部会の推進状況を把握し、 

  学園経営を統括し、一貫した教育指導・活動の充実 

に努めた。 

(4)経営会議で園所・校の連携を図り、１０年間の一貫 

した指導の充実に努めた。 
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論・実践研究成果を各校に波及させる。 (5)学園小中一貫教育推進３部会の実践研修成果を、 

  各園所・校の運営に波及することができた。 

就学前から中学

校卒業までを見

通して一貫した

指導、教育課程 

(1)大中校区小中一貫校教育課程の編成 

 ①汽水域指導プログラムの推進等 

  ・小中学校での乗り入れ授業の計画・ 

実施（加配の活用） 

  ・５・６年生での一部教科担任制 

  ・中学校授業体験（年２回） 

 ②Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期の学習への円滑な接

続 

  ・アプロ―チプログラム、小１スター 

トカリキュラム（５歳児担任・１年

担任） 

・夢・未来式の実施（小４年生・中３

年生） 

・小４・中１ふりスタ 

・春季休業中の共通宿題（６年生） 

 ③家庭学習の充実 

  ・家庭学習の統一手引き 

  ・家庭学習がんばり旬間 

(2)学力充実向上に関する取組の進行管理 

 ①学力調査と分析 

 ②授業充実・授業力向上 

(3)生徒指導・教育相談の一貫・接続 

 ①５・６年生の心得 

②共通の生活の決まり 

③情報モラル教室 

④保園小中連携シート 

(4)モデルカリキュラムに係る推進 

 ①モデルカリキュラムの研修 

 ②モデルカリキュラムの年間指導計画 

への位置付け 

(1)大中校区小中一貫校教育課程の編成について 

 ①汽水域指導プログラムの推進等について 

  ・小中連携加配に乗り入れ授業（音楽）を実施し、 

    児童の実態把握や指導に効果があった。 

  ・人権教育加配が小学校での学習補助にあたるこ 

とで、児童支援や児童の状況把握に効果があっ 

た。 

  ・英語指導について、小学校との授業研究を進め 

ることで、授業づくりについての協働が進んだ。 

 ②Ⅰ期、Ⅱ期、Ⅲ期の学習への円滑な接続について 

  ・保園と小学校との連携のもと、小１プロブレム 

   の解消に向けての取組を行うことができた。 

  ・小４と中３で、夢・未来式に取り組んだ。 

  ・６年生を対象に共通テスト（数学）を実施し、 

中学入学後のテストに係る不安解消に向けて取 

り組んだ。 

 ③家庭学習の充実について 

  ・家庭学習の手引き、家庭学習がんばり旬間によ 

り、家庭学習習慣の向上に取り組んだ。 

(2)学力向上に関する取組の進行管理について 

 ①学力充実部で学力分析を行うとともに、視点を明 

らかにした年間２回の大宮学園授業研究会を行 

い、授業づくりに取り組んだ。 

 ②教科指導の連携・接続を目指し、担任会、小中連 

携による指導研究に取り組んだ。 

(3)生徒指導・教育相談の一貫・接続 

 ①学園として小中各校、一貫校ＰＴＡで情報モラル 

  学習を実施し、多くのことを学ぶことができた。 

 ②事例研究、引き継ぎシート等の充実に取り組めた。 

(4)モデルカリキュラムに係る推進について 

 ①学園としてモデルカリキュラムをもとにした授業 

  の実施を行った。 

 

幼児児童生徒、

教職員の交流と

協働 

(1)連携・体験活動 

 ①人権意見発表会（学校毎） 

②合唱祭  ③体育祭（招待状） 

④部活動体験  ⑤体験授業 

⑥花いっぱい運動（学校毎） 

(2)幼児・児童・生徒交流活動 

①児童会・生徒会交流活動 

 ②挨拶運動  ③生徒会アドバイス 

 ④児童会・生徒会スローガン 

(3)教職員の交流と協働 

①担任会（小小担任会、１年担任と５ 

歳児担任、６年担任と中１担任） 

②授業研究 ③合同研修・実践交流会 

(1)連携、体験活動、幼児・児童・生徒交流について 

 ①「おおみや学園のうた」ができ、合唱祭等行事や 

取組の中で園所校で学園の歌として歌うことがで 

きた。 

 ②児童会・生徒会交流活動、挨拶運動（ハイタッチ 

モーニング）、部活動体験等、計画通りに取り組め 

た。 

 ③掲げた大宮学園スローガンを意識して、取り組む 

ことができた。 

(2)教職員の交流と協働について 

 ①合同授業研究会で、授業づくりについて学ぶ機会 

は意義があり、今後も充実を図りたい。 

 ②３部会での現状分析、実践交流に取り組んだ。 
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項目 内容 
評価 

（実践の過程・幼児児童生徒の姿・教職員の見方等） 

家庭、地域社

会との連携、

情報発信 

(1)中学校区の家庭教育課題を踏まえた 

「大宮学園」ＰＴＡ統一目標の策定 

(2)大宮学園ＰＴＡによる「家庭のやく 

そく」の取組 

(3)大宮学園ＰＴＡ統一目標に沿った校区 

全体及び各学校での具体的取組の計 

画・実施 

(4)大宮学園教育支援協議会運営と大宮学 

園教育環境づくり 

(5)「大宮学園」学校評価の実施と保護 

者・地域住民への啓発 

(1)大宮学園ＰＴＡの目標策定とともに、「令和版 家 

庭の心得」を配布し、掲示することができた。 

(2)大宮学園ＰＴＡ事業計画に基づき、「エプロンで 

おはよう 挨拶運動」や「情報モラル学習会」等、 

計画的に実施することができた。 

(3)大宮学園教育支援協議会による地域連携、教育支 

援を進めることができた。また、学園コミュニティ・ 

スクールに向けた取組を進めることができた。 

(4)学園だより、ホームページの更新等で、教育活動 

 の発信に努めた。 

(5)学園評価を実施し、今後に向けた評価をいただい 

た。 

 

４ 今年度の成果と課題 改善方策 

成果と課題 改善方策 

【成果】 

 (1)小中一貫教育の重点（学力・体験活動・不登校） 

   と「大宮学園目指すこども像」整合性を図り、 

   『連携・体験活動の充実』を経営の重点として 

   推進できた。 

 (2)学園３会議（経営、運営、教育課程）及び３ 

部会（学力充実、人権・生徒指導、教育支援） 

が機能させ、計画的に学園の事業・取組を進め 

ることができた。 

 (3)すべての教育活動で「ことばの力」「思いやる 

   力」「つながる力」の育成に向けて取組を推進す 

   ることができた。 

 (4)２度の授業研究会（市小中一貫教育授業研究 

   会含む）や講師を招聘した学園研修等を通して、 

主体的・対話的で深い学びによる授業改善を進 

めることができた。 

 

【課題】 

 (1)学園評価を受け、小中一貫教育の３つの目的の 

共通理解を丁寧に行い、その共通理解に基づき、 

大宮学園小中一貫教育の目標、教育指導の重点、 

教育指導・活動の充実を図る。 

 (2)大宮学園小中一貫教育の目標・教育指導の重点 

   を踏まえ、一貫した教育指導・教育活動を一層 

   充実させるための学園経営の充実を図る。 

 (3)大宮学園教育支援協議会の学園運営協議会（学 

園コミュニティ・スクール）への円滑な移行を 

図り、より地域とともにある学園（学校）を目 

指す。 

 

【課題】に対して 

(1)学園評価を受け、小中一貫教育の３つの目的の共通理 

解を丁寧に行い、その共通理解に基づき、大宮学園小中

一貫教育の目標、教育指導の重点、教育指導・活動の充

実を図る。 

 ① 市の教育課題改善のため、小中一貫教育の目的につい 

ての共通理解を当初全体会で確実に行う。 

 ② その具現化に向け焦点化した大宮学園小中一貫教育 

  の重点策定を行う。次年度も今年度評価に基づき、『連 

携・体験活動の充実』、特に「精選（効果的・効率的） 

と教職員のニーズへの対応」をキーワードとして取り組 

む。 

 ③ 指導の重点の具現化に向けて、学園で一貫して取り組 

むことの整理を行い、評価の充実を図る。 

(2)大宮学園小中一貫教育の目標・教育指導の重点を踏ま 

え、一貫した教育指導・教育活動を一層充実させるため 

の学園経営の充実を図る。 

 ① 大宮学園３会議と教育課程推進３部会の経営及び活 

動の充実と各校への効率的な接続を図る。 

 ② 連携教育活動を効果的・効率的に進める。 

 ③ 主体的・対話的で深い学びに向けた授業研究を効果 

的・効率的に進める。 

 ④ 担任会・教科部会等を効果的・効率的に進める。 

 ⑤ ３つの力（ことばの力・思いやる力・つながる力）の 

  育成に向けた授業づくりを進める。次年度から大宮第 

  一小学校が府小研特別活動研究協力校の指定を受ける 

こととなり、特別活動での連携をさらに進める。 

(3)大宮学園教育支援協議会の学園運営協議会（学園コミュ 

ニティ・スクール）への円滑な移行を図り、より地域と 

ともにある学園（学校）を目指す。 

 ① 大宮学園の教育課題を改善するための地域連携をこ 

れまでの組織を発展させた学園運営協議会を活用して 

強化・充実させる。 
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（別紙様式2） 

 

令和元年度 網野学園小中一貫教育報告書 

 

１ 「目指す子ども像」、教育目標 

【目指す子ども像】 

あ：明るく元気に進んで学ぶ子       【知】意欲的に学習に取り組む子ども 

み：みんななかよく支え合う子       【徳】規範意識をもち、仲間と支え合う子ども 

の：のびのび生き生きやりぬく子      【体】粘り強く心身を鍛え、やりぬく子ども 

【学園教育目標】 

  将来に夢と希望をもち、郷土を愛し、知・徳・体の能力を伸ばす児童・生徒の育成を図る教育の推進 

 

２ 小中一貫教育として解決を目指す重点課題、取組の柱とする内容 

(1)規範意識の醸成 

ア 学習規律の確立 

(ア)人の話を聴く   (イ)時間を守る   (ウ)服装・姿勢を正す 

イ 生活習慣の確立 

(ア) テレビ・ゲーム・インターネット・ＳＮＳなどのルールを決める 

(2)確かな学力の育成 

ア 主体的・対話的で深い学びの実現 

イ 学びのスタイルの確立と活用能力の向上 

(ア)本時の『めあて』を全体で共有し、提示する。  (イ)「思考をくぐらせる」場面をつくる。 

(ウ）「考えを交流する」場面（ペア・グループ学習等）をつくる。 

ウ 家庭学習の習慣化 

  (ア)低学年：２０分以上  (イ)中学年：４０分以上  (ウ)高学年：６０分以上  (エ)中学：９０分以上 

(3)豊かな人間性 

ア 積極的な生徒指導   イ コミュニケーション能力の育成   ウ ボランティア活動 

エ 自立的に生きる基礎の確立 

(ア)切れ目のない組織的な支援   (イ)保護者との連携 

 

３ 小中一貫教育の具体的な内容と評価 

項目 内容 
評価 

（実践の過程・幼児児童生徒の姿・教職員の見方等） 

幼児児童生徒の

実態や課題、目

指す子ども像や

目標、方針等の

共有方策 

(1)学園内の全ての学校が、目指す子ども

像・教育目標を共通化 

(2)学園内の全ての学校が、学園経営方

針・目指す教師像を経営方針へ位置付

け 

(3)学園内の全ての学校が、「これだけ

は！」の各学校の経営方針へ位置付け 

○ 経営会議で確認したことを各校、各会議・各部会

で年間計画に沿って取り組み、目指す子ども像の実

現に向けて実践を積み上げることができた。 

 【児童・生徒アンケート（小学全 19 項目 中学全

20項目）で肯定率 80%以上の項目数】  

小１（19項目）、小２（18項目）、小３（19項目）

小４（16項目）、小５（18項目）、小６（18項目）

中１（15項目）、中２（16項目）、中３（13項目） 

〇 年３回の全体研修会を貴重な学びの場として研修 

し、網野学園全体の教職員が共有の学びをすること 

ができた。 

【教職員アンケート「教職員が互いに学び合い、協

働的な組織となった」肯定率 76％※昨年度 69％】 

○ 「網野学園小中一貫教育だより」「網野学園小中一

貫教育教職員だより」「網野学園教育応援会だより」
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を通して各校・各部会・応援会の取組を共有化する

ことができた。 

就学前から中学

校卒業までを見

通して一貫した

指導、教育課程 

(1)規範意識を醸成し、落ち着いた環境を

つくる取組 

ア 「これだけは！」・「これだけは！」 

（授業編）の取組 

 イ ５年生中学校授業参観 

 ウ ６年生中学校授業体験 

エ ６年生部活動体験 

オ 乗り入れ授業・小小連携授業の取

組・小中連携授業等の取組 

カ アプローチプログラム・スタートカ 

リキュラムの検証 

 

(2)未来を展望し、将来を切り拓く力を育

成する取組 

ア 家庭学習の手引き・家庭学習がんば

り週間の取組 

イ ６年生学年末テスト・６年生春季休

業中の課題 

ウ 中１ふりかえり集中学習・小４ふり

かえり学習 

エ 京丹後市小中一貫教育モデルカリ

キュラムの積極的な活用 

 

(3)思いやりをもち仲間と共に生きる人間

関係を築く取組 

 ア アルミ缶回収・ボランティア活動   

イ 挨拶運動 

○ 年間５回学園経営会議（園所小中）を開催し、「幼

児期の終わりまでに育って欲しい姿」を共有しなが

ら連携を深め、スタートカリキュラム・アプローチ

プログラムを実践したり、検証したりすることがで

きた。 

○ 行動連携「これだけは」を基に一貫した指導を行

い、どの学校、どの園所でも落ち着いた環境を創り

出すことができた。 

○ 行動連携「これだけは」（授業編）を基に指導を行

い、どの学校、どの園所でも「自分の考えを持つ」

「授業で考えを交流する」を推進することができた。

しかし、指導者として、更に一歩踏み込んだ指導を

するまでには至らない部分もあった。 

○ 小学校から中学校へ段差なく接続するために、「５

年生中学校授業参観」「６年生部活動体験」「６年生

体育祭取組見学」「６年生中学校授業体験」「乗り入

れ授業・小小連携授業・小中連携授業」等に取り組

むことができた。また、そのことにより規範意識を

醸成することができた。 

  「５年生中学校授業参観」を今年度新たに実施し

たが、中学校の授業の「速さ」・「量の多さ」・「内容

の難しさ」等を実感させることができた。 

部活体験を６月に変更し実施した。中３から中１

までいる中で、中学生は、小学生に対し中学生らし

い態度を示すことができ、６年生は中学校への不安

を減らすことなどができた。 

  土曜活用がなくなったため、今年度は６年生が平

常日に体育祭の取組の見学を行った。チームごとに

目的達成のために動く様子から、自分達で考える大

切さ、行動の素早さ等多くのことを学んだ。 

○ 児童生徒に基礎基本の力を身に付けさせるため、

家庭学習頑張り週間、小４ふりかえり学習・中１ふ

りかえり集中学習・６年生春季休業中課題・６年生

学年末テスト（定期テスト対策）等に取り組むこと

ができた。  ※今後の予定含む 

○ 思いやりを持ち、仲間と共に生きる人間関係を築

くために、アルミ缶回収・ボランティア活動、挨拶

運動に小中合同で取り組むことができた。 

〇 情報モラルについての出前授業（学習会）を、小

学４年生、中学１年生等を対象に、ＮＩＴ情報技術

推進ネットワークの篠原嘉一氏を講師として実施で

きた。ＳＮＳ利用におけるトラブルについて具体的

に知ったり、トラブルに合わないための方法を知っ

たりできた。 
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幼児児童生徒、

教職員の交流と

協働 

(1)目指す子ども像の実現に向けた教職員

の協働及び教職員の交流 

ア 教職員の合同研修会・実践交流の実 

 施 

イ  授業研究会を通した研修会     

ウ 学年部会を通した研修 

エ 保幼小連携部を通した研修会 

 

(2)落ち着いた学校・授業をつくることを

目的とした子どもの交流を図る行事等 

の計画・実施 

ア  ６年生網野中学校合唱祭参加    

イ ６年生体育祭取組見学 

ウ 合同校外学習及び学びの交流    

エ 小中合同交流事業（友だち交流会等） 

○ 行動連携【しっかり考え学力をのばす「これだけ

は！」（授業編）】を基にして、各校で授業研究を進

めることができた。 

また、各校の授業研究を発表することで、網野学

園の授業づくりについて発信することができた。 

６月２６日（水）網野北小学校「算数」 

   １０月２５日（金）島津小学校「外国語」 

※京都府小学校教育研究会外国語発表 

○ 年４回の学年部会を通して授業研究、学力充実の

取組の交流、共通の校外学習・合同交流学習に取り

組むことができた。小小連携の連絡、調整ができた。 

○ 小１学年部会（園所の参加）の中で、「幼児期の終

わりまでに育って欲しい姿」を共有しながら、アプ

ローチプログラム・スタートカリキュラムの検証を

したり、研修したりすることで、園所小の協働意識

を高めることができた。 

○ 落ち着いた学校・授業をつくることを目的とした

子どもの交流を図る行事、部活動体験、網野中学校

合唱祭参加、授業体験等、児童生徒は交流を通して

６年生は中学校への不安を解消したり、中学生は自

己有用感を高めたりすることができた。また今年度

は新たに、５年生は中学校の授業参観により中学校

の授業規律、授業の速さ、内容の多さ等を実感する

ことができた。 

○ 網野高校教職員の授業研究会・網野学園教職員懇

親会への参加、小中教職員の網野高校授業公開への

参加等により、網野高校との小中高の交流を深める

ことができた。 

家庭、地域社会

との連携、情報

発信 

(1)網野学園教育応援会の取組 

ア 網野学園の教育や子育て環境につ 

いて学校・家庭・地域が一体となり、 

必要な教育支援を協議し、具体的な 

取組を推進して、教育力のある地域 

社会を目指す。 

イ 網野学園小中（保・幼）一貫教育の 

推進に向け、学校（ＰＴＡ）、家庭、 

地域社会が連携して取り組む。 

(2)京丹後市ＰＴＡ協議会網野小中一貫校 

ＰＴＡの取組 

ア 網野学園ＰＴＡとして、「学園合同 

交通安全運動」等、一体となって取 

り組み、学園「目指す子ども像」の 

実現に向けて連携して取り組む。 

イ どの家庭でも、幼児から大切にする 

「これだけは！」（家庭編）の取組 

(ア)基本的生活習慣の確立 

(イ)規範意識の基礎の確立 

(ウ)家庭学習の習慣化 

○ 網野学園教育応援会の取組を通して、学校・家庭・

地域が一体となり、挨拶運動等、必要な教育支援を

行うことができた。 

○ 網野学園ＰＴＡとして、「学園合同交通安全運動」

等に一体となり、「目指す子ども像」の実現に向けて

取り組むことができた。 

〇 網野学園教育応援会により「下校時巡回パトロー

ル」の取組が実施された。 

○ 学園運営協議会に係るモデル指定（市教育委員会）

を受けた。教育応援会の運営を通しながら、「網野学

園教育応援会が学園単位での学校運営協議会（コミ

ュニティ・スクール）への移行が可能か」について

検証し、検証結果を報告した。※予定含む 

○ 今年度は網野学園と市ＰＴＡ共催という形であっ

たが、網野学園家庭教育委員会も受付担当をするな

ど関わりながら「子育て講演会」が開催された。佛

教大学教育学部 原 清治 教授により「子ども達の

いじめや不登校」をテーマに講義をして頂き、子育

てについて深く考えさせられる機会となった。 

○ 【どの家庭でも、幼児から大切にする「これだけ
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は！」（家庭編）】についてリーフレットを配布し、

１０年間を見通して保護者と連携することができ

た。 

○ 小中一貫コーディネーターが中心となり、学園だ

より・ホームページ・リーフレット等を通して、広

く学園の教育活動を保護者・地域に積極的に広報す

ることができた。 

○ 学園評価計画に基づいて、アンケートをとり、改

善に生かすことができた。 

○ 学校支援ボランティア等を活用し、網野町民が学

校教育活動に積極的に参加できる取組を進めること

ができている。 

 

 

４ 今年度の成果と課題 改善方策 

成果と課題 改善方策 

○ 経営会議を定期的に開催し、学園内の教育課題を

把握し、目指す子ども像・教育目標の実現に向けて

経営することができた。 

○ 学園経営の基本方針に基づいて、重点的な取組内

容（①規範意識の醸成、②確かな学力の育成、③豊

かな人間性）、行動連携を決定し、学園評価に結び

付けることができた。 

○ 運営会議・推進会議、また、重点２部会（生徒指

導部会・教育相談部会）及び３部会（給食部・特別

活動部・道徳部）の取組の成果・課題を把握し、総

合調整をしたり、改善に努めたりすることができ

た。 

〇 昨年度の評価に基づき経営・企画することで、小

中一貫教育関連事業が６年生に集中していること

に対する改善をすることができた。 

○ 経営会議までに事務局会議等により学園内の教

育課題を把握し、目指す子ども像を実現するための

調整及び事務作業を行った。 

○ 経営方針に基づいて、運営上の課題の調整をした

り、年３回の学園全体研修会を実施するための調整

及び事務作業を行ったりした。 

○ 園所間・小小間・小中間の連携、各会議・各部会

の連携を小中一貫コーディネーターが行うことで、

目標に沿った連携や取組を行うことができた。 

○ 小中一貫コーディネーターを中心に、保護者・地

域との連携及び網野学園教育応援会の取組を進め

ることができた。具体的にあいさつ運動等の取組も

実践することができた。 

○ 網野学園「共同学校事務室」が、「京都式チーム

学校推進校（共同学校事務室）」として、実践研究

のテーマ・達成目標を設定し、定例会議（月２回）

より、実務に関する共同での事務処理について実践

○ 令和２年度についても、学園として「目指す子ども像」、

「教育目標」の実現に向けて、ＰＤＣＡサイクルで、学

園経営を行っていく。 

〇 園、所で「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（１

０の姿）」を目標とした実践研究が意欲的に進められてい

る。※１：健康な心と体、２：自立心、３：協同性、４：

道徳性・規範意識の芽生え、５：社会生活との関わり、

６：思考力の芽生え、７：自然との関わり・生命尊重、

８：数量・図形、文字等への関心・感覚、９：言葉によ

る伝えあい、１０：豊かな感性と表現 

  これら「１０の姿」を、子ども達の成長を連続的なも

のとして捉える際に役立てながら、園・所と小学校との

日常的な連携を一層進める。 

○ また、重点的な取組内容として、平成２９度より、「規

範意識の醸成」「確かな学力の育成」「豊かな人間性」に

取り組んできた。令和２年度についても継続して取り組

み、実践を積み上げていく。同時に、行動連携について

も継続して取り組む。その際、Ⅱ期の授業づくりを中心

に、研究を推進する。 

〇 主体的、対話的で深い学びの実現に向けた授業デザイ

ン、ゴールの姿をイメージした単元全体を通した授業に

ついて、研究、実践を進める。 

○ 網野学園の課題の一つとして、家庭学習が十分定着で

きていないことがあげられる。確かな学力の育成を図る

ためにも、系統的に家庭学習に取り組み、保護者と連携

しながら、定着と内容の充実をさせていくことが必要で

ある。 

  低学年、中学年、高学年、中学校と期待される家庭学

習の時間は増えていく。今年度のアンケート結果をみる

と、低学年から中学年へはスムーズに移行しているが、

中学年から高学年、高学年から中学校に向けての移行で

躓いている実態がみられる。 
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的に研究した。また日常的な電子会議を通して各校

の状況・情報を共有しながら、組織力により各校課

題の解決に取り組んだ。 

△ 経営会議は、今後も、学園内の教育課題、各会議・

部会等の動きを把握しながら、年間を通して課題を

整理したり、新たな取組を提起したりして、的確な

学園経営を行う。また、各会議・部会担当校長教頭

は、経営会議に連絡報告及び決裁を受けながら、実

践の方向性・到達点を明らかにし、取組を進める。 

△ 来年度も、各校授業研究の教科等については、各

校で決定し、行動連携【しっかり考え学力をのばす

「これだけは！」（授業編）】を基にしながら、研

究を深める。 

  ※Ⅱ期の授業づくりに、より深く研究を進める。 

【教職員アンケート】 

・「思考をくぐらせる」 

肯定率６０% ※昨年度７２% 

     ・「考えを交流する」  

肯定率６８% ※昨年度８７%  

△ 幼稚園教育要領・保育指針が、平成３０年度より

実施。また学習指導要領は、小学校では令和２年度、

中学校では、令和３年度より完全実施される。児

童・生徒がどのように学ぶかに着目して学びの質を

高めていく必要があるため、「確かな学力の育成」

をする際の大きな柱として、「主体的・対話的で深

い学び」の項目を設定した。次年度、Ⅱ期の授業づ

くりを中心に研究を深め、実践を積み上げる。 

△ 島津小学校が、京都府小学校教育研究会外国語活

動部会研究協力校（令和元年度発表）として、発表

を行った。研究内容の成果を学園の授業研究に活か

していく。 

△ 重点２部会（生徒指導部会・教育相談部会）は、

学期２～４回、その他の部会（給食部・特別活動部・

道徳部）年２・３回と分け、運営した。今後も、課

題に応じ、会議の精選を図り、運営していく。 

△ 園所小中間の連携、各会議・各部会の連携を小中

一貫コーディネーターが行った。来年度も小中一貫

コーディネーターが、各小中学校への訪問、各園所

への訪問、各会議・部会への参加を行い、連携を図

る。 

△ 特別支援教育コーディネーターに係る会議等が

必要な場合は、教育相談部・特別支援学級部等が柔

らかな連携をする。 

○ 行動連携『どの家庭でも、幼児から大切にする「これ

だけは！！」（家庭編）』の中の、規範意識の基礎の確立

の中で、「テレビ・ゲーム・インターネット・ＳＮＳなど

のルールを決める」を挙げている。しかし網野学園生徒

指導部会のアンケート結果からも、大きな課題となって

いる。次年度も情報モラルについての出前授業（学習会）

を、小学４年生、中学１年生等を対象に、網野中学校を

会場として実施する。経営会議、運営会議が担当する。

ＰＴＡとの連携も図る。 

○ 不登校等学校不適応の児童生徒が高止まりとなってい

る。１０年間を見通して、家庭と連携し、一人一人の児

童生徒が、学校の中に居場所を創ることができる力を身

に付けていかなければならない。また、多様で複雑な不

登校の要因や背景をできる限り的確に把握し、切れ目の

ない組織的な支援をしていかなければならない。重点的

な取組内容の中にも豊かな人間性に位置付け、「自立的に

生きる基礎の確立」に向けて、家庭と連携し系統的に取

組を進める。 

  中学校入学前に、４小学校の児童が顔見知りであった

り、名前を知っていたり、話したことがあったりするこ

とは、中学校入学後の人間関係づくりの上で大切である。

全学年において、それぞれの学校規模等状況に応じて、

柔らかな小小連携を強めていく。 

  授業の中で「学びの楽しさ」を感じさせたり、「生徒指

導の３機能」を意識した指導をしたりすることは、不登

校等学校不適応の減少につながるので今後も引き続き推

進する。 

〇 第２回全体研修会で立命館大学 野田正人 教授（京

都府まなび・生活アドバイザー）の講義を令和元年度に

続いて計画する。内容については、授業改善に係るもの

で設定する。 
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（別紙様式2） 

 

令和元年度 丹後学園小中一貫教育報告書 

 

１ 「目指す子ども像」、教育目標 

①ことばで伝え合い、主体的に学ぶ子 【知】 

②自分を大切にし、人を思いやれる子 【徳】 

③ねばり強く身体をきたえる子    【体】 

 

教育目標「夢と希望と創造性あふれる豊かな心を持ち、未来に向けて主体的に生きる子どもの育成」 

 

２ 小中一貫教育として解決を目指す重点課題、取組の柱とする内容 

①研究主題を『子どものコミュニケーション能力を育成する。』～生徒指導の三機能（自己決定・自己存在感・共感

的な人間関係～として、コミュニケーション活動を重視する中で、「主体的・対話的で、深い学び」となる授業改

善、確かな学力の育成につなげる。 

②保育所・こども園・学校間が連携して、就学前から中学校卒業までを通して適時性、一貫性・連続性のある教育

課程を編成し、小中合同事業・保園小接続に係わる事業・小小連携合同事業と３つの事業の充実を目指す。特に、

今年度は、保園小に関わる事業を重点に研究を進める。 

③丹後学園の取組や事業等を積極的に発信することで保護者や地域の方の理解を一層深める。 

 

３ 小中一貫教育の具体的な内容と評価 

項目 内容 
評価 

（実践の過程・幼児児童生徒の姿・教職員の見方等） 

幼児児童生徒
の実態や課
題、目指す子
ども像や目
標、方針等の
共有方策 

①子どもの交流を図る行事等の実施を通
して、「集団生活の中で人と関わる力」 
や「コミュニケーション能力」を高める。 

②重点教科を「算数・数学」とし、他教科
の指導についても同様に主体的な学び
に向けた実践を積む。 

③全体研修会、授業を通した研修会（３
回）、学年部会を通した研修を計画的に
実施し、目指す子ども像の実現、目指す
教師像の意識化に努める。 

④月１回の計画的な経営会議（校園所長会
議）を開催し、正確な実態把握に基づく
方針を策定し、全教職員への情報提供を
行う。 

⑤「学園だより」を発行して、取組の成果・
課題の共有を図る。 

⑥組織的な会議運営を行い、教職員が自覚
的に取組に参画できるようにする。 

⑦各会議や部会をそれぞれ学園内の各学
校を会場にすることで、各校での取組の
様子や児童生徒の状況を把握する一助
とする。 

⑧丹後学園教育応援会との連携を強め、学
園の教育推進に理解と協力をいただく。 

○経営方針や計画に従って、学園経営を予定どおり進
めることができた。学園内の教育課題の把握・整理
を行い、経営方針のもと学園の重点（「確かな学力
の育成」「コミュニケーション能力の育成」「評価を
見通した取組の充実」）を意識した経営につなげた。 

○運営会議・教育課程会議と学力充実部会・教育相談
部会・生徒指導部会・保園小接続部会の４つの部会
の実践について成果・課題を明確にし、今後の方向
性を示し取組を進めることができた。 

○教育フォーラムにおいて「なかよし交流会」の授業
を公開し、丹後学園の取組の概要と教育応援会の紹
介、保園小接続部会の活動の報告を行い、高い評価
を受けた。 

○学年部会で取り組む研究課題を引き続き設定した
ことにより、学年部会が充実し教材研究や指導方法
の共通化等に取り組むことができた。さらに、目標
と指導と評価の一体化を目指した授業研究をする
ことにより単元総括テストを作成することができ
た。《事務局会議（代表・庶務・学園コーディネータ
ー）》 

○事務局会議を開催し、各部の取組状況や学園内の教
育課題の把握・整理を行い、教育目標を実現するた
めの調整・事務作業を行った。 

○学園経営方針に基づき、運営上の課題の検討や調整
を行い、年度初・末全体研修会、夏季研修会を実施
するための事前準備、事務作業等を進めた。 

○経営会議の内容について即日コーディネーターが
まとめ、各校・園・所に発信した。 

○教育目標、目指す子ども像を学園単位で設定し、そ
の実現に向けて一貫性のある教育活動を進め、実践
を積み上げることができた。 
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○各学校等で課題に応じた教育実践を行い、校種を超
えて連携を図り、全ての学校等が中学校を卒業する
姿を想定し、目指す子ども像を共有していく意識が
高まった。 

○夏季全体研修等において全教職員が一堂に会して、
子どもの実態や今後の適切指導や評価のあり方に
ついて協議し、目指す子ども像を明らかにすること
ができた。 

○夏季研修会において、非認知能力についての理論研
修をすることで、丹後学園が大切にしている保園小
の接続の重要性を確認することができた。 

●次年度さらに小中一貫教育を推進していくため、子
どもの成長につながった具体的な指導方法の資料
化や子ども像への到達についての検証が必要であ
る。 

就学前から中
学校卒業まで
を見通して一
貫した指導、
教育課程 

①就学前から中学校までの一貫した生徒
指導、自己有用感を高める生徒指導を進 
め、コミュニケーション能力の育成に努
める。 

②指導方法の系統性や一貫性を重視する
ために、「目標と指導と評価の一体化」 
の観点から算数・数学を研究し、指導の
方向を２小学校でそろえる。 

③総合的な学習の時間を活用した「丹後
学」を教育課程に位置づけ、実践研究を
進める。 

④学習指導・生徒指導を大きな柱として、
１０年間を見通した取組を展開する。 

⑤小１プロブレムを解消するための、保育
所やこども園と小学校との連携を進め
る。 

⑥中１ギャップ解消のため小学６年生と
中学生との交流事業や体験学習等を推
進する。 

 

○丹後こども園長、宇川保育所長を含め経営会議を実
施し、連携を図ることで一貫した指導について取組
を進めることができた。保園小の取組では、子ども
たちの交流により小 1 プロブレムの解消につなが
ったことや、接続プログラム・スタートカリキュラ
ムを見直し改善を図り、実践したことにより円滑な
接続となった。 

○年３回の学園授業研究会を行い、コミュニケーショ
ン能力の育成を目指し生徒指導の３機能（自己決
定、自己存在感、共感的な人間関係）を生かした授
業研究「国語」・「社会」「数学」の授業の研究ができ
た。 

○「中学校授業体験、部活動体験」「小学校合同校外
学習」「１年生と５歳児のなかよし交流」等、内容
の充実を図りながら計画的に進めることができた。 

○「丹後学園生活のきまり」「にこちゃんはっぴいで
ー（交通安全・挨拶）」の取組だけでなく、各校で積
極的な生徒指導の取組を行う中で、コミュニケーシ
ョン能力を高める機会につながった。 

○交流行事や合同行事等の日程について、年度当初に
確定することでスムーズでより効果のあがるもの
にしていくことができた。 

幼児児童生
徒、教職員の
交流と協働 

①２小学校が集合して実施する事業と各
校で共通して実施する事業を行う。 
【２小学校合同事業】 

②教職員全体研修会・授業研究会を年間３
回実施するとともに、保園小接続部会や
期別部会・学年部会を開催して、それぞ
れの課題の改善や解決に向けた取組を
実践する。 

③中学校１年生入学後１カ月ごろの状況
及び出口となる中学３年生の授業公開
を行い、多様な視点で課題共有すると同
時に指導について研究協議を行う。（第
Ⅱ期及び中３の公開授業）【小中合同事
業】 

④教職員間…学年部会での授業研究会・統
括テストの作成 
保園小接続部会でのスター
ト研修会【保園小接続に係わ
る事業】 

⑤保園小の子ども…５歳児と小１年生と
の交流会（２回） 

 保園小の教職員…５歳児と小１担任の
夏季研修会、テーマは「話す・聞く」 

○自己有用感を高め、言語活動をとおして主体的な授
業を推進するために小・中学校で「丹後学園学びの
指導（指導の視点、学びの力）」をもとに、授業研究
を行うことができた。 

○夏季研修会で新指導要領の実施を控え、改定のポイ
ントや全面実施までの動き等の理解を深めた。また
各部会の実践交流を通して教職員交流を図ること
が進んできた。 

○合唱祭・部活動体験・ふれあい交流会等、児童生徒
は交流を通して中学校生活への不安を解消する機
会になった。 

○合同修学旅行、校外学習、合同避難訓練を通して小
小、幼中の交流が深まり、コミュニケーション能力
を高めたり、豊かな学習を創り上げたりすることが
できた。 

○各校種での教師の動きや指導を参観することで、互
いに学び合うことができ系統的な学習の意義が再
確認できた。 

●行事の精選、研修設定を工夫し、適切な時期に実践
できるようにしていくことが必要である。 
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家庭、地域社
会との連携、
情報発信 

①「丹後学園教育応援会」の機能化と充実
を図る。（年間２回） 

②「丹後学園だより等」を発行し、保護者
や地域に配付することで、理解を得られ
るようにする。また、各校のホームペー
ジにて、取組の状況を発信するように計
画する。 

③学校支援ボランティアの方々による支
援をいただき、教育活動の内容充実に努
める。 

○学園だより・ホームページ・リーフレット等により、
情報発信を行い広く学園の教育活動を保護者・地域
に積極的に広報することができた。 

○丹後学園教育目標をふまえ、丹後小中一貫校ＰＴＡ
として共通の目標と活動方針を設定し、連携・協同
した取組を行うことができた。（６月、１１月の１
５日を一斉挨拶運動） 

○学校と家庭、地域社会の横の連携を深めるために丹
後学園教育応援会の会議を年度当初より開催し、小
中一貫教育の支援、協力、理解を得ることができた。 

○学園評価計画に基づいて、アンケート等をとり、改
善に生かすことができている。 

●小中一貫教育の成果をさらに広く発信し、地域住民
へ学園の重点が浸透するように本年度の取組を継
続していくことである。 

 

 

４ 今年度の成果と課題 改善方策 

成果と課題 改善方策 

今年度の成果 
①導入準備期間を含め５年間行ってきた実践を活か
して、本実施４年目の丹後学園の経営がスムーズに
できた。組織や会議について当初計画したことが、
予定どおりに実施できた。 

②発足４年目となる小中一貫教育支援協議会（名称：
丹後学園教育応援会）に様々な支援をいただいた。 

③小・中学校だけでなく、こども園・保育所も含めた
取組を実践することができた。コミュニケーション
力の育成を研究主題に掲げ、各保園小中のそれぞれ
の実態に合った研究が進んだ。保育所やこども園の
園児の状況を学園として情報共有を行うことがで
き、保園小の接続に関する学園としての研修が進ん
だ。 

④小１プロブレムを解消するための、保育所やこども
園の園児の状況を学園としての情報共有と交流を
丁寧に行い、令和元年度の「教育フォーラム」にお
いて、「丹後学園」として、計画的に研究を深めて
きた内容を研究発表・授業公開を行うことで、京丹
後市に広く発信できた。 

⑤小学校間（校区２小学校）の学年ごとの合同学習、
修学旅行等ができ、児童の交流が深まると同時に教
員の指導方法等の交流も深めることができた。 

⑥小学校と中学校との教職員の意見交流及び合同研
修を通して、相互理解をさらに深めることができ
た。さらに、実態に応じた指導方法の工夫・改善に
ついて、３回の授業研究会を通して研究協議を行
い、前進させることができた。また、ゴールとなる
めざす中学３年生の姿を共有することができた。 

⑦昨年に引き続き、算数・数学の指導を中心に研究を
行うことで、目標と指導と評価の一体化を目指す授
業づくりの研究の充実を図ることができた。 

 
今年度の課題 
①学力向上に資するための「モデルカリキュラム」の
活用をさらに進める。 

②」総合的な学習の時間の学習内容に重複があるの
で、丹後学園としての総合的な学習の時間の系統立
てた内容づくりが課題としてある。 

○経営会議は、次年度も、学園内の教育課題、各会議や部
会等の活動状況を把握しながら、恒常的に課題を整理や
新たな取組を提起し、学園経営を行う。 

○各会議・部会担当校園所長は、経営会議に事前連絡、事
後報告及び決裁を受けながら、実践の方向性・到達点を
明らかにし、取組を進めていく。 

○部会は、学力充実部、教育相談部、生徒指導部・保園小
接続部の４部会とする。 

○教育課程会議兼学力充実部会については、教務主任が担
当し、学力の調査・分析や学力・授業力向上を図る計画・
実践に関わる進行管理、検証等を行う。 

○令和２年度京丹後市給食研究会と、令和２，３年度京都
府給食研究会に向けて、学園の中に対応する特設組織を
つくる。 

○令和元年度と同様に、重点的な取組内容として「確かな
学力の育成」「コミュニケーション能力」「評価を通した
取組の充実」を設定していく。 

○夏季研修については、運営部会が企画、計画、運営をす
る。 

○授業研究については、「主体的・対話的で、深い学びの授
業づくり～生徒指導の三機能を生かして～」を研究主題
として学園で研究を行う。 

○授業研究の推進役は教務主任であるので、授業研究は教
育課程会議・学力充実部会が所管する。 

○小中全教職員が積極的な授業研究にかかわるためにも、
視点を明確にした協議をしていくことである。 

○「コミュニケーション能力の育成」に関しては、生徒指
導の三機能（自己存在感・共感的な人間関係・自己決定）
を生かした取組を充実させていく。特に、授業の中にも
生徒指導の３機能を生かした実践を積み上げていく、積
極的な生徒指導を行う。また、学校や地域社会の一員と
して集団の中で人とかかわる機会を生かし、コミュニケ
ーション能力を身につける。 

○生徒指導部会では、各校で取り組まれている積極的な生
徒指導の取組を交流し、中学校卒業時に身に付けるべき
良好な人間関係を構築できるよう実践を重ねていく。 

○学園評価について、令和２年度については、目標を立て、
指導し、評価をしていき学園経営を実践していく。また、
教育目標の達成に向けた取組の成果と課題をより明確に
させ、具体性のある改善策を検討していく。 
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（別紙様式2） 

 

令和元年度 弥栄学園小中一貫教育報告書 

 

１ 「目指す子ども像」、教育目標 

「ふるさとを愛し、主体的に学び、心豊かで、 

たくましく生き抜く児童生徒の育成」 

 

２ 小中一貫教育として解決を目指す重点課題、取組の柱とする内容 

（１）「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指す授業づくりの推進 

  ・授業実践力等の向上（他校種研修、授業研究会、全体研修会等を通じて） 

（２）自尊感情の醸成を目指し、生徒指導の 3機能を生かした実践の推進 

  ・異年齢の交流活動、自尊感情、自己有用感、上級生への憧憬 

（３）教育活動全体を通して「思いやる心」の育成 

 

３ 小中一貫教育の具体的な内容と評価 

項目 内容 
評価 

（実践の過程・幼児児童生徒の姿・教職員の見方等） 

幼児児童生徒の

実態や課題、目

指す子ども像や

目標、方針等の

共有方策 

１ 自立の基盤をつくる 

（１） 学園として小中一貫教育の取組

を計画的に進める。 

（２） 学園内の教育課題、各会議、部会

等の把握、指導助言する。（経営

会議） 

２ 教職員の連携 

（１） 教育目標、目指す子ども像等を共 

有し、重点課題及び取り組みの柱

を定め、実践する。 

（２） 学力の定着、コミュニケーション

力、規範意識向上、教職員の資質

向上をめざす。 

３ 信頼される学園づくり 

（１） 学校、園、家庭、地域社会が連携

した「横の連携」を深め、教育目

標の具現化を目指す。 

（２） 弥栄学園支援協議会との連携と

教育環境づくりに努める。 

○ 昨年、整理した組織体制によって役割をより明確

にして各部会の取組の評価を行い、進行管理に努め

た。計画的に会議を設定し、課題を整理し学園経営

を予定どおり進めることができた。経営方針のもと

学園の重点（「主体的・対話的・深い学びの実現を目

指した授業づくり」、その土台となる「生徒指導の

３機能を生かした実践」）の大切さを公開授業や事

後の研究協議し、日々の授業に生かしてきた。 

● 継続、廃止を年度内で検討し、園、各校の行事と

重なることを回避し行事計画の策定をする必要が

ある。目指す子ども像を意識した指導について、校

種を超えて協議する機会を計画し、検証する時期も

取組後に設定するなど具体的な動きが迅速にでき

るようしていく。 

就学前から中学

校卒業までを見

通して一貫した

指導、教育課程 

１ 学力向上、授業づくり 

（１） 幼小中の接続を意識 

  ・こども園参観、実態報告後研修 

（２） 授業研究等 

  ・夏季研での中学校からの実践報告 

  ・公開授業後の研究協議（日々の授業

に生かすポイント、課題の整理等） 

（３） 深い学びへ誘う授業展開 

  ・学習意欲を高める 

  ・安心できる学習環境 

 

○ 教育目標、目指す子ども像について、今年度も「主

体的・対話的で深い学び」の実現に向けて授業改善

に取り組んだ。授業公開や小・中学校の教科担当者

から児童生徒の実状や具体的な指導方法について

実践報告があり、今後の教科指導について深く考え

る機会となった。 

○ 夏季全体研修では「こども園」の子ども達の活動

を参観し、幼児期における指導や支援について報告

を受け、幼小中学校の１０年間を見通して教育する
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２ 教育活動全体を通した「思いやる心」 

の育成 

（１） 子どもの実態を把握し、適切な指

導について研究協議を行う。 

・合同研究会 

・公開授業 

・状況交流 

（２） 交流活動の活性化を図る。 

・合同授業 

・児童と生徒の意見交流等 

・部活体験 

（３） 生徒の３機能を生かした実践を

推進する。 

・自尊感情、自信と責任 

・上級生への憧憬 

等を実感させる。 

重要性を実感できた。（園児から児童、児童から生

徒へ発達する過程を踏まえて、指導を展開してい

く） 

● 今後の指導において、深い学びへ導く授業をめざ

すために、自力解決するために熟考したり、仲間と

共にじっくりと協議したりすることが求められる。

そのためにも日々の授業で考える活動の場を提供

することや評価材料として複数回の思考を繰り返

しながら解答を導き出す問題の設定を準備してい

くことが要る。言外の意味を汲み取る十分な読解力

をつけることが迫られる。 

 

幼児児童生徒、

教職員の交流と

協働 

１ 子どもの活動 

（１） 幼・小 

（２） 小・小 

（３） 小・中 

  ・体験入学、合同授業、部活体験 

   児童会・生徒会交流 

 

２ 教職員 

（１） 小中合同授業研 

（２） 出前授業（中から小へ） 

（３） 夏季全体研修会 

（中学校の授業実践報告等） 

○ 英語を活用した合同授業では小学生の活躍の場が

少なかったものの中学生の自己有用感や中学生の

姿に憧憬の気持ちを持つ機会になった。 

○ 部活動体験については、小中ともに意義のあるも

のとなった。関心を寄せる小学生は多くいた。 

● 各校ともに学校行事等の取組と並行して準備して

いくこともあり、形ばかりを取り繕うことになった

感もあるため、発展的解消として英断していくこと

が要る。 

● アンケート結果等をもとに進めるべき取組につい

ては、時期とねらい、円滑な運営となるよう計画的

に行うことである。 

家庭、地域社会

との連携、情報

発信 

１ 連携を図る 

（１） ＰＴＡ、地域ボランティアの協力 

  ・登校時のあいさつ、交通安全指導 

  ・マラソン大会時の交通安全 

  ・学校行事参観 

（２） 情報発信 

  ・リーフレット作成 

  ・たより、ＨＰによる行事等紹介 

○ 行事の事前連絡や行事後、速やかに活動内容を整

理し、学園ニュース（教職員向け）、小中一貫教育だ

より（保護者、地域向け）、学園ホームページにより

情報発信を定期的に行った。また年度初めにはリー

フレットを活用し、広く発信ができた。 

○ 弥栄学園教育目標を弥栄小中一貫校ＰＴＡの共

通した目標と設定し、連携・協同した取組を行うこ

とができた。（学園Ｐ家庭教育委員会 音楽を通し

た親子のふれあい、交通安全、挨拶運動） 

○ 校外でのマラソン大会時の交通安全指導は、地域

の、支援協議会、ＰＴＡの方々に協力が得られた。

（情報発信、協力依頼等） 

● 小中一貫教育の手法を用いた学園としての教育

活動について、理解や成果を今後も定期的に発信

し、地域住民へ教育目標がより浸透していくことで

ある。 
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４ 今年度の成果と課題 改善方策 

成果と課題 改善方策 

〇経営会議 

年間を通して、運営会議、教育課程会議、３つの部

会の取組の成果を束ね、教育実践の方向性や到達点

を明らかにし進めた。 

〇月１回のペースで定期的に会議を設定し計画の進

捗状況や園・各校の状況も交流しながら計画を進め

ることができた。 

＊肯定的評価、課題（アンケートから） 

・授業に関して・・・話し合い活動を積極的に取

り入れることが増えた。 

・安定した学園・学級経営が、児童生徒の落ち着

いた生活を担保している。 

・自己肯定感は、小学校、中学校とも全国平均よ

り低い結果となった。 

 

＊体験授業を受けて、児童の授業や勉強への不安は

少し和らぎ、中学校への入学を楽しみする児童が

昨年より増えた。 

 

＊弥栄学園の取組はよいことだと８割を越える肯

定的な回答があったが、地域の特徴を生かした小

中一貫教育については、わかりづらいとする地

域、保護者からの回答があった。 

 

＊教員の主体的な事前準備や協力により子どもの

活発な活動を見ることができた。さらに効果的な

取り組みになると成果が期待できる。 

 

 

 

１ 次年度の京丹後市小中一貫教育授業研をとおして、小・ 

  中学校での授業づくりに力点を置き第Ⅱ期、Ⅲ期の充 

実をめざした研究を深める。 

・幼小中学校１０年間を見通した指導展開をしてい

く。（園から小、小から中への発達過程を踏まえて、

系統的な計画を意識して進める。） 

・教育活動全体を通して「思いやる心」を育成し、人 

権風土に包まれた安心安全な教育環境づくりに全力 

を尽くす。 

  ・他者の意見を尊重し、自分の意見をもち、発信する 

力をつける。 

 

 

２ 交流・連携活動により体験活動を活性化する。 

  ・園と小、小と小、小と中との活動により、自信と責 

任、自己有用感を身につける機会とする。 

 

 

３ 学園の教育目標の具現化を図るために、機能的な動き

に加え、効率よく取組の運営ができるように組織を整

理する。 

・教育課程会議と学力充実部会は、今年の実績に沿い 

教育課程を中心に行う部と学力・授業研究を行う部 

にすみわけをしてそれぞれの活動を充実させる。 

・園、小接続部会の担当は、こども園園長が代表とな

り、教育課程会議担当校長が代表とともに取組充実

を図る。 

・特別支援学級部会は、学年会の一つとして位置付け

る。 
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（別紙様式2） 

 

令和元年度 久美浜学園小中一貫教育報告書 

 

１ 「目指す子ども像」、教育目標 

[教育目標] 

「ふるさとを愛し、意欲的に学び、やさしい心をもち、根気強く努力する子どもの育成」 

[目指す子ども像] 

（知）意欲的に質の高い学力を身につけようとする子ども 

（徳）自ら正しく判断、行動し、豊かな心をもつ子ども 

（体）心身を鍛え、粘り強く最後まで、協力して取り組む子ども 

 

２ 小中一貫教育として解決を目指す重点課題、取組の柱とする内容 

 （１）中期的な展望(取組の見通し) 

年度 教職員の意識 学力 ギャップ（不登校） 

２８年度 

（1年次） 

各校の取組の共通点をベースに取り組む 共通項をもとにした取組 保幼小の接続・各校の

取組交流 

２９年度 

（２年次） 

学園中心の事業の展開・10年間のカリキ

ュラム（必要な教科）検討 

授業についての論議・これだ

けはの推進 

児童生徒の情報共有・

指導の継続性 

３０年度 

（３年次） 

中3卒業までに付けたい力と指導につい

ての教職員による論議 

接続を意識した授業スタイ

ルやスキルの追求 

情報共有・指導の在り

方確認 

１年度 

（４年次） 

指導の充実期・新学習指導要領と新教科

書への対応（小） 

接続を意識した授業スタイ

ルやスキルの追求 

情報共有・指導の系統

性確認 

２年度 

（５年次） 

久美浜学園保幼小中一貫教育の継続し

た取組の整理とまとめ・新学習指導要領

と新教科書への対応（中） 

授業スタイルの充実 情報共有・学園として

の指導の継続 

 （２）重点目標 

   「意欲的に生活・学習に取り組む子どもの育成」～子どもの実態や系統性を踏まえた指導 ～ 

 （３）指導の重点 

『学力向上』①基礎・基本の徹底 ②言語活動の充実 ③家庭学習時間の確保 

 （４）取組の柱 

ア １０年間（就学前から中学校卒業まで）の幼児児童生徒の成長発達に全教職員で責任をもつという意識の
向上 

   (ｱ)久美浜学園全教職員がチームとして、みんなでやるという協働意識を醸成する。 
   (ｲ)目指す授業として、次期学習指導要領に示された「主体的・対話的で深い学び」の実現を意識する。

その上で、学園テーマとして、「言語活動の充実」を設定し、すべての教職員で幼児児童生徒が自ら
の考えを深めるための教育活動を志向する。 

イ 各校園所における規範意識の醸成を基盤とした落ち着いた学校（園）づくり、授業づくり 
   (ｱ)生徒指導の三機能（自己決定・自己存在感・共感的人間関係）を生かした「わかる授業」により規

範意識を醸成し、学ぶ意欲を育てる。 
(ｲ)基礎・基本を徹底し、基盤となる力を十分付けきる。 
(ｳ)系統的な「話し合い活動」の指導とスキルの向上を目指した取組を進める。 

ウ 子どもの交流行事並びに教科指導交流の推進による行動連携強化 
   (ｱ)共に学ぶ意識を育て、子ども同士を結び付ける保幼小、小小、小中における交流行事 
   (ｲ)豊かな教科指導を目指す指導交流（保幼小連携、小小連携、小中連携） 
エ 保護者、地域とともに「久美浜を支える人づくり」の視点に立った取組を進める。 

(ｱ)ＰＴＡ、学校地域連携推進協議会、地域本部事業との連携 
(ｲ)家庭学習時間の確保に向けた連携 
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３ 小中一貫教育の具体的な内容と評価 

項目 内容 
評価 

（実践の過程・幼児児童生徒の姿・教職員の見方等） 

幼児児童生徒の

実態や課題、目

指す子ども像や

目標、方針等の

共有方策 

(1) 経営会議を中心に組織的且つ丁寧に、

実態や課題、目標、方針等の共通認識

を図り、久美浜学園としての共通確

認・共有を図る。 

 ア 年度当初の学園全体会での提起と

全体研修会での全教職員による学

びを通して、共有を進める。 

 イ 年３回の公開授業と交流会で、教職

員同士の「理解と対話」の充実を図

る。 

(2) 保幼・小・中で共通指導内容を確認し、

ＰＤＣＡで改善を図りながら共通理

解を深める。 

〇久美浜学園７校園が一つの目標に向かって取り組む

ことができ、また意識としてもさらに共通理解が進

み、小中一貫教育を手段として取り組む素地が整っ

てきた。今後も「理解と対話」を進め、その上で具

体的に取組を進める。 

〇テーマや子ども像を受けた様々な取組の中で、教職

員が交流し、相互理解が一歩ずつ進んでいることが

大きい。今後も丁寧に進めていく。 

○共通指導事項を確認し、指導を継続していく。今後

も、常に目標やめあてを振り返りながら進めていく。 

就学前から中

学校卒業まで

を見通して一

貫した指導、

教育課程 

(1) 子どもの育ちと指導の一貫性を目指

した教育課程編成 

ア 考えを深め、コミュニケーション能

力を高める学習の推進 

イ 郷土への愛着と誇りをもち、人とつ

ながる力を育てる学習の推進 

ウ 保幼小の接続を中心とした教育課

程編成 

(2) 重点指導 

ア  学力向上 

  (ｱ) 授業規律の確立 

(ｲ) 基礎学力の定着と活用力を育て

る授業づくり 

イ  不登校の解消 

  (ｱ) 規範意識の醸成と基本的生活習

慣の確立 

  (ｲ) 学級活動の充実と児童会・生徒会

活動等自主活動の活性化 

  (ｳ) 自尊感情の高揚 

  (ｴ) 保幼・小・中の連携強化 

 ウ 今日的課題（情報機器の安全な取り

扱い） 

  (ｱ) 「法やルールに関する教育」の推 

    進 

  (ｲ) 人権教育の推進 

○学園テーマ「言語活動の充実」を各校で追求すると

ともに、全体交流会のテーマに設定し、中３卒業時

の姿について一歩ずつ共有できてきた。また、その

成果として『１０年間を見通した言語能力表』を作

成し活用できた。深い学びについての理解や各校種

での目指す姿について協議できた。 

○学園独自で作成したアプローチプログラム、小１ス

タートカリキュラムの実施状況を検証し、よりよい

プログラム等になるように改善した。 

○久美浜学園「授業心得」や小中共通指導事項を継続

して取り組んだ。 

○４教科の「これだけは」は小学校でつける力として

意識できた。６年生の春休みの課題を見直すことが

できた。 

〇ＩＣＴを活用した授業づくりについて、どの場面で、

どのように使うのか各校で研究を進めた。今後は授

業スタイルの中にＩＣＴを組み入れ、より効果的な

活用についての研究を深める。 

○ＰＴＡ・保護者会を巻き込んだ久美浜学園共通の「家

庭学習がんばり週間」の取組を進めることで、学習

習慣の定着を進めた。また、メディア・コントロー

ルを学園全体で進めた。特に小中では、教育課程会

議から家庭学習時間の確保、養護部会では保健指導

を行いメディア・コントロールについて取り組めた。 

○教育相談部を毎月開催し、情報の交流と指導方法の

連携を進めた。 

○学校生活の充実感を味わわせることや基本的生活習

慣の確立を各校で図ることで、不登校の解消に取り

組んでいる。 

○情報機器の望ましい活用（情報モラル）のための特

別講演会を小４、全中学生、保護者対象に実施し、

学ぶことができた。 

125



幼 児 児 童生

徒、教職員の

交流と協働 

(1) 全体会、全体研修会、学校園公開授業

と分散会、学力・授業づくり部会、生

徒指導・不登校防止部会、学年部会を

中心とした教職員の交流と協働 

 ア 中学校卒業時の生徒の姿を常に意

識した協議 

 イ 児童生徒の実態交流に基づく具体

的な取組の推進 

 ウ 「言語活動の充実」の系統性を意識

した指導を目指す授業研究 

(2) 学校、校種間をまたがった指導の推進 

 ア 小小連携、小中連携、専科教育、出

前授業等、人的交流をもとにした協

働 

 イ 振り返りスタディ等指導面での協 

   働 

(3) 幼児児童生徒の行動連携 

 ア 保幼の連携 

 イ 保幼小の連携 

 ウ 小小連携 

 エ 小中連携 

〇全体会・公開授業、交流会等の教職員の行動連携に

つながる取組では、学びが深まったとか、いろいろ

な意見が得られ自分の取組に活かせたという肯定的

な意見が多い。実際に子どもの姿を見ることで、保

幼小中の指導の連続性を図っていく。 

○一方で、行動連携の内容としてもっと具体的な教科

や内容にすべしという意見もある。 

○教職員の行動連携においても、交流の継続の大切さ

と同時に、資料の相互提供など工夫ができる。 

〇子どもたちの行動連携事業についても、どの取組に

も価値を見出し、そのことを活用して日々の指導に

活かすなど、単に事業として終えるだけではなく、

そこから広げて学びの機会になっている。それぞれ

の交流事業の良さを感じている。 

○特に小小連携事業の内容や時期については再検討を

望む意見がある。 

○ねらいは中学校での出会いのための「仲間を知る」

ということにしぼり、負担の無いように進めていく。 

家庭、地域社

会との連携、

情報発信 

(1) 久美浜学園小中一貫教育に係る目標、

活動等の広報及び啓発 

 ア たよりの発行（学期１～２回程度）、

有線放送による取組紹介 

 イ リーフレットの作成（４月保護者参

観等で配布、説明） 

 ウ ホームページによる広報活動（久美

浜学園のページ作成） 

(2) 基本的生活習慣の確立に向けた共通

指導の確認と指導の推進 

(3) 学校地域連携推進協議会の取組を通

した「久美浜を支える人」の協議 

(4) 地域学校協働本部事業の積極的な活

用等による久美浜町民の学校教育活

動への参加と積極的支援 

(5) 久美浜学園ＰＴＡ・保護者会との連携

による家庭教育支援 

○小中一貫コーディネーターの活動により、様々な取

組をいろいろな機会を通じて広報できた。その結果、

保護者アンケートによると、学園の取組に対する肯

定的な意見が年々増えてきており、また、分からな

いという意見が減ってきている。旧小学校ごとの 6

つの地区の区長会等に校長、コーディネーターが参

加し発信する場を設けた。 

○学校地域連携推進協議会では、学園の取り組みを紹

介し、支援を求めるだけでなく、設立当初より「久

美浜を支える人づくり」について各団体との協議を

進めることができた。次年度からの学園運営協議会

に移行に向けて準備ができた。 

○多くのボランティアの皆さんの協力を得て、学園内

各校園所の活動が広がっている。 

〇保育所園・こども園も一緒になった久美浜学園独自

のＰＴＡ・保護者会が設立され２年目となり、一緒

に取り組むことで、より多くの家庭との連携が進め

られた。「あいさつ運動」「家庭学習がんばり週間」

「スマホ講演会」等１０年間を見通した取組に一歩

ずつつながってきている。 
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４ 今年度の成果と課題 改善方策 

成果と課題 改善方策 

○テーマ「対話と理解」が授業公開と交流会各部の取

組等を通して一層進んできた。交流会で「みんなが

わかる授業づくり」について話し合い、小中一貫の

意識化につながった。 

○幼児教育・保育における取組について学べ、幼児か

ら小学校への接続やその意義について理解が深ま

ってきた。 

○各会議、各部のミッションをより明確にしたこと

で、限りのある部会ですることが明確になった。ま

た、経営会議の方針のもと企画運営会議が運営し、

教育課程に関しても一致して進めるシステムがさ

らに機能してきた。 

〇１０月の公開授業の際、全体会でタブレットの操作

方法、活用法についての講習を受けた。試行錯誤し

ながら、どのような活用が効果的かを各校で研究で

きた。 

○小中連携事業のほか、小小連携事業や園・所の連携

事業も確実に実施でき、将来につながる取組にでき

た。 

○コーディネーターの活躍により、広報・会議のまと

め・幼小中のつなぎが確実に進んだ。 

○４ＰＴＡと３保育所園・こども園の保護者会も一緒

に活動でき、学園ＰＴＡの基盤が確かなものになっ

た。 

○学校地域連携協議会で「久美浜を支える人」につい

ての話し合いがより進められた。 

△久美浜学園の児童生徒の現状として、後ろ向きの雰

囲気に流されてしまうところがある。前向きに継続

していく力をつける必要がある。 

△連携部会の取組は回数が限られている中で、ミッシ

ョンを成果が見えるところまで高めることが難し

い。また、事務局のコーディネートがまずます多く

なってきている。 

△学校授業公開と交流会の成果は非常に大きなもの

であった。授業研究に踏み込むため、各校の重点研

究をベースに担任会での学び合える機会を設定し

たが、日程的にも難しく活かせなかった。 

 

・令和２年度（５年次）を深化の年ととらえ、成果の検証

を行う。これまで積み上げてきた保幼小中教員の「対話

と理解」をベースに、次の段階にステップアップしてい

く。市小中一貫教育推進計画の更なる共通理解を図り、

更に学校園所公開や交流会を引き続き進める中で指導方

法等の継続性について論議していく。具体的には、テー

マを「主体的に学ぶ力の伸長」と設定し取り組んでいく 

 

・児童生徒の生徒指導上の課題や不登校の課題について、

肯定的評価を基盤に学園の教職員の指導観を見つめ共通

化していく。 

・ＩＣＴの活用方法を整理し、学習効果の上がるＩＣＴの

活用法について研究を深める。 

 

・指導方法の具体的な継続性を図るため、保幼小のアプロ

ーチ・プログラムやスタート・カリキュラムのほか、小

中間の教育課程上の様々なギャップの解消に取り組む。 

 

・授業研究に踏み込むため、各学校の重点研究をベースに

担任会での学び合いを進めるため、研究授業に参加しや

すくするための日程調整、授業に関する資料の配付等を

行う。 

 

・運営面ではこれまで進めてきた部会・会議や事業が一定

落ち着いてきたことを受けて、より精選していく。 

  

・学園運営協議会発足に向けて、規則等を確認しながら進

める。 
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